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第一話　大きな人の小さな約束










　月げつ光こうの下もと、街がい路ろに幾いく筋すじもの白はく煙えんが立ち上のぼり、屈くつ強きような騎き士したちが累るい々るいと転がっている。

　立っているのは、ただ一人の少女。

「ふうっ。おしまい、と」

　鍔つばの広い帽ぼう子し、マント、仮面、ミニのワンピースまで全すべてが緋ひ色いろ。そんな中で、帽子の羽は根ね飾かざりだけが、眩まぶしいくらいに真っ白だ。

　少女は『常勝者ソウエイル』と名乗る、怪かい盗とうである。その名といい、暗くら闇やみに紛まぎれる気の全くない出いで立ちといい、これ以上騎士団をナメている者もいない。だが、実際彼女に連戦連敗している騎士団としては、ナメられても文句を言えなかったりする。

　今も、いつもと同じことが繰くり返された。ソウェイルが盗ぬすみの後、追つい跡せきしてきた騎士たちを得とく意いの炎ほのおの魔ま術じゆつで壊かい滅めつさせたところだ。

　と、いきなりソウェイルは、お辞じ儀ぎした。そのまま体を前に倒たおし、両手を地面に着いて、右みぎ脚あしを跳はね上あげる。縦たての直線開かい脚きやく、ニーソックスに包まれた左右の脚が伸のびきった瞬しゆん間かん、

「がっ！」

　ソウェイルの長い脚は、背後に忍しのび寄っていた男の顎あごを見事に捉とらえた。

　騎士団制せい式しき鎧よろいに身をつつみ、剣けんを手にしているその男は、体重や肩かた幅はばなどは優ゆうにソウェイルの倍以上ありそうな巨きよ漢かん。だが今の一いち撃げきで、その頑がん強きような体たい軀くも大きくぐらついている。

　だが、ぐぐっ、と堪こらえて踏ふみとどまって、

「く、喰くらえ赤ブリいいぃぃっ！」

　赤いゴキブリ、略して赤ブリ。男は自ら付けた渾あだ名なを叫さけびながら、剣を振ふり下ろした。

　が、ソウェイルは両手を使って大きく跳ちよう躍やく。剣をかわしながら男の頭上を取り、その脳天に体重をのせた肘ひじ打うちを叩たたき込んだ。

　顎、脳天と急所への二連撃を喰らってはさすがに耐たえ切れず、男は倒れ伏ふす。

　ソウェイルは、とん、と軽い音と共に着地すると、男をじ～っと見た。

　男は全身、他の騎士たちと同じくコゲコゲだ。ソウェイルの強きよう烈れつな炎ほのおの魔術を喰らいまくったからである。

　だから今、辺あたりには騎士累々、なのだが。

「……オジサマが強いのは承知してますが、最近ちょっと、度を越こしてませんか？」

　とソウェイルが訊きいてみるが、本人は気絶しているので答えられない。

「まあ、いいですけど、ね」

　ふわりとマントを翻ひるがえし、ソウェイルは去っていく。その脚のニーソックス、太ももの辺りが僅わずかに斬きり裂さかれている。先さき程ほどの男の一撃、かわしきれなかったらしい。

　少し離はなれた場所でそれを見ながら、

「うう～ん……」

　騎士累々の中の一人、長い金きん髪ぱつを一つに括くくっている少年が、倒たおれ伏ふしたまま呟つぶやいた。

「ここんとこ、小隊長は変だな」

　ソウェイルの術で焼かれ吹ふっ飛ばされ、コゲコゲで立てないのは他の騎士たちと同じだ。が、その装備は軽けい装そう鎧よろいと模も造ぞう剣けん。これは騎士見習い、『準じゆん騎士』の装備である。

　少年の名は、ホッブス＝グロウサ。

　そしてもう一人、やはりコゲコゲで倒れている黒くろ髪かみ黒目の小こ柄がらな準騎士も同意する。

「何だか必ひつ死しだよね。今まで以上に」

　こちらはセリオス＝クルーロル。気絶した男は、直属の上司である小隊長、マホガニー＝チェアス。彼の強さは知っているが、最近ちょっと、異常だ。

　ホッブスは少し考えて、言った。

「ふむ。こりゃ女だな、間違いなく」

「奥さんに、いいとこ見せようってこと？」

「おいおい。今いま更さらそんな理由で、急に強くなるなんてのは不自然だろ。つまりだ、他に女ができて、」

　セリオスは、軽くホッブスを叩いた。

「冗談でも、そんなことを言ったらだめ」

「……本気なんだが」

「なお悪い！　酒場で酔よっ払ぱらい相手に吟ぎん遊ゆう詩し人じんが歌ってるような、暗い色いろ恋こい物語じゃあるまいし。第一、小隊長がそんな、ふしだらなことするはずがないっ」

　セリオスは、ぷい、と顔を背そむけた。




　ここグリン王国の首都、グリンシティの中央近く。そこは様々な店が軒のきを連ねる商店街で、この街で最も賑にぎやかな場所となっている。

　なので昼前ともなると、買い物客で非常に混雑する。セリオスはそんな中、姉のメティアと買い物（荷物持ち）に来ていた。

　今日は騎士養成学校は休みで、準騎士の仕事もない。こういう日のセリオスは大たい抵てい、自主訓練に励はげむか家事に専せん念ねんするか、である。

　メティアは翻ほん訳やく家かで、セリオスは準騎士。共働きな以上、家事は分ぶん担たんすべきなのだが、やはり家にいることの多いメティアに負担がかかる。なのでセリオスは、できる限り休日はメティアの手伝いをするようにしている。

　というわけで今日は、荷物持ち。人波に揉もまれつつ、買かい物もの袋ぶくろを抱きしめている。

「い、いつもながら凄すごい人……あれ？」

　あっぷあっぷしていたセリオスの目が、人と人の隙すき間まを通して、ある一点に止まった。

「どうしたの、セリオス？」

　数歩先を歩いていたメティアが、戻ってきた。人込みの中をすいすい歩けるのは慣れているからとしても、トレードマークのまんまる眼鏡めがねや緩ゆるい三つ編あみが乱れないのは不思議である。身長はセリオスと大して変わらないから、同じように人波に揉まれているのに。

　が、そんないつもの疑問はさておき、セリオスは視線で前方を指した。

　何事かとメティアが見てみると、花屋から花はな束たばを持って出てきた男がいる。

　それは普段着姿の、マホガニーだ。

「え、花束？　あのオジサマが？」

　メティアは思わず、目を丸くした。

　鎧を着ていなくても、岩のような筋肉が既に鎧同然なマホガニーである。顔の方も相応にいかつい。大きな傷きず跡あとまでついている。

　それが、花束。赤や黄色の綺き麗れいな花束。

「似合わないわねぇ。昨日の夜の、あの闘とう魂こん燃えまくりの姿を思い浮かべると、余計に」

「ね、姉さんっ！　声が大きいっっ！」

　セリオスは慌あわてて、買い物袋でメティアの口を塞ふさいだ。誰だれかにバレたら一族郎ろう党とう皆死刑な極秘事項を、気軽に口にされては困る。

　そう。あのソウェイルの正体は、メティアなのだ。名門中の名門、ウードミトリィ魔術学院を卒業した才さい媛えんという仮面を被かぶり、その学院で得た力を武器に、夜な夜な怪盗稼か業ぎように励んでいるのである。

「大丈夫だってば……と」

　買い物袋を押しのけるメティア。その目の前で、今度はマホガニーはケーキ屋に入った。

「花束と、ケーキ。これって贈おくり物ものよね」

「そうだね」

「ふむ。これは女性ね、間違いなく」

　セリオスは、溜ため息いきをついた。

「どうしてホッブスも姉さんも、二人揃そろってそういうことばかり……あのね、姉さん」

「大したものよね～。騎士団の激務の合間を縫ぬって、隠かくし子ごとは」




　ごいん！



















　セリオスが、石いし畳だたみに頭をぶつけた。

「どうしたの？」

　がばっ、と立ち上がってセリオスは、

「ど、どうしたもこうしたも！　何でそこまで話が飛ぶのっ!?」

「全然飛んでないわよ。浮気相手に花束、その子供にケーキ。どこかおかしい？」

「全面的におかしい！　どうして普通に素直に、家族へのお土産みやげって考えられないの!?」

「……休日の真っ昼間に、いきなり？」

　ぴた、とセリオスの勢いが止まる。

「べ、別に、不自然じゃ、」

「不自然よ。休日になんらかの理由をつけて外出するという状況でないと、花束やケーキを渡せない相手、と考えた方が自然ね」

「ど、どうしてもそう考えたいの？」

「だってほら、最近のオジサマの妙な強さのこともあるし。何かありそうに思わない？」

「だからって発想が突とつ飛ぴ過ぎるよっ！」

　と二人が言い合っている間に、マホガニーはケーキの箱を手にして店から出てきた。

　右手に花束、左手にケーキを持って、歩いていくマホガニー。そしてその後を、つけていくメティア。

「待って待って待って！　当然のような顔をして、何してるのっ？」

「何かありそうだから、つけてるのよ。……そうだセリオス、あなたはオジサマのこと、信じてるのよね。わたしと違って」

「もちろん！」

　買い物袋を抱いたまま、胸むねを張るセリオス。

「だったら、オジサマの疑いは晴らしたいわよね。わたしやホッブス君が、妙な疑いを抱いているのは不満よね」

「そ、そりゃあ、まあ」

「じゃ、決まりね。オジサマの潔けつ白ぱくを証明しに行きましょう」

　メティアはマホガニーの後をつけていく。

「ま、待ってってば。こんなことしちゃ、」

　まだ追いすがって止めようとするセリオスに、メティアは振り返って言った。

「あれ、本当に家族へのお土産だと思う？」

「そうに決まってるよ」

「なら、このままオジサマの家に着くだけの話よね。わたしたちにつけられたって、何の問題もないわ。という訳で、行くわよ」

　はいおしまい、とばかりにメティアはすいすい歩いていく。マホガニーと距離を保たもちながらも、見失わないようにして。

　セリオスはというと、

「……ぼ、僕は、小隊長を信じてるっ。そう、このまま、小隊長の家に着くだけの話！」

　結局、メティアについていったのであった。




　メティアと一緒に、マホガニーの後をつけるセリオス。マホガニーの家に向かうのとは違う道を歩いて愕がく然ぜんとし、白い大きな建物に入って首を傾かしげた。

　そして辿たどり着ついたのは大きな病院の、病室。マホガニーはノックをして、「どうぞ」の声を聞くとドアを開けて入っていく。

「おーい、調子はどうだ？」

「あ、おじさん。また来てくれたんだ」

　セリオスとメティアが聞き耳を立てているドアの向こうで、二人が会話をしている。

「また花束？　もう花か瓶びんに入らないよ」

「いや、見舞いとなるとつい、こいつを買わねばならん気がしてな。でもほら、これも」

「わ、ケーキだ！　早く開けてっ！」

「待て待て、慌あわてるなエンター」

　どうやら正真正しよう銘めい、お見舞いのようだ。

「良かった。やっぱり浮うわ気きなんかじゃない」

「あら。やっぱり疑ってたのね」

「え、ち、違うよっ！　僕はそんなこと、」

「しっ、声が大き……」

「誰だっ？」

　がちゃっ、と急にドアが引かれて、セリオスとメティアは室内に転がり込んでしまった。

　広くはないが清潔な病室。ベッドの上には、いかにも病弱そうな線の細い十歳ぐらいの少年が、ガウンを纏まとって身を起こしている。

　この子がエンターらしい。

「誰……？」

「お、お前たち。どうして」

　二人の視線が、二人に突き刺さる。慌てて弁解しようとしたセリオスより早く、メティアが立ち上がって口を開いた。

「失礼をお詫わびします、おじ様。でもわたしたち、どうしても心配になって」

「心配？」

「ええ。ご覧らんの通り、わたしたちは買い物の途中だったのですが、先程偶ぐう然ぜん、花束とケーキを買われているおじ様を目撃したのです」

　と語るメティアの顔は真剣で、心から申し訳なさそうで。

「最近、おじ様の様子がおかしいとセリオスから聞いてましたし、ご家族かご親しん戚せきに何かあって、そのお見舞いに向かうのでは？　と思いまして。それでつい……」

『即そく座ざに、一片の疑いもなく、浮気だの隠し子だのと確信してたくせにっ』

　とセリオスは思ったが、ここでそれを言うと自分も同罪になってしまうので沈ちん黙もくした。

　マホガニーは苦笑して、頭を搔かく。

「はは、余計な心配をかけてしまったようだな。確かにこの子は、俺おれの親しん戚せきでな」

　マホガニーはエンターに二人を紹介し、二人にエンターを紹介した。

　エンターの父は五年前に終結した戦争で死亡、母はエンターの入院費を稼かせぐ為ために必死で働いており、ここには滅めつ多たに来られない。

　騎士の家柄だが昔から体の弱かったエンターにとって、歴戦の騎士マホガニーは憧あこがれの人。そういうこともあって、マホガニーは時間を作ってはお見舞いに来ているのである。

　紹介を受けたエンターは、まずメティアに、

「メティアさんのこと、病院の先生がよく噂うわさしてるよ。ウチの娘むすめにも見習わせたいって」

「え、そうなの？　その……光栄ね」

　メティアが少し、頰ほおを赤くした。

　大人も子供も騙だましてる、天下の大怪盗ここにあり～♪　などとセリオスは、ヤケになって歌ってたりする。心の中でだけ、だが。

　噂に名高いメティアお姉ちゃんの次に、エンターはセリオスお兄ちゃんに目を向けた。

「お兄ちゃんは、準騎士なんだよね」

「あ、うん。そうだよ」

「準騎士って、剣術や格闘術が、とっても強くないとなれないんでしょ？　凄すごいなぁ」

　エンターが、憧れのキラキラした目で、セリオスを見ている。歳としが近い分、マホガニーよりも身近に感じられるのだろう。

　セリオスはちょっと、テレて。

「凄くなんかないよ。誰でも、もちろんエンター君も、努力すれば必ず強くなれるから」

「そんな……ぼくは無理だよ。ぼく、弱いもん。お兄ちゃんやおじさんとは違う」

　エンターは力なく、首を振った。

　するとマホガニーが後ろから出てきて、

「無理じゃないぞ。ちゃんと手術を受けて、病気を治して、元気になれば、」

「ほら、無理だよ。だって手術、怖いもん」

「そこがセリオスの言った、努力だ。確かに怖いだろうが、それを乗り越えてだな、」

「努力しても、無理なものは無理なのっ！」

　エンターは吐はき捨てるように叫ぶと、シーツを被かぶって潜もぐり込こんでしまった。

「あの、小隊長。手術って？」

「ああ。この子は、心しん臓ぞうを病やんでいてな。手術すれば治るんだが、この通りで」

　どうやら、マホガニーがここに通っている目的の第一は、エンターが手術を受けるよう、決心させることのようだ。

　セリオスは努つとめて優やさしく、声をかけた。

「エンター君。僕はほら、見ての通り背が低いし、最初は力だってなかったよ。でも大きい人に負けてたまるかって思って、大きい人よりたくさん努力したから、こうして」

「さっき、ぼくは言ったはずだよ」

　エンターはシーツの下から、トゲトゲしい声でトゲトゲしい言葉を吐いた。

「努力しても無理なものは無理だ、って。騎士団も同じだよ。赤ブリのことはどう？」

「…………！」

「おじさんたちが必死に努力してるのに、何度も何度も負けてるじゃないかっ」

　セリオスとマホガニーは、返す言葉を失う。

　するとメティアが、窘たしなめるように言った。

「エンター君、そんなこと言っちゃだめ。それはただの八つ当たりよ。……あと、赤ブリじゃなくてソウェイル。間違えないでね？」

「八つ当たりも何も、事実だってば！」

　怒ど鳴なりつけるようなエンターの声。すると、

「……エンター、それならこうしよう」

　マホガニーが、重い声で言った。

「俺は次回、必ず奴やつを倒す。お前の言う、壁を越えてみせる。その時はお前も、お前の壁を越えてみせると約束してくれないか」

「……約束？」

「ああ。正直に言うと、俺はこの約束をするのが怖かった。約束をして負ければそれっきりだからな。だから、勝ってから言うつもりだったんだ。俺も勝ってみせたぞ、とな」

『小隊長……』

『なるほど、ね』

　セリオスは、そしてメティアも、今初めて解わかった。マホガニーが最近、どうしてあれほどの執しゆう念ねんを見せていたのかを。

「だが今、約束する。次の戦いで、俺は必ず勝ってみせると。だから、」

「無理だよそんなの。絶対勝てっこないよ」

　シーツ越しの、エンターの声。

「今まで連戦連敗してた相手に、そんな急に勝てるはずないもん」

「それは、違うわ」

　エンターの背中に、メティアの手が触ふれた。

　もちろんシーツ越しだが、優やさしく温あたたかなその感かん触しよくは、声と一緒にエンターに届いた。

「エンター君も知ってるんでしょうけど、おじ様は本当に、とっても強いの。そんな人が、エンター君のために誓ちかいを立てているのよ。騎士として、ね」

「騎士として……？」

「ええ。己おのれの名めい誉よを懸かけた、騎士の誓い。これはおじ様に、今までにない力を与えてくれるわ。エンター君の為にね。……さあ、」

　ぽん、とメティアはエンターの背を叩いた。

「あなたも、騎士の家の子なんでしょう？　だったら騎士として……ううん、今は一人の男の子として、どうするのエンター君？」

　少し、考えてから。

　エンターはシーツを捲めくって、顔を出した。

　心配そうなマホガニーと、祈ってるようなセリオスと、優しい笑え顔がおのメティアに向かって、エンターはぽつりと言った。

「……わかった。約束、するよ」

　途と端たん、病室にあるまじき叫び声が響いた。マホガニーがエンターを抱きしめ、必ず勝つからなぁぁと吼ほえまくったのである。

　メティアはそれを、微笑ほほえんで見つめている。

　セリオスだけが、難しい顔をしていた。

『で、どうするつもりなの姉さんっ？』




　三人が病院を出た時には、もう夕ゆう陽ひが沈しずみかけていた。

「セリオス。俺はこれから、山に籠こもる」

　マホガニーが、真しん剣けんな眼まな差ざしで言った。

「悪いが一週間の有ゆう給きゆう休きゆう暇かを申しん請せいしておいてくれないか。緊きん急きゆう連絡先は、ほら、前に話したことがあるだろ。俺の自作の修行場だ」

「い、今からすぐ、ですか？」

「ああ。じゃ、頼んだぞ」

　マホガニーは、まっすぐ歩いていった。

　その声、その目、その背中。セリオスには、マホガニーの覚かく悟ごが痛いほど伝わってくる。

　メティアの言った、騎士の誓いへの覚悟だ。

「どうするの？　あんなこと言っちゃって」

「どうしようか、あんなこと言っちゃって」

　無言で、セリオスはぶっ倒れた。

「う～ん。やっぱりあの場ではああ言うのがマナーというか。ただのノリというか」

「そ、そういう軽い気持ちで、人の命に関かかわる発言をしないでよっ！　自分の立場が今、どうなってるか解ってるのっ？」

　セリオスは、涙なみだ目めでメティアに詰め寄った。

　メティアは冷静に状況を分析し、解説する。

「オジサマがわたしに勝てば、物語としてはハッピーエンドね。但ただしわたしは逮捕されて死刑、あなたも連れん座ざ制せいで一緒に死刑。わたしが勝てば、エンター君は病気的にも精神的にも、どうしようもないことになる、と」

「どうしようもないのは、今の姉さんの立場だってばっ！　一体どうする気なの!?」

「さて、どうしようかなぁ」

　その声、その目、その横顔。覚悟なんか、全く全然伝わってこなくて。

　セリオスにはもう、何も言えなかった。




　あれから五日。セリオスが、マホガニーの籠る山にやってきた。

　だがその奥の修行場は、大体の場所は聞いているが簡単には辿たどり着けない。ここは街から遠くない山ではあるが、崖がけのような斜面と生い茂る木々とで、充分に遭そう難なん可か能のうな険けわしさを備えているのだ。まして今は薄暗い夕刻。

　護ご身しんの為に準騎士装備で、大きめのバスケットを持ったセリオスが、山道を歩いていく。

「確かこの辺……んっ？」

　ぱきっ、と何かを踏み折った音がした。

　ぱんっ、と何かが外れたような音がした。

　すると、縄に結ばれて振り子仕掛けになっている丸太──直径はセリオスの胴体ぐらいある──が、ゴオオォォと唸うなりを上げて襲い掛かってきた！

「うわぁぁっ!?」

　何とかかわした、と思ったらまたぱきっと音がして、今度はそばの茂みから矢が五本！

「ひえっ！」

　バスケットを抱いたまま転がって、必死にかわすセリオス。一瞬前までセリオスのいた地面に、矢が五本突き立った。

　立ち上がり、周囲を警けい戒かい……しようとしたら、今度は頭上から殺さつ気きが降って来た！




　ぼごぉぉん！




　またまた間一髪で、セリオスはかわした。

　震しん動どうと、土つち煙けむり。大きな岩でも落ちてきたかと思ったら、大きな岩のような人間だった。

　上半身裸で、無ぶ精しようヒゲを伸ばして、顔に大きな傷のある大男の剣が、地面を割っている。

「え……あ、あの、もしかして」

「ウオオオオォォォォ！」

　いきなり雄おたけびを上げて襲い掛かってきたその男は、変わり果てていたが間違いなく、

「しょ、小隊長っ!?」

　マホガニーだった。とにもかくにもセリオスはバスケットを捨てて、模造剣を抜く。

「ぼ、僕です！　僕ですってばっ！」

「ガゥオオオオォォォォ！」

「わ、た、た、た、とっ！」

　セリオスは、マホガニーの暴風のような攻撃を左右に受け流しつつ（まともに受け止めたら剣が砕くだけそう）、呼びかけた。

「に、人間に戻って下さいっ！　騎士団内務部隊第三小隊の、マホガニー小隊長っ！」

「……ゥガ？」

　マホガニーの動きが、ぴたりと止まった。

「う……っ、あ、ああ。セリオス、か？」

　気が抜けて、ぺた、とへたりこむセリオス。

「ど、どうしたんです小隊長？」

「どうしたって……ああ、そうか。ちょっと修行に熱を入れすぎてな」

　とマホガニーは、先程の罠わなを指す。

「こういうのが、ここいらには山ほど仕掛けられてるんだ。仕掛けた本人の俺も、把は握あくしきれない程な。あと猛もう獣じゆうも多い。そういうところで暮らしてると、動くものを見たら即そく座ざに襲い掛かる習慣がつくんだ」

「それって、要するに野性化なのでは」

「人間のもつ本能的な力や反射神経を目覚めさせる、と言ってくれ。それにしても、」

　マホガニーは、セリオスの肩を叩いた。

「俺の罠にかかり、更に俺の襲しゆう撃げきを受けて生きてたとは、さすが我わが部下だ。嬉うれしいぞ」

「……は、はあ」

　どう言っていいか、困るセリオスであった。




　バスケットの中身は、メティアの作ったサンドイッチ。

「差し入れを持って来たんです。どうぞ」

「おお、有あり難がたく頂いただこう。……ん、うまい。このところ、獣けものの生肉しか食ってなくてな」

　地べたにあぐらをかいて、美味おいしそうにサンドイッチを食べているマホガニー。その巨きよ軀くは前よりも更に強く大きく、堅けん固ごに見える。

　無数に刻まれた傷も、古いものに混じって真新しいものがたくさんある。今回の、このムチャクチャな山籠り中についたものだろう。

　全てはメティアを打ち倒し、逮捕する為ために。

『こ、これは……何とか姉さんを説得して、怪盗をやめさせなきゃ。エンター君のことは、他の手を考えるってことで。でないと……』

　メティアのことが本気で心配になって、街の方を向くセリオス。すると、

「ん？　何だその紙は」

　マホガニーが、セリオスの背中に張られていた紙を剝はがした。

「え、紙？　そんなもの、いつの間に」

　不ふ審しんに思いながら、セリオスも見る。

【親愛なるオジサマへ

　このところ、随ずい分ぶんと熱心に修行しておられるご様よう子す。その成果、試ためして差し上げたいと思うのですがいかがでしょう？】

「あ、赤ブリか、これは？」

　手紙は自信たっぷりに次の犯行予告をし、その現場にて勝負！　と続いている。

【──では、サガの月末日の夜を、楽しみに待っています。


常勝者ソウエイル】



　紙を持つマホガニーの手が、震えている。

「……どう見ても果たし状だな、これは」

「え、ええ」

　セリオスも、頷うなずかざるを得ない。

「奴め、覚悟はできているようだな！」

　手紙を握り潰つぶして、マホガニーは吼ほえた。

　その目には、闘志と自信が溢あふれている。

『や、やっぱり今回の小隊長は、今までとは違うよ姉さんっ。油断してたら……』

　セリオスの胸に、不安が広がっていく。

　マホガニーの胸からは、湯気が上がりそう。

「今月の末日、か。それまでビシバシと、」

　ぴた、とマホガニーの動きが止まる。

「待てよ……確か」

　山に籠ってからの日数を、指折り数える。

　つられて、セリオスも一緒に。すると、

「あ……」

　気付いた。

「今日だああああぁぁぁぁ！」

　既に日の沈んだ山中に、二人の叫びが響き渡った。




　慌てて装備を整えたマホガニーと一緒に、セリオスは山を駆け降りた。街に入り、予告状にあった美術館前の広場に向かう。

　待っていたのは、予想通りの光景だった。月明かりの下で倒れている騎士たち、白はく煙えん、その中でただ一人立っている、緋ひ色いろの少女。

「お待ちしておりました。お疲つかれのようですが、わたしの方にもこの通り、疲ひ労ろうはありますから。双方ハンデはなしということで」

　と、メティアが視線を巡めぐらせる。わざわざ言われずとも、メティアがたった今ここで、騎士たちをコゲコゲにしたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　マホガニーは剣を抜いて、

「ハンデ、か。随分と殊しゆ勝しようなセリフだな」

「今回は特別ですから。ほら、このように」

　メティアが横に一歩、身をずらした。

　すると、メティアの後ろにあった広場のベンチが、マホガニーとセリオスの目に入る。

　毛布に包くるまれて座っている、男の子の姿も。

「な、何いいぃぃっ!?」

　そこにいたのは、エンターだった。

　絶句している二人に、エンターが言う。

「おじさん……ぼく、見た……よ。騎士の人たちが、いっぱい、吹っ飛ばされるのを」

　エンターの声は、驚きよう愕がくと恐怖に染そまっている。噂に聞くのと目まの当たりにするのとでは、やはり衝しよう撃げきがケタ違いだったらしい。

「か、勝てる訳、ないよ。こんなのに、普通の人間が、どうやったって、」

「ちょっとちょっと。それじゃまるで、わたしがバケモノみたいに聞こえるけど？」

　メティアが振り向いてエンターを見る。エンターは身を縮こまらせて、沈黙した。

　それからメティアはマホガニーに向き直り、

「この子のこと、小耳に挟はさみましてね。ぜひ、この場に招待してあげなくては、と」

「な、なぜお前が、そんなことを」

　にこっ、とメティアは笑え顔がおを見せる。

「真の強者というものを教える為ためです。強そうで怖こわそうな騎士様が、可愛かわいくて綺き麗れいな女の子の手によって、ボコボコのコゲコゲにされるシーンを見せてあげることで♪」

「……貴き様さまっっ！」

　ナメているとか、ふざけているとか、そういうレベルの話ではない。今回の戦いには、一人の少年の命が、未来が懸かっているのだ。

　それを全て知った上での、このやり方。

　マホガニーは、ぐっと剣を握り締めて、

「セリオス。エンターの側そばについててやってくれ。それから、」

　振り向かずに、背後のセリオスに言った。

「今回は、一いつ切さい手を出すな。これは、騎士団の任にん務むとしての戦いではない。あの子に立てた誓ちかいを守る為の、俺個人の戦いだ」

「……解りました」

　セリオスは頷き、エンターの側へと走る。

　メティアが、セリオスと入れ替かわるようにエンターから離はなれた。

「巻き込んじゃったら、大変ですからね。もう少し離れましょう」

「ふん。気き遣づかい感謝するぞ」

「どういたしまして。……では」

「おう」

　メティアは両りよう掌てをマホガニーに向け、マホガニーは剣をメティアに向ける。

　戦いが、始まった。




　セリオスとエンターが見守る中、繰り広げられた光景は、ただひたすら凄せい惨さんだった。

　マホガニーは焼かれ、焦こがされ、吹き飛ばされ、叩きつけられ、それでも何度も立ち上がって、メティアに向かっていった。いつもとは比較にならない強さを発揮して。

　それだけに、メティアの方も真剣だ。いつもマホガニー相手だとそう楽勝はしていないが、今回は特に力が入っている。そうでなくてはやられる、と思っているからだろう。

『姉さんも、やっぱり解わかってるんだ。だったらどうして、こんな危険なことを……』

　エンターがこの場にいることは、マホガニーのパワーアップにしかならないのに。

　とセリオスが考えていると、

「さすがに今回は、単純にねじ伏せるのは無理みたいですね。……ならば！」

　メティアが構えを変えた。そして、

「凍いてつけええええぇぇぇぇ！」

　突き出した掌てのひらから、吹雪ふぶきを放った。頭に血を上らせていたマホガニーはそのまま突っ込み、正面からまともに喰らう。

　するとあっと言う間にマホガニーは凍こおりつき、氷の塊に閉じ込められてしまった。が、

「それがどうしたああああぁぁぁ！」




　ぐわがああぁぁん！




　鬱うつ陶とうしいっ、と振り払うが如ごとく、マホガニーは己を包む氷を砕くだいてしまった。

　しかしメティアは、既に次の攻撃の準備を終えている。

「さすがです！　でもその濡ぬれた体で、これに耐え切れますか？　痺しびれろおおぉぉ！」

　今度はメティアは、眩まぶしい電でん撃げきを放った。それは氷から出てきたばかりのマホガニーの体に命中し、激しく火花を散らす！

「ぬおおおおぉぉぉぉっ!?」

　バチバチバチバチと音を立てるマホガニーの体が、先程まで何十発も炸さく裂れつしていた爆ばく炎えんよりも、遥はるかに強く辺あたりを照らす。

　火よりも熱くはないが太陽よりも眩しい、荒あれ狂くるう火花の糸がマホガニーに絡からみ付いている。それでもマホガニーは必死に前に進んでいくが、まるで牛のような遅おそさ。神経に食い込む電撃の影響で、それが精一杯なのだ。

　セリオスとエンターは、眩しさに目を細めながらもマホガニーから目を離さず、叫んだ。

「しょ、小隊長っ！」

「おじさぁぁんっ！」

　やがて火花が収まると、マホガニーは崩くずれるように倒れた。

　あと一歩届かず、メティアの足あし下もとに。

『やっぱり、姉さんには敵かなわないのか……』

　とセリオスが思った、その時！




　どむっ！




　鈍にぶい音がして、メティアの体が人形のように吹き飛んだ。マホガニーがメティアの術でやられたように、軽々と吹っ飛ばされたのだ。

　そして街灯に叩きつけられ、地面に落ちる。

「え……っ？」

　セリオスもエンターも、そしてメティアも、何が起こったのか解らなかった。

　マホガニーは、倒れている。

　但ただし、右脚を振り上げた状態で。

　地面に倒れたままで、蹴けりを放ったのだ。

「……見てろよ……エンター……」

　マホガニーが、ゆらり、と立ち上がった。

　その手から力が抜けて、剣が落ちる。

　だが代わりに、両の拳こぶしをしっかり握って、

「俺は……勝つぞ……必ず……見てろ！」

　死力を振り絞って、マホガニーが走った。

　メティアは今の蹴りのせいで呼吸が満足にできないらしく、術の準備どころではない。何とか身を起こした時にはもう、マホガニーが目の前にいた！

「見てろエンタああああぁぁぁ！」

「おじさんっ！」

「……ぐっ」

『ね、姉さんっ！』

　三人の目が、マホガニーの拳に集中する。今のマホガニーのこの拳を、生なま半はん可かな術で止めることはできないだろう。しかし今のメティアには、生半可な術しか使えない。

　だがこの時、マホガニーに劣おとらぬ死力の振り絞りを、メティアもしてみせた。

「もっ……燃えろおおぉぉ！」

　普段のものより、明らかに小さな火の玉。メティアはそれを放たずに、拳に纏まとわせた。

　そして、ギリギリで見切ったマホガニーの拳に帽子を弾はじき飛ばさせながら、炎の拳を眼前の、マホガニーの顎あごに叩きつける！




　ちゅどぉん！




　メティアの拳が、マホガニーの顎で爆発した。二人は爆風で弾け飛び、転がって、左右に分かれる。

　メティアは、拳と腕に火傷やけどを負った。かなりのダメージだが、それだけだ。呼吸を整えながら、立ち上がって帽子を拾う。

　だがマホガニーは、起き上がって来ない。

「ぐぅ……っ」

　顎に加えられた衝撃は、脳を揺らす。まして、爆風という無形の衝撃は、拳の激突などよりも力が分散・吸収されにくい。骨は砕けなくても、脳のう震しん盪とうを起こす力は凄すさまじいのだ。このダメージについては、根こん性じようもクソもない。

　といっても、そんな理り屈くつが解るのはメティアとセリオスだけ。今マホガニーは呻うめき声を出すのが精一杯、そしてエンターは、

「う、うわ……っ」

　メティアを見て、怯おびえている。

　そのメティアが、エンターに近づいた。仮面越しの鋭するどい目が、エンターを射い抜ぬく。

「……ひっ」

　怯おびえきっているエンター。まさかこれが、病室で会ったあの優しそうなお姉さんと同じ目だとは、言われても信じないだろう。

　ベンチの上で、毛布に包くるまって、身を縮こまらせているエンターに、メティアは言った。

「怯えちゃって、まあ。かっこ悪いわね～。さすがはあの、激弱根性なし騎士サマの血筋だけはあるわ」

「なっ……そ、そんなことないっ」

　エンターが、反論する。

「ぼくはともかく、おじさんは弱くなんか」

「わたしに負けたわよ」

「で、でも、あんなに何度も何度も、立ち向かってたじゃないかっ！　全然、弱くなんかないっ！　それを……」

「だったらあなたも、一度くらい立ち向かってみたら？　逃げてばかりいないで」

　はっ、とするエンター。

「いるんでしょ、あなたにはあなたの敵が。わたしに匹ひつ敵てきするぐらいの、強敵が」

　少し俯うつむいて、エンターは答えた。

「……いるよ。凄く強くて、怖いのが」

「そう。で、オジサマは、何度も何度も立ち向かってみせたわよね。あなたは？」

　問いかけるメティアの目からは、もう鋭さは消えている。

「……ぼ、ぼく……ぼくだって！」

　エンターはベンチから立ち上がると、毛布を肩に引っ掛けたまま、歩き出した。

　戦いに力尽つきて倒れ、そして今、驚おどろいた目でエンターを見ている、マホガニーのもとへ。

「……エンター」

「おじさん、ぼく……」

　エンターは跪ひざまずき、マホガニーの手を取ると、まっすぐに彼の目を見つめた。

「ぼくも、ぼくの敵に、立ち向かってみる。手術、受けるよ」

「……エンタああああぁぁぁぁ！」

　ダメージを忘れて、マホガニーはエンターを抱きしめた。

　その側で、セリオスも涙ぐんでいる。

『小隊長から貰もらう強さじゃなく、エンター君自身の強さ……か。それを姉さんは……』

　マホガニーが、ぐすっ、と鼻をすすりながら振り向いた。

「赤ブリ、今回ばかりは借りを……あっ？」

　セリオスも、エンターも、今、気付いた。

　いつの間にか、メティアがいなくなっていたことに。




　真昼の中央商店街。

　セリオスを従えて、メティアが買い物中。

「で、エンター君の手術は成功したのね？」

「うんっ」

　セリオスは、嬉しそうに頷いた。

　姉さんのおかげでね、と心の中で付け足す。

「小隊長もすごく喜んで……あれ？」

　あまり喜んでいる風ではないマホガニーが、歩いていた。ケーキと花束を持って。

　元気がない。嬉しそうでもない。

「？　どうしたのかな。あの、小隊長～！」

　二人が駆け寄っていくと、かなり近くまで行ってから、マホガニーが反応した。

「ああ、お前たちか」

「これから、エンター君のお見舞いですか？　手術はうまくいったんでしょう？」

「そうだ。じきに退院できる」

「良かったじゃないですか。じゃあ、どうしたんです？　その……何だか暗いですけど」

　マホガニーは、一つ溜息をついて、

「……来てくれ。そうすれば解る」

　のろのろと歩き出した。

「？」

　セリオスとメティアは、顔を見合わせる。

「何なのかな」

「ま、行ってみましょ」




　病院の中庭。ここは日当たりが良く、長期入院の人が日ひ向なたぼっこしていたり、退院間近の人がリハビリに散歩していたりする。

　今のエンターは後者に属する訳だが、

「いてつけええぇぇ！」

　中庭に来るなりいきなり飛んできた小石を、セリオスが受け止めた。

　石を投げたのは、ガウン姿のエンター。

「あ、お兄ちゃんたち」

「こんな場所で石なんか投げたら危ないよ……って、それより今のは何っ？」

「もちろん、赤ブリごっこだよ」

　エンターは胸を張って、言った。

「ぼく、将来、赤ブリみたいな怪盗になるんだ。で、弱い子たちを導いてあげるのっ」

「あ、赤ブリみたいなって……」

　マホガニーが頭を抱えている。

　メティアはいつもの微笑みを浮かべている。

「エンター君、元気になって良かったわね。でも、赤ブリじゃなくてソウェイル……」

「しびれろおおぉぉ！」

　元気に石を拾って、投げるエンター。

　その姿を見て、マホガニーは肩を落とす。

「手術が終わってから、ずっとこうなんだ。なあ、俺はどうすればいい？」

「ど、どうすればと言われても……」

　マホガニーに泣きつかれても、セリオスには何も言えない。

　ともあれ、エンターは元気になった訳で。

「うん。見事にハッピーエンドね、これは」

「……新たな問題が生まれてるけどね」

「もえろおおぉぉ！」

　日が燦さん々さんと降ふり注そそぐ病院の中庭に、エンターの明るい声が響き渡るのであった。
















第二話　姉上さまと夢ゆめ見みるストーカー










　世界を戦せん火かに包んだ魔ま界かいとの大戦から五年。人も街も、少しずつ戦争の痛いた手でから立ち直りつつある。

　中でもここ、グリン王国首都グリンシティは、めざましく復ふつ興こうが進んでいる。優ゆう秀しゆうな騎き士し団だんの活かつ躍やくにより魔物たちの被ひ害がいが少なく、犯はん罪ざいの検けん挙きよ率りつも高いからだ。

　面積、人口ともに世界最大級の都市であるグリンシティは、当然犯罪者も多い。が、その跳ちよう梁りようを完かん璧ぺきにではないものの最小限に抑おさえ、叩たたいているのがグリン王国騎士団だ。

　治ち安あんの向上、平和の維い持じは都市発展の重要条件。それを満たしているグリンシティの商店街には様々な店が軒のきを連ね、商品が豊富に並び、威い勢せいのいい呼び声が響ひびいている。

「よ、と、ほっ……と」

　大勢の買い物客で賑にぎわう商店街を、よたよたと歩く二人の少年がいる。両手に大きな袋ふくろを抱かかえ、その中には肉や魚や野菜や果くだ物ものや台所用品やその他もろもろが、山積みぎっしり。

「ちょ、ちょっと、前、見え、ないっ」

　ぼさぼさ黒髪の小柄な少年の名はセリオス＝クルーロル。黒いどんぐり眼まなこをきょろきょろさせて、前の人にぶつかりそうになったり、足を踏ふんづけそうになったりと、悪あく戦せん苦く闘とう。

　そのセリオスと並んで、同じようによたよたしているのが、

「な、何のこれしき……ととっ、とっ」

　長い金髪を一つに括くくった、ホッブス＝グロウサ。セリオスよりは大人っぽい容よう貌ぼうで、剣を構えていればなかなかキマりそうな二枚目。残念ながら、今は買い物袋でよたよただが。

　二人とも騎士養よう成せい学がつ校こうの一年生、弱じやつ冠かん十五歳にして〈準騎士〉の資格を持つ。模も造ぞう剣けんの携けい帯たいを義務づけられているなどの制限はあるものの、正式に騎士団の任務に携たずさわっている。

　今日も今日とて、二人揃そろって任務を終えての帰り道。街の巡回を終えたばかりで、その身には軽けい装そう鎧よろい、その腰こしには模造剣。このまま、盗賊団退治に行ってもいい出いで立ちだ。

　なのに、買い物袋を抱かかえてよたよたしているのはなぜかというと。

「セ、セリオス、遅れるなよ」

「わかってるけど……あ、すみませんっ」

　二人より数歩先を、やはり買い物袋を抱えて歩く少女がいる。二人は彼女に遭そう遇ぐうし、その買い物につき合わされたのだ。

　長い髪を緩ゆるく三つ編あみにして、まんまる眼鏡めがねをかけている。質素な白いワンピースがよく似合う、ついでに買い物袋も似合っている、素そ朴ぼくな清せい楚そさを感じさせる少女。

　歩きながら、首だけ振り向いて、

「二人とも、頑張って。もう少しよ」
















　と言うその声も、外見の印象に違たがわず控ひかえめで可愛かわいらしい。

　ホッブスなど、その声だけで元気百倍。

「はいっ！　任せて下さい、おねーさん！」

　と張り切った。が、それで歩きにくさが解消するわけではない。相変わらず、よたよた。

「……あ～もう、鬱うつ陶とうしいっ！　何でこんなに人が多いんだ!?」

「商店街が賑やかなのは、街が順調に復興・発展してる証しよう拠こ。喜ぶべきことだよ」

「そういう国家繁はん栄えい百か年計画な話じゃなくてだな。今、俺がおねーさんに追いつけないという火急の問題が、」

　とか言ってる間にも、少女は人込みの中をすいすい歩いていく。

「むぅ……おい、セリオス。何なんだ、この永遠に超こえられなさそな能力差の壁かべは」

「そんな大げさな。姉さんは商店街慣れ、買い物慣れしてるってだけだよ」

　と言いながら、もう大分離れてしまった姉、メティア＝クルーロルの背中を見るセリオス。

　隣となりではホッブスが、「なるほど。やっぱりおねーさんは家庭的っ♡」と嬉うれしそうに何度も頷うなずいている。

「なあセリオス。本来なら今いま頃ごろ、王立魔ま術じゆつ研究所にいるはずの、世界一の名門魔術学院の卒業生様が、だぞ。こうやって俺らと一いつ緒しよに買い物してるんだ。考えてみたら凄すごいことだよなぁ」

『まあ、ね。普通、あのウードミトリィ魔術学院を飛び級首席卒業するような人は、王立魔術研究所に行くよね。普通はね』

　セリオスは、心の中だけで相あい槌づちを打つ。

「出世街かい道どうなんかにゃ興きよう味みを示さず、」

『残念なことに、違うものに興味津しん々しんだからだよっ』

「たった一人の肉親である弟──お前のことだぞ──が一人前になるまでは、と慎つつましく二人暮らしだ。く～、いつ聞いても、いつ語ってもいい話だなぁ」

『そりゃ、その話だけならそうだけどっ』

　黙だまって大人おとなしく聞いているフリして、心の中でぶつぶつ言ってるセリオス。

　ぶつぶつ言いたくもなる悩なやみがあるからだ。

　おねーさん、ことメティアに関して。

　憂ゆう鬱うつな顔で小さく溜ため息いきを漏もらしながら、セリオスは商店街の人込みを見み渡わたしてみる。

『ここにいる全員……誰もが知ってる超ちよう有名犯罪者、なんだもんなぁ。とほほ』

　そう──世界に名高いグリン王国騎士団を連戦連敗させ、この街はおろか広く在ざい野やの冒ぼう険けん者しやたちにすらその名を轟とどろかせる怪かい盗とう、『常勝者ソウエイル』。

　その正体が、メティアなのである。

　それを知っているのは、準騎士で弟のセリオスただ一人。他の誰かに知られたら即そく座ざに、連れん座ざ制せいでセリオスもろとも死し刑けい。なので、セリオスがどんなに苦く悩のうしようとも、このことは誰にも相談できないのである。

「どしたセリオス？　ほら、歩け歩けっ」

「……うん」

　商店街をよたよた歩く、セリオスとホッブスであった。




　国一番の高学歴少女、しかし質しつ素そで家庭的。

　そんなメティアには、ホッブス以外にもファンが多い。買い物袋を抱えてすいすい歩く姿を、アパートの二階の窓から望ぼう遠えん鏡きようで見ているこの男も、そうだ。

　レンズ越ごしにメティアを見る目には、尋じん常じようではない念ねんが籠こもっている。

　重くて、どよんとした、粘ねばりつく念。

『あぁ……オレの天使、メティアちぁん♡』

　年ねん齢れいはメティアより十歳さい上の、二十七歳。だが顎あごを覆おおう無ぶ精しよう鬚ひげと、張りのない肌はだのせいで、かなり老ふけて見える。濁にごった目、散らかり放題の部屋、汚きたない白はく衣い、いやもう黒こく衣い。本人の体もその環かん境きようも、日々の生活の不健康っぷりをこれでもかと誇こ示じしているかのようだ。

　が、彼──ラグア＝ドッグスは、ただの不健康野郎ではない。日につ課かであるメティア観かん賞しようを終えると一転、目つきが厳きびしくなる。その目は全然、どよんとしていない。

「さて、と」

　書類と本が散乱し、足の踏み場も無い室内を振り返るラグア。その一いつ角かく、決して日光の当たらない場所に、汚いフラスコや試し験けん管かんに混じって小さな瓶びんがいくつか置かれている。

　コルクで栓せんをされたそれらの瓶の中には、緑や紫むらさきなど不ぶ気き味みな色の液体が満たされている。ラベルには複ふく雑ざつな記号と日付が書かれており、古いものもあれば新しいものもあるのが判わかる。

「今日で実験は最後だな。これで問題がなければ……いよいよ、完成だ」

　ラグアは緊きん張ちようした面おも持もちで瓶をいくつか拾い上げると、足あし下もとの書類をばさばさと搔かき分けた。そこには、カビの生えたパンにむさぼりついているネズミがいた。ナメきっているのか、ラグアの存在を完全に無視している。

　ラグアはそのパンに、瓶の液体を垂たらした。緑を三滴てき、紫を二滴、黒を一滴。一滴一滴は色がついているが、全すべてが同じポイントに垂らされて混ざると、無色になってパンに染しみ込んでいく。

「いいぞいいぞ、無む味み無む臭しゆう無色透とう明めい化は順調だ。これで、効きき目めが落ちてなければ」

　ネズミはパンを食べ続け、やがて薬を染み込ませた部分を口に含ふくんだ。それを見届けると、ラグアは素す早ばやく廊ろう下かに出た。ドアを閉じ、一階に降りて、アパートを出て街がい路ろに立つ。

　そして上を、自室の窓を見上げる。すると、

「来た……来た！」

　窓から、ネズミが飛び降りた。紛まぎれも無い、先程パンを齧かじっていたネズミだ。ラグアが手で受け止めると、ネズミはたたたたっと腕を走って肩に乗り、ラグアに頰ほお擦ずりをする。

　心底嬉うれしそうに、愛いとしそうに。

「よ～し！　俺は遂ついに、遂に成し遂とげたのだああああぁぁ！」

　道行く人々の視線など全く意に介かいさず、ラグアは叫んだ。嬉しさのあまり、声を張り上げた。その目に、涙なみだすら浮かべて。

　ラグアが研究に研究を重ねて。たった今完成した薬品。それは、強力な『惚ほれ薬ぐすり』だ。

　薬の製作者を、つまりラグアを、どんなに遠くにいても必ず追いかけて探し出して、愛さずにはいられなくなる。古文書によると、この薬のせいで都市が一つ滅ほろんだという。薬を奪うばい合ってか、あるいはこの薬に操あやつられた者たちの愛あい憎ぞうの戦いか、それははっきりしないが。とにかく、それほど危険な薬なのだ。

　ここまで、長かった。世間に背を向け後ろ指をさされながら、ひたすらこの薬の開発に打ち込んだ。実験に次ぐ実験の中、成功もした失敗もした。温度、湿度、混ぜる飲食物等、様々な状じよう況きよう下かでの効き目を試ためし続けたのだ。

　そして今、遂に、完璧に完成したのだ。

「ふ、ふふふふっ……もう望遠鏡を使わず、間近で直じかに、あの瞳ひとみをあの唇くちびるをあのほっぺたを、愛めでることができるのだああぁぁ！」

　力強く天を仰あおぐラグアの肩には、ラグアを心から愛しているネズミが乗っている。

　同じく、胸には小さなゴキブリがしがみついている。背中には小さなムカデが這はっている。ゲジゲジも。クモも。ハエも。

　どれもこれも実験の成果だ。みんなラグアを愛している。

「待ってておくれ、メティアちぁん♡　……で、お前らはいい加か減げんに去れいっ！」

　ネズミゴキブリその他もろもろを、ラグアは乱暴に振り払った。




　朝のクルーロル家。今日は騎士養成学校は休みなので、セリオスは台所で朝食の準備中。

　メティアは、ご近所の奥様方と一緒に家の前を掃そう除じしている。メティアの家も、お隣もお向かいも小さな家なので、掃除といっても箒ほうきで少し掃はけばすぐに終わる。

　今朝けさもいつも通りに何事も無く掃除を終え、井い戸ど端ばた会かい議ぎも終えて、解散。さて朝食……とメティアが家に入りかけたところで、

「お、おはようございますっ」

　少し緊張した様子の、若い男がやってきた。どこで拾ってきたのか清潔とは言い難がたいオーバーオール姿と、わざとらしい伊達だて眼鏡めがねをかけている。黄色い籠かごを抱えており、その中には牛ぎゆう乳にゆう瓶びんが一本。

　とりあえずメティアが挨あい拶さつを返すと、男は一層緊張した様子で、

「え、えっと、ですね。この度たび、牛乳配達を始めた者でして、その、宣せん伝でんということで試飲をですね、させて頂いただいておりまして」

「一本だけ持ち歩いて、ですか？」

「あ、それはたまたま、こちらが最後の一いつ軒けん、最後の一本ということで、お気になさらず」

「でも今、お向かいにもお隣にも見向きもせず来られたようでしたが……」

　というメティアの言葉は無視して、それとも聞こえていないのか、男は牛乳瓶をメティアに押し付けた。

「と、とにかく、これ、飲んで下さいっ」

「え。でも、」

「無料サービスです、タダです。こういうのを断るのは、勿もつ体たい無ないじゃないですかっ」

「そ、それはそうですけど」

　メティアが戸と惑まどっていると、男はくるりと回れ右して、

「では、失礼します！　その牛乳、必ず飲んで下さいねっ！」

　ぴゅう、と走り去った。

　一人残されたメティアは、

「う～ん」

　困った。無料サービスを断るのは勿体無い、というのは確かにその通り。真しん理りだ。

　日頃、騎士団相手に豪ごう快かいに戦って盗みまくる怪盗な一方で、近所付き合いは良好で安売りチェックも欠かさない主婦なメティアだ。

　この牛乳、無下にすることもできない。無料サービス、勿体無い。が、

「困ったなあ。わたし、牛乳はあんまり好きじゃないのよね……セリオスにでも」

　と思った、その時。

「おっはよーございまーすっ」

　ホッブスが来た。昨日と同じ準騎士装備だ。

「いや～、早朝の清すが々すがしい空気の中、おねーさんの綺き麗れいな肌が輝かがやいてますよ♪　朝一番、元気を分けて頂きましたっ」

「もうっ、ホッブス君たら。……おはよう。これからお仕事なの？」

「ええ。朝の巡回なんです」

「そうなの。ご苦労さま」

　頑張ってね、と言いかけてメティアは、

「あ、そうだ。お仕事前の栄えい養よう補ほ給きゆうに、これ飲む？」

　牛乳瓶を差し出した。




　メティアの家から少し離れたアパートの二階、ラグアの部屋。

　必要は無いのだが気持ちの問題で、ラグアは部屋を片付けた。と言っても書類や実験器具を隅っこに押しやっただけだが。

　そうすると、がらんとした汚い床には机とベッドと本棚しかなくなる。殺さつ風ぷう景けい極きわまりないその部屋の中、ラグアはベッドに腰掛けて、じっと待っている。いや、そわそわと落ち着きなく待っている。

　あの惚れ薬は多種多様な生物で、様々な状況下で、実験済みなのだ。絶対必ず、効く。

　間もなくあのドアを開けて、来るのだ。

『そう、メティアちぁんが、来るっ！』

（ラグアの妄もう想そう）──こんこん、と小さなノックの音。

　どうぞ、と返事をする。すると、かちゃっ、とドアを開けて、

「ラグア……さん」

　白いワンピースのメティアが、部屋に入る。だがそこから動かない。動けない。恥ずかしいのか少し俯うつむいて、頰ほおを赤く染そめて、上うわ目め遣づかいにこちらを見ている。

　オレとしてはやはり、優しく声をかけてやるべきだろう。すると緊きん張ちように身を固めたまま、メティアはゆっくりと歩いて来て、

「わたしは、今、初めて気付いた……そんな気がするんです。あなたに出会い、あなたを知って」

　何を？　と聞く。すると、こう返って来る。

「人を、好きになるっていう気持ちを」

　オレの目の前まで来た彼女は、意を決した表情でオレの隣に腰掛ける。そして一大決心した瞳で、オレを見つめつつオレの手を握る。

「受け取って……くれますか？　これが、わたしの気持ちです。ラグアさん」

　と言って、長い睫まつげをそっと伏せる。そして、あの、桜色の可か憐れんな唇が。

「う、うわ、うわはははは～っ！」

　ベッドの上で、枕まくらを抱いて、激しく笑いながら悶もだえるラグア。その時、




　こんこん




　小さな、ノックの音。──来た！

　ラグアは身を起こし、姿し勢せいを正して咳せき払ばらいなどして、

「ど、どうぞっ」

　と返事をした。かちゃっ、とドアが開いて、

「ラグア……さん」

　準騎士装備のホッブスが、部屋に入る。

「はぇ!?」

　ホッブスはそこから動かない。動けない。なぜか少し俯いて、頰を赤く染めて、上目遣いにこちらを見ている。

「ちょ、ちょっと待てこら、何だお前は？　……あ、よくメティアちぁんにまつわりついてるガキだな？　確かホッブスとかいう」

　ラグアの言葉が聞こえているのかいないのか、ホッブスは緊張に身を固めたままゆっくりと歩いて来て、

「俺は、今、初めて気付いた……そんな気がするんだ。兄あに貴きに出会い、兄貴を知って」

「あ、兄貴って何だ、兄貴って。いやその、そもそも何でお前がここに!?」

　ホッブスは、真剣な顔で言った。

「人を、好きになるっていう気持ちを」

「人の話を聞け！　会話をしろっ！」

　ラグアの目の前まで来たホッブスは、意を決した表情でラグアの隣に腰掛ける。そして、一大決心した瞳で、ラグアを見つめつつラグアの手を握る。

「受け取って……くれるか？　これが、俺の気持ちなんだ。ラグアの兄貴」

　と言って、男にしては長めの睫をそっと伏せた。唇なんかはさすがに、どうでもいいっつーか……

「って冷静に分析してる場合じゃないっ！」

　ラグアは、ホッブスの手を振り払って立ち上がった。

　が、ホッブスも立ち上がって、素す早ばやく無む駄だの無い動きで、ラグアとドアとの間に立ち塞ふさがった。これでは逃げられない。

　……そういえば、毎日毎日のメティア観賞中、何度か見たことがある。こいつが、街で冒険者気取りのゴロツキたちを軽々と叩きのめす姿を。

　そう、こいつは準騎士だ。ケンカ、戦闘、刃にん傷じよう沙ざ汰た、に関して素人しろうとではない。プロだ。

『こ、このオレが太刀たち打うちできる相手か？』

　んなはずはない。断じてない。

「兄貴ぃぃ」

　切ない目をして、ホッブスがラグアに迫せまる。ここまで来てようやく、ラグアは思い至いたった。

　冷静さを失っていたから、あるいは信じたくなかったから、思いつかなかった事実。

「惚れ薬を、こいつに飲まれたのか……！」

　ラグアの顔が、青くなる。

　ホッブスの頰は、真っ赤になる。

「兄貴、俺……好きなんだああああぁぁ！」

「来るなああああぁぁ！」

　このアパートは、ラグアと似たり寄ったりの変人が数名棲せい息そくしているだけ。なので変な実験をしても文句を言われず、怪あやしまれない。だからこそ惚れ薬の開発に成功したと言える。

　だがそれは、どんなに悲鳴を上げても、ドタバタしても、誰も来てくれないということでもあった……




「はあっ、はあっ、はあっ、はあっ、」

　ベッドに両手をついて、肩で息をしているラグア。こんなに走り回ったのは久ひさしぶりだ。いや、ここまで本気で走ったのは初めてだ。

　ホッブスは唐とう突とつに、ラグアを追うのをやめて去っていった。部屋には静せい寂じやくが戻っている。

　どうやら人間の場合、体が大きいせいか虫やネズミと違って、ある程度経たてば効きき目めが切れるらしい。

「ち、ちくしょうっ、失敗か」

　ホッブスに薬を飲まれた失敗と、効き目が切れたという失敗。もっとも後者の失敗がなければ、エラいことになっていたが。

　とはいえ、失敗は失敗だ。ラグアは再び、薬の開発と作戦の練ねり直なおしに取り掛かった。

　まず、効き目をうんと強くする。どうやら人間相手に永えい久きゆうモノは無理っぽいが、効き目があるうちに連続で飲ませていけば問題ない。

　そして、確実に飲ませる作戦。牛乳などという安っぽいもので飲ませようとしたから、失敗したのだ。もっと高級なものにすれば、きっと飲んでくれる。

　だがそれには、いろいろと準備が必要だ。

「メティアちぁんが、容易たやすく人に渡わたさないようにするには……」

　考えるラグアの下もとに、ネズミゴキブリその他もろもろが集まってくる。

　それらを振り払い振り払い、ラグアは研究を続けた。




　数日後の朝。セリオスは前夜から夜や勤きんに出ており、今はメティア一人。いつものように家の前を掃そう除じして、井戸端会議も終えた。

　さて、セリオスが帰って来る前に二人分の朝食の準備を、と思ったら。

「あ～、おほん。メティア＝クルーロルさんですな？」

　呼ばれてメティアが振り向くと、黒いタキシードに身を包んだ紳しん士し──というイメージではないが一応そう表現するのが礼れい儀ぎであろう──がいた。蝶ちようネクタイとシルクハット、付つけ髭ひげくさい口髭。

　そして、その手の籠かごにはワインが一本。

「おめでとうございます。あなたは厳げん正せいなる抽ちゆう選せんの結果、当店の開店記念ボトルプレゼントに当選いたしました」

「は？」

「この度、商店街に高級ワイン専門店が開店することとなりまして。その開店記念と言いますか宣せん伝でんと言いますか。とにかく、ご近所の方に一本差し上げようということでして」

「……一本で宣伝になるのですか？」

「ええ、なりますとも。あなたがこれを飲んだら、その美味おいしさは人に語らずにはいられなくなります。ええ、絶対。それほど美味しいんですから」

　紳士は、メティアにボトルを押し付けた。

「あ、あの、困ります、こんな」

「いえいえいえいえ、ご遠えん慮りよなさらず。とにかく、あなたに飲んで頂ければそれでいいんです。一口、たった一口で結けつ構こう」

「で、でも、」

「では、私はこれにてっ」

　ぴゅう、と紳士は去ってしまった。

　残されたメティアは、

「う～ん」

　困った。何を隠そう、いや隠すことでもないが、メティアは十七歳。未み成せい年ねんだ。

　窃せつ盗とうやら器き物ぶつ損そん壊かいやらが山積みの超有名犯罪者だが、飲いん酒しゆや喫きつ煙えんなどは全くしていないのがメティアである。美び容ようと健康、そして何より魔術研究・実じつ践せんの妨さまたげにならぬようにと。

　なのに、ワインなんか押し付けられても。

「でも、勿もつ体たい無ないしなぁ……」

　と思っていたら、いつもの装備でセリオスが帰ってきた。夜中から早朝にかけての巡回任務が終わって、帰ってきたのだ。

「あ、お帰りなさいセリオス」

「ただいまぁ」

　そして、セリオスの後ろにもう一人。セリオスと一緒に夜勤をして、家が同じ方角なのでここまで連れ立って歩いてきた、セリオスの上司がいる。

　第三小隊隊長、マホガニー＝チェアスだ。堅けん固ごな城じよう塞さいの如ごとき巨きよ軀くと、いかつい顔の大きな傷は、いつ見ても大だい迫はく力りよく。セリオスと二人並ぶと、大人と子供どころか山さん賊ぞくとお姫様だ。

　メティアは、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「おはようございます、おじ様」

「ああ、おはよう。……おや、それは？」

　メティアはマホガニーの視線に気付くと、あ、そうだ、と呟つぶやいてそれを差し出した。

「良かったら、どうぞ。高級ワインです」




　ラグアの部屋。貸かし衣い装しよう屋やにタキシード一式を返してきたラグアは、ベッドに腰掛けて枕まくらを抱きしめ、悶もん々もんと待っている。

　今回は衣装、ボトル、そしてセリフに至いたるまで、思いっきり豪ごう華かに飾かざりつけをしたのだ。今度こそ、きっと飲んでもらえる。勿体無さからも、味への好こう奇き心しんからも、絶対に。

　そして、見事メティアが飲んだ暁あかつきには……

『今度はかなり効き目が強いからな。いきなりこう、なんというか、スゴく来るはず』

（ラグアの妄想）──もう、全てがもどかしいのだろう、本来なら決して忘れないマナーもエチケットも無視して、ノックなしでドアが開けられた。

「はぁ……はぁ……」

　現れたメティアは息を切らせ、汗あせを浮うかべ、頰を紅こう潮ちようさせている。ここまで走ってきたのだろうが、それらの原因は、ただ走ったからだけではない。

　胸が、心が、熱いからだ。

「……ラグア様……」

　熱っぽい視線が、オレを刺す。熱に浮かされたような潤うるんだ瞳が、オレを見ている。

　だがオレは、じっとベッドに腰掛けたまま動かない。すると彼女は、ふらふらとオレに近づいてきて、オレを見下ろして。

「わたし……もう……何もいりません、ただ……あなたに、わたしの全てを……」

　と言いながら、苦しそうに両手で胸を押さえる。ひとつ深しん呼こ吸きゆうして、その手がゆっくりと動き始める。

　白い細いその手が、微かすかに震えながら自身の服を脱がせていく。

「全てを……捧ささげたくて……」

　伝説の人魚のように、白く艶なまめかしい素肌。

　そして女め神がみのように……可か憐れんな胸……

「ぅどわはははは～っ！」

　理性の限界を突破して、ベッドの上でのた打ち回るラグア。




　がちゃっ！




　いきなり、ドアが開いた。──来た！

　ラグアは、ベッドの上で姿勢を正した。

　そしてドアの方を見ると、

「はぁ……はぁ……」

　騎士団制せい式しき鎧よろいのまま駆けつけたマホガニーが、息を切らせ、汗を浮かべ、頰を紅潮させていた。

「ぬどわああああぁぁっ!?」

　ここまで走ってきたのだろうが、それらの原因は、ただ走ったからだけではないらしい。

　その情じよう熱ねつ的てきな表情から察するに、どうやら胸や心が熱そうだ。

「そ、そ、そんな、こんなのウソだ、あの、かかかか勘かん弁べんしてっ！」

「……ラグア殿どの……」

　熱っぽい視線が、ラグアを刺す。熱に浮かされたような潤んだ瞳が、ラグアを見ている。

　ラグアは、恐怖のあまりベッドに腰掛けたまま動けない。するとマホガニーは、ふらふらとラグアに近づいてきて、ラグアを見下ろして。

「俺は……もう……何もいらん、ただ……あんたに、俺の全てを……」

　と言いながら、苦しそうに両手で胸を押さえる。ひとつ深呼吸して、その手がゆっくりと動き始める。

「っ！　ま、待て、待ってくれ！　いくら何でもその先はっ！」

　黒くゴツいその手が、微かすかに震えながら自身の鎧と、その下の服を脱がせていく。

「全てを……捧げたいのだ……」

　伝説の魔ま獣じゆうのように、厚く頑がん丈じようそうな皮ひ膚ふ。そして城じよう壁へきのように……堅けん固ごな胸むな板いた……

「オ、オレが一体、何をしたって言うんだ!?　こんなの、こんなの、ヒド過ぎるっっ！」

　歯を食くい縛しばり、無む念ねんの涙を浮かべるラグア。

　だが現実は、マホガニーは、容よう赦しやなく迫る。

「好きだ……ラグア殿おおおおぉぉ！」

「ぎぃああああぁぁぁぁっ！」

　マホガニーの戦闘能力は、ホッブスやセリオス以上。素手でも、武器を持った盗賊団の十人や二十人はぶちのめす。騎士団全体でもトップクラス、堂どう々どうたる最強候補なのだ。剣なんか握にぎればもう、人間凶きよう器き。いや人間兵器。

　か弱き一般市民たる、ラグアがどうこうできる相手ではない。抵抗など、無む駄だ。

「ラグア殿おおおおぉぉぉぉ！」

「おがあぢゃああああぁぁぁぁんっ！」




　──地獄を、見た。

　またしても薬の効き目切れで助かったが、万一、あれが永久モノだったら自じ殺さつモノだ。

「うっ……ううっ……」

　もともと散らかってた部屋が、更さらに凄すごいことになっている。乱れたシーツ、引ひき裂さかれたラグアの服なども、ここで繰くり広げられた悪夢の時間を充じゆう分ぶん過ぎるほど物語っている。

　ベッドに突っ伏して、すすり泣いているラグア。本当は、本来なら、今頃このベッドでメティアと……だったのに、それなのに。

「も、もう嫌だ。こんなの、嫌だ。何でオレばっかりこんな目にっ」

　えぐえぐと、泣なき濡ぬれるラグア。

　その時、その心に。

　一いつ瞬しゆん、悪あく魔まが囁ささやいた。

『────！』

　惚れ薬の資料を求めて駆けずり回っていた時、偶然手に入れた資料。都市一つではなく、国一つを滅ぼしたという、薬品の資料。

　あまりにも危険過ぎると思い、作らず、使わなかった。だが。

『やるしかない……ということか？　ここまでの失敗は、アレを作って使えという神の導みちびきなのか？』

　涙を拭ぬぐって、ラグアは立ち上がった。

　アレを作り、使うとなると、慎しん重ちように慎重を期きさねばならない。一撃必殺、絶対に失敗は許ゆるされない。失敗すれば自分が泣くだけでは済まず、メティアを永遠に失ってしまう。

「……よし、やろう！　となると、まずは」

　ラグアはアパートを出た。乗り合い馬車を乗り継いで、半日がかりでシティの反対側まで来る。

　アパートまで、足で歩けば一日や二日では済まない距離だ。そこでラグアは服を脱ぎ、ばたばたとはたく。

　いつの間にかまつわりついていた、ネズミゴキブリその他もろもろがばらばらと落ちる。

「これからオレがすることには、どんな些さ細さいな邪じや魔まも許されないんでな。お別れだ」

　ラグアは、その場に虫たちを置き去りにして、帰りの馬車に乗った。




　これまでとはケタ違いの慎重さと真剣さをもって、ラグアの研究が始まった。と同時に、壁かべに的まとを描いて、極ごく小しようダーツの練習も始める。

　今ラグアが作ろうとしているのは、惚れ薬の塗と布ふ版だ。ちょい、と塗りつければ皮膚から浸しん透とうし、効いてしまうというもの。効こう果かも強きよう烈れつで、思い出したくもないあのマホガニーの時以上の強さらしい。

　だが、これは製作者に惚れるものではない。塗られて、浸透して、効き目が出たその瞬間、最初に見た人間に魂たましいの奥底から惚れるのだ。

　そこで、極小ダーツ。人ひと気けのない場所で、背後から呼びかけつつ撃ち、振り向くと同時に刺さるようにする。これなら確実だ。

　だが失敗すれば、メティアは自分以外の誰かを愛してしまうことになる。

『得るか、失うか。正真正銘これが最後だ』

　ラグアは覚かく悟ごを決めて、薬の開発とダーツの修しゆ行ぎように励はげんだ。




　一念、岩をも通すの言葉通り。

　一か月で、ラグアは全ての準備を整えた。

　ダーツは、形状・大きさ共に、画が鋲びようを一回り小さくしたものを使う。親指一本で無音で弾き、ハエを撃ち落とせるまでになった。

　塗布版惚れ薬は、費ひ用ようがかさんで一回分しか作れなかった。仮に予算に余裕があったとしても、誰かにこの薬を作られ、メティアに撃たれたら大変なので、関連資料は全て焼しよう却きやく済み。失敗しようが成功しようが、もう二度と作れない。

　もちろん実験もできなかったが、基本的には前の薬と同じなので、効くことは間違いないと判る。この薬を体内に入れると、猛もう烈れつな『あなたが好きですパワー』というか『この胸に抱きしめたいエナジー』というか、とにかく愛の力が発生して燃え上がるのだ。それはもう、どうしようもなく。

「惚れ薬に関する資料を探し出して、作って、二度失敗して、地獄を見て、泣き濡れて……つくづく、長かった」

　窓から差し込む夕ゆう陽ひが照らすのは、以前より伸びた無ぶ精しよう髭ひげと、以前より散らかった部屋。

　ここしばらくの薬製作のお蔭かげで、もはやラグアはほぼ文無しだ。が、そんなことはどうでもいい。もう、後には引けないのだ。

　望むものは、ただ一つ。

「……いくぞ、オレ」

　自分の手に薬が付かないよう、ラグアは右手に特製の厚い手て袋ぶくろをはめた。並なみ大たい抵ていの布ぬの地じでは、この薬の浸透は止められないからだ。

　そして、シャーレの中に転がっている極小ダーツを摘つまみ上げて、しっかりと握る。

　覚悟、闘志、崖がけっぷちの危機感、などなどを胸に秘ひめ、ラグアは部屋を出た。




　メティアの行動パターンなら、とっくの昔に把は握あく済みだ。狙そ撃げきポイントは、もう決まっている。

　夕刻、八や百お屋やと魚屋の閉店間ま際ぎわ半額セールからの帰り道。メティアの自宅より二ブロック手前の交差点を過ぎた辺り。

　そこが一番、人通りが少なくなる。

『……落ち着け、落ち着けよ。ここで失敗したら、元も子も無い』

　ラグアは慎重に、距離をとってメティアを尾び行こうした。八百屋、魚屋と廻まわり、買い物袋を片手に抱えたメティアが帰き路ろにつく。

　問題の交差点が近づいてきた。人通りも順調に少なくなってきている。

『よし……』

　ごく、と唾つばを飲み込みながら、ラグアはポケットの中から手を出した。厚い手袋をはめた右手に、極小ダーツが握られている。

　前を歩くメティアの、白く細いうなじを見つめながら、右手を目の高さまで持ち上げる。

　そして……メティアが交差点を過ぎ、狙撃ポイントに差し掛かったその時、

「メティアさん！」

　呼びかけながら、ダーツを放つ。メティアは、「はい？」と振り返った。

　鍛たん錬れんに鍛錬を重ねたダーツは、矢のように飛ぶ。小さい、速い、ついでに暗い。見えるはずは無い。

　が、なんとメティアは、買い物袋を持っていない方の手で、ダーツを摑つかもうとする動きを見せた。

『バ、バカな!?　……いや、大丈夫だ！』

　万一、摑み取られて刺さらなかったとしても、もともと塗布の薬だ。多少効くのが遅れるだけで、効き目そのものに違いはない。

　そう、かわすのでなく摑むのなら、構わない。それでも充じゆう分ぶん、勝利なのだ。

『やった……！』

「危ないっ！」

　ラグアが勝利を確信したその時。横合いから、一人の少年が飛び出した。

　望遠鏡によるメティア観かん賞しようの時、ホッブス以上によく見た顔。メティアの弟で準騎士の、セリオスだ。

　その眼めも、その動きも、ホッブスやマホガニー同様素人ではない。極小ダーツをはっきりと認にん識しきして、ダッシュして、ジャンプして、手を伸ばして、




　ぱしっ！




「なぁにいいいいぃぃぃぃっ!?」

　信じ難い、信じたくない光景を前に、ラグアは絶ぜつ叫きようした。

　己の全てを込めたダーツを、受け止められてしまったのだ。セリオスに。

　指一本、どころか心臓まで固まってしまったかのようなラグアの前で、ダーツを握ってセリオスは着地する。

『ま、まてよ。今こいつがオレを見たら……こいつが、オレに、惚れてしまう訳かっ!?』

　薬が効いた時、最初に見た人間に魂の奥底から惚れる薬。それが今、セリオスに！

「ひぃええええぇぇっ！」

　ラグアは、背を向けて逃げようとした。が、

「待て！　お前が何か撃ったのは見たぞ！」

　セリオスの視線が、背中に突き刺さった。




　クルーロル家の居間。テーブルの上に、メティアが自室から持ってきた顕けん微び鏡きようと注ちゆう射しや器きがある。

　セリオスは、まくっていた袖そでを元に戻す。

　メティアは、セリオスから採さい取しゆした血けつ液えきを顕微鏡で調べている。

「ふ～ん……なるほど。貴き重ちようなサンプルだわ、これ。後でもっとたくさん頂ちよう戴だいね」

「ねえ。僕の血が、なんなの？」

「ふふ。もしかしたら、と思ったんだけど」

　メティアが、顕微鏡から顔を上げた。

「ズバリ当たってたわね。あなたは、『惚れさせ薬』を投とう与よされたのよ」

「？」

「多分、どこかのアホが惚れ薬を作り間違えたのね。薬が効いた時、『最初に見た者に惚れる薬』のつもりが『最初に見た者を惚れさせる薬』になっちゃってたのよ。燃え上がった愛の力を、視線にのせて射しや出しゆつするって言えば解わかり易やすいかしら」

「どこかのアホって……」

「まあ、彼でしょうけど」

　二人は、玄関のドアを見た。

　どんどんどんどん、叩きまくられている。

「お願いです！　どうか、どうか一目会わせて下さい！　オレは、オレは、魂の奥底からセリオス君が好きなんです！　この胸に抱きしめたいんですううううぅぅ！」

　人目も憚はばからずにどんどんどんどん、ドアを叩いて絶ぜつ叫きようしまくり。

「お姉さん、メティアさん！　どうかセリオス君をおムコに下さい！　きっと、いえ必ず、幸せにしてみせますからっ！」

「……って言ってるけど？」

　メティアが、ドアを指してセリオスに聞く。

「聞かないでよっ！　それより薬のせいだって解ってるんなら、何とかできないの？」

「そりゃ、あなたの血液中にサンプルがあるから。解げ毒どく剤ざいみたいなものなら作れるわよ」

「だったら、早くそれを作ってよ。このままじゃ、ご近所迷めい惑わくだし」

「あ、それはそうね。それじゃしょうがない……けど、ちょっと残念。面おも白しろいのに」

「姉さんっ！」

「はいはい」

　こうして。

　解毒剤ができるまでの間、ラグアはひたすら、愛の告白＆プロポーズをしまくった。

　クルーロル家の玄関先で、ドアを叩きまくりながら。

「我が愛しのセリオス君！　オレの天使セリオス君！　オレの全て、セリオス君っ！」

　クルーロル家の前を通りかかる人々が、ラグアを奇き異いの目で見る。……その背後に、ネズミゴキブリその他もろもろが集まってきていた。

　長い長い道のりを越えて、愛する者の下に戻ってきたのだ。

「セリオス君！　セリオス君っっ！」

　叫び続けるラグアの背に、ネズミゴキブリその他もろもろがよじ登る。

　みんな、ラグアを愛している。

　抱きしめられなくても、おムコに貰もらえなくても、ラグアのことを心から愛している。
















第三話　姉上さまと照れくさい手紙










　広大な街グリンシティの中にある、これまた広大な公園広場。ここは一日中、賑にぎやかな声が絶たえない。

　というのも、ここは街の人の憩いこいの場であると共に、大道芸人たちのメッカでもあるからだ。街の治ち安あんが良く人口が多いので、必然的に観客が多く、芸人たちの収入も多い。なので多くの芸人たちがここに集つどい、歌や踊おどり、奇き術じゆつや軽かる業わざなどを披ひ露ろうしている。

　観客は、芸に感動すれば見物料を投げる。その金額は決まっておらず、客自身の満足度次し第だい。それが大道芸のルールだ。

　そして、今。一人の吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌に感動して、今月の小こ遣づかいを全額投げた少年がいる。

　竪たて琴ごとを抱いだいた若い男性の詩人が、ぺこりと頭を下げる。少年は、涙なみだを浮うかべたまま深々とお辞じ儀ぎを返した。

　黒くろ髪かみに黒目で、小こ柄がらな体を軽けい装そう鎧よろいに包んでいる。腰こしの模も造ぞう剣けんは、真剣の携けい帯たいを許可されていない『準じゆん騎き士し』の証あかし。おそらく、街の巡回任務の最中なのであろう。

　少年の名は、セリオス＝クルーロル。




　アンコールに応こたえて、あるいは途と中ちゆうから来た人の為ために、詩人は再び最初から歌を始めた。

　セリオスは名残なごり惜おしそうにしながら、

「……はぁあ」

　まだ感動の冷めない熱っぽい顔をして、詩人を囲む人ひと垣がきの外に出る。

　すると、一人の少年が公園の入口からこちらに駆かけ寄って来た。セリオスと同じ準騎士装備で、長い金きん髪ぱつを一つに括くくっている。セリオスよりは少し背が高く、大人っぽい。

「どうした、セリオス。泣きそうな顔して。いや、もう泣いてるぞ、おい？」

「んっ……巡回中に、ここを通ったら、」

　セリオスは溢あふれる涙を拭ぬぐいながら、後ろを目で指した。

「あの歌が聞こえてきて、つい聞き入ってしまって」

「歌？」

　人垣の外にいても、もちろん歌は聞こえてくる。ホッブスが耳を澄すましていると、聞こえてきたのはよくある恋こいの歌うた。

　ある男性がある女性に恋をして、なかなか想おもいを告げられず、恋こい文ぶみをしたためて……と。

「アレに感動したのか」

「うん。いい歌なんだよ。そうだホッブス、今度仕事のない時に、一緒に来よう」

「俺おれは別に……」

　ホッブスが言いかけた時、人垣の中からまた一人、出てきた。

「あら、あなたたちも聴きいてたの？」

　まんまる眼鏡めがねと緩ゆるい三つ編あみ。買い物籠かごと白いワンピースがよく似合っている、清せい楚そというか質しつ素そ可か憐れんな少女。

　セリオスの姉、メティアだ。庶しよ民みん的てきな外がい見けんとは裏腹に、世界一の名門魔ま術じゆつ学院の首席卒業生として街の有名人。同時に、大だい怪かい盗とう『常勝者ソウエイル』として騎士団の宿しゆく敵てきでもあったりする。もちろん、メティア＝ソウェイルと知られてはいないが。

　知られたら、セリオスもろとも連れん座ざ制せいで死罪である。これがセリオスのいつもの涙の種なのだが、今の彼はちょっと、別の涙だ。

　そしてホッブスは、

「お、おねーさんっ」

　意い中ちゆうの人の突然の出現に、背筋を伸ばす。

　セリオスは相変わらず、涙を浮かべたまま。

　メティアはそんな二人を見て、

「セリオスは、あの歌に感動したみたいね」

「うん」

　こっくり、と頷うなずくセリオス。

「わたしもあれは、結構じ～んと来たわ」

「あ、おねーさん、俺もですっ」

　ホッブスが、慌てて後に続いた。ここで無関心なところを示したら、仲間外れ全開だ。

　そんなホッブスの事情はともかく。セリオスは、自分の胸の中の感動を嚙かみ締しめながら、しみじみと語った。

「どうしても伝えたいことがある、けど想いの熱さ、強さ故ゆえに伝えられない。悩んだ末、その想いを文に託たくして……かぁ。僕はまだ経験ないけど、きっとああいうのって凄すごく辛つらい、けど素す敵てきな気持ちなんだろうね」

「そうね」

　メティアも、しみじみとしている。

「どんな気持ちかしら……男の子から、そういうお手紙を貰もらうのって」

「どんな気持ちだろうね……」

　二人がしみじみしてるので、ホッブスも一緒に、しみじみな顔をした。

　そしてその顔のまま、呟つぶやく。

「う、う～む。書くべきなのか、俺も？」

　しみじみな三人が、並んで公園を出て行った。




　翌朝。

　セリオスとメティアは戦争で両親を亡なくしているので、今は二人暮らし。メティアは自宅で翻ほん訳やく家か、セリオスは準騎士として働きながら騎士養よう成せい学がつ校こうに通っている。

　今朝もいつも通り、セリオスは鞄かばんを背負って家を出た。いつも途中でホッブスと合流して、一緒に登校している。

　その合流地点まで、あと少しというところで、セリオスは突然立ち止まった。

『!?』

　ぴたり、と誰かが背中合わせに立っている。と言うか、いきなり背はい後ごに立ったのだ。

　背後から不ふ意い打うちで襲おそわれた……ような感じだ。一いつ切さいの気け配はいを感じさせず、突然現れたのだから。

　が、殴なぐられたり突き飛ばされたりはしていない。ただ、後頭部と背中とお尻しりとふくらはぎと踵かかとが、ぴたりとくっついているだけで。

　普通に襲われるより、むしろ不ぶ気き味みだ。

「やあ。初めまして、セリオス君」

「…………」

　聞こえてきたのは、セリオスと大して変わらない年頃の、少年の声。敵意はなさそうだ。

　が、状じよう況きようが状況なので、セリオスとしてはヘタに身動きできない。

「まあまあ。そんなに警けい戒かいしないでくれ」

「……親しげに見つめ合って、笑顔で言葉を交かわせとでも？」

「それは困るな。私は……」

　言葉の真まっ最さい中ちゆうを狙ねらって、セリオスは前に跳とんだ。空中で体を捻ひねって、間合いを取りながら振り向き、着地する。

「！」

　が、その瞬間セリオスの背中とお尻に、誰かの背中とお尻が触れた。ふくらはぎも、踵も、後頭部も、触れた。

　セリオスの目の前には誰もいない。背中合わせの体勢からいきなり跳んで、振り向いたのに。背中合わせになっていた、後ろの少年がいない。代わりに今、後ろに誰かがいる。

　もちろん、セリオスには解わかっている。さっきの少年が、また背後に廻まわったのだ。

　信しんじ難がたい程の、反射神経と速さで。

「くっ！」

　セリオスは跳んだ、走った、転がった。

　が、どうやっても相手の姿は捉とらえられない。常にぴたりと、後ろを取られてしまう。

「はあっ、はあっ、はあっ、」

　全力で動き回った疲ひ労ろうと、得え体たいの知れない相手への恐怖で、セリオスの息が乱れてきた。

　が、後ろでも同様に、

「はあっ、はあっ……速いな、君は。だが、いい加か減げんにしてくれないか。少しはこちらの苦労も考えてくれ」

「く、苦労って、そっちが僕の背後を」

「だから、落ち着いて話を聞いてくれ」

　後ろの少年は、呼吸を整えてから、

「ふうっ……私は、フォード＝シャルシン。君と同じ騎き士し養成学校の二年だ」

「え。二年の、フォード先せん輩ぱい？」

　その名は、セリオスも聞いたことがある。素す早ばやい身のこなしを武器に、剣術でも格闘術でも相当な強さだとか。

　耐たい久きゆう力りよくや持じ久きゆう力りよくなどに欠けるので学年最強の座にはいないが、例えば短たん距きよ離り走そうなどなら校内一と言われている。

「そ、それなら、その身のこなしは納なつ得とくできますが。でもフォード先輩ともあろう方が、どうしてこんなこそこそしたことを」

「ふ。君は知らないようだね」

　ふぁさ、と髪を搔かき上げたような音が聞こえた。背中合わせなので見えないが。

「私は、テレ屋さんなんだよ」

「……は？」

「テ・レ・屋・さ・ん、だ。ほら、話をする時は相手の目を見て、ってよく言うだろう？　私はそういうのが苦にが手てでね」

「はあ」

「とはいえ、後ろから話しかけると、誰でもすぐに振り向く。そこで考案したのが『ぴたり背中合わせ』だ。これなら大抵の人は不気味がって、あるいは警けい戒かいして硬こう直ちよくする」

　確かに。さっきセリオスもそうなった。

「もしかして、先輩のその身のこなしって、そういう理由で？」

「ああ。君のような、なかなかじっとしてくれない人対策にね。いやあ、苦労したよ。血の滲にじむような修行の日々。だがおかげで、剣術や格闘術の試合で、相手と向かい合ってる時間を短たん縮しゆくできるようになった」

「そ、そうですか」

　何と言うか、文字通り思いっきり後ろ向きな修行動機だ。が、その結果フォードは強くなったというのだから、

「う～ん。人生、何が幸いするか解らないものですね」

「待った待った。そんな巨きよ大だいなテーマを語り合う為に君を待っていたんじゃない」

「待っていた？」

「ああ。実は先日、公園広場で君とメティアさんを見かけてね」

　というと、あの歌を聴いた時か。

　伝えられない想いを文ふみに託たくして……あれはいい歌だったなあ、と、ついセリオスは思い出してしまう。

「丁ちよう度どその時、メティアさんに渡わたしたいものがあったんだが……ほら、さっきも言ったが、私はテレ屋さんだから」

　ほりほり、と頭を搔かく音がする。

「女の子が相手だと、特に緊きん張ちようしてしまってね。こうして、後ろに立つことすらできない。ただ手紙を渡すだけだと言うのに」

　セリオスの背中にくっついている、フォードの背中の温度が、少し上がった。

　フォードの体が、火ほ照てっているらしい。

「近くまで行った時、君たちの会話が聞こえたが、正に君たちの言ってた通りの状況だったよ私は。伝えたいのに伝えられない、と」

「…………」

「それで、だね。悪いが君に託そうと」

「ちょ、ちょっと待って下さいっ！」

　セリオスは、思わず叫んだ。

　胸に手を当てて、考える。

『落ち着け、落ち着けセリオス。これは、一大事なんだぞ。フォード先輩と姉さん、二人の人生に大きく関かかわる、一大事っっ』

　セリオスは、昨日の歌に出てきた恋人たちのことを思い出した。もしかしたら、あの歌の光景が眼前で展開されるかもしれない。

　そう、世間を欺あざむいて怪盗なんかやってるメティアが、普通の女の子らしく……

『ぅぐっ。そ、そうだった』

　メティアは、かなり、普通ではなかった。

　……いや、しかし。愛は奇き跡せきを起こすもの、とよく耳にする。

　もしかしたら。ひょっとしたら。

「あの、先輩。もしも、もしもですよ」

　セリオスは、恐おそる恐る、フォードに訊たずねた。

「愛する人が陰かげで悪いことしてて、それを先輩が知ったら、どうします？」

「？」

　セリオスの頭にくっついているフォードの頭が、少し傾かたむいた。首を傾かしげたらしい。

「変なことを聞くんだね。まあ、その悪事の程度によるかな。反省を促うながすとか自首を勧すすめるとか。場合によってはこの手で逮捕する」

「……立派ですね」

「そうかな？　騎士として当然だろう」

　当然、と言い切る立派な態度。

　セリオスは、思った。

『この人が説得してくれれば……その時姉さんが、この人のことを想っていれば……姉さん、改心してくれるかもしれない』

「っ！　こ、この声は」

　フォードが息をのんで、首を捻ひねった。セリオスと背中合わせになったまま、セリオスの肩越しに前方を見る。

　セリオスの前方。セリオスが歩いてきた、クルーロル家の方角。

　そちらから、ぱたぱたと駆けて来たのは、

「セリオス、ほら、お弁当忘れてたわよ」

　弁当箱を片手に持った、メティアだった。

　セリオスの前まで来て、

「あら、その方は？」

　セリオスと背中合わせになっているフォードに目をやった。フォードはもう、首を戻して向こうを見ている。

　弁当を受け取りながら、セリオスが答えた。

「二年の先輩だよ。ほら、フォード先輩。姉さんですよ。渡すなら今」

「い、いや、しかし、その」

　くっついているセリオスならずとも、はっきりと解わかるぐらい、フォードはぶるぶる震えている。

　絶対にメティアの方を向こうとせず、両手を握り締めて、声も甲かん高だかくなってきて。

「や、やはり、今日のところは、これで！」

「あ、先輩っ」

　セリオスが、振り向いた時。その時には、フォードが地面を蹴けった砂すな埃ぼこりは舞っていたが、フォード自身は影かげも形もなくなっていた。




　学校が終わり、夕ゆう刻こく。セリオスはいつもの準騎士装備で街の巡回をしている。

　大通りから外れ、人気の絶たえた裏通りに足を踏み入れる、と、

「セリオスくぅぅん」

　暗い声と共に、背中にぴたりと感触が。

　セリオスは思わず一瞬、硬直してしまった。が次の瞬間にはそれが何なのか理解した。

　少しだけ振り向いて肩の辺りを見れば、騎士養成学校の制服が見える。ということは、おそらく学校帰りの、

「フォード先輩？」

「ああ……」

　フォードは暗い、重い返事を返した。

　表情も暗くて重いのだろう。見えないが。

「あれから、私なりに懸けん命めいに努力はした。したんだよ。しかし、」

「渡せなかったんですね」

「……その通りだ。笑いたければ笑うがいい、この小しよう心しん者ものを。やはり私には無理なんだ」

　しょんぼりしている、フォードの声。それだけで充分、悪あく戦せん苦く闘とうぶりが伝わってくる。

　だがそれは、それ程に強く、メティアのことを意識しているという証しよう拠こ。

　昨日の、あの歌に出てきた男性もそうだった。想いが熱く強い程、相手に伝えられない。

　だがしかし、その壁を苦しみながら越えてこそ、向こう側にハッピーエンドが待っているというもの。

『だよね……うんうん』

　一人頷くセリオスに、フォードが頼たのみ込む。

「なあセリオス君。やはり、君の手から」

「いえ、先輩。こういうのはどんなに難しくても、先輩が自分の手で渡すべきです」

「……解っている。それが正しいんだということは。でも、実際私には不ふ可か能のうなんだ」

　うじうじと言い続けるフォードに、セリオスはきっぱりと言い切った。

「そのままでいいんですか？　いつまでも、手紙一つ渡せないなんて、そんなままでいいんですか？　先輩だって、騎士を目指しているんでしょう？」

「そ、それはそうだけど。それとこれとは」

「ですから、ここは騎士らしく勇気を……」

　その時、セリオスの言葉を轟ごう音おんが遮った。

　同時に、地じ響ひびきもした。セリオスは音のした方、自分の背後を振り向く。

　今度は、フォードも動かない。セリオスと一緒に、前方を見ている。セリオスは初めて、フォードの意外と逞たくましい肩や腕、それらとは不ふ釣つり合あいな柔やわらかい髪と顔立ちを目にした。

　が、聞こえてきた呻うめき声に、再び視線を前に戻す。その目に映ったのは、事故を起こした荷馬車だった。

　走行中に留め金が壊こわれたのであろう、既すでに馬はいない。御ぎよ者しやは前方に投げ出され、それを追いかけるように、いや覆おおいかぶさるように、荷台がのし掛かっている。

　荷台には、大きな袋入りの穀こく物もつらしきものが山と積つまれている。太い縄なわで厳げん重じゆうに固定されているおかげで、荷に崩くずれはしていない。

　だがそのせいで、とてつもない重さであろう荷台が、御者の体を押し潰つぶそうとしている。

「大変だっ！」

　二人は慌てて、荷台に駆け寄った。御者はうつ伏せに倒れて、背中の真ん中を荷台に押し付けられて呻うめいている。今は轅ながえ（荷台から前方へ、馬の左右を囲うように伸びている棒）が地面についてつっかえ棒になっているが、それもメキメキいっている。

　これでは、折れるのは時間の問題だ。そうなれば、間違いなく御者は圧あつ死しする。

「セリオス君！」

「はいっ！」

　セリオスはフォードと二人で荷台に手をかけ、何とか持ち上げようとした。

　が、いくら力を込めても、穀物袋を満まん載さいした荷台はぴくりともしない。縄を切ろうにも二人とも刃は物ものは持っていないし、固く結ばれた太い縄を解といている暇ひまなどない。

　そしてここは裏通り、他に人影はない。

「くっ……セリオス君、応援を呼んで来てくれ！　それまで何とか持ちこたえる！」

「は、はい！　解りましたっ！」

　セリオスは荷台から手を離し、走り出した。




　大通りに出て、大声で人々を搔かき集めて、セリオスはすぐに戻ってきた。

　老若男女入り乱れて二十人ほどいる。これだけいれば、何とかなるだろう。

「先輩！　連れてきましたっ！」

　人々を引き連れて、セリオスは走った。フォードは顔を真っ赤にして、両足を踏ん張って、一人で荷台を支えている。
















　フォードがセリオスに気付き、視線を向ける。と……

「ふ、ふんぬおおおおぉぉぉぉっ！」

　雄お叫たけび一発、フォードの、踏ん張っていた両足が伸びた。荷台が僅わずかだが持ち上がる。

　その隙すきに、御者が慌てて這はい出た。直後、




　ずううううぅぅん！




　荷台が落ち、事故直後以上の轟音が響いた。

　それは荷台の重さと、それを持ち上げたフォードの怪力を語っている。

「せ、先……輩？」

　思わず足を止めてしまったセリオスが、小さく声を漏もらした。

　それをかき消すように、大だい歓かん声せい！

「すっごおおぉぉい！」

「おい、誰だあいつ？」

　集められた人々が、口々にフォードを称たたえながら、セリオスを追い抜いてフォードに駆け寄っていく。

　するとフォードは、

「い、いえ、名乗るほどの者ではありませんので……セセセセリオス君、後は任まかせた！」

　と言い残し、走り去っていった。

　その様子を見て、セリオスは納得する。

『な、なるほど。この人数の視線に怯おびえて、火事場のバカ力……だったのか。う～んっ、テレ屋さんパワー恐るべし』

　しかし、そういう事情を知っているのは、この場ではセリオスだけな訳で。

「たった今見たっていうのに、信じられないな。この荷台を、一人で持ち上げたんだぜ」

「あの制服は、騎士養成学校の子ね。チェックしなきゃ♪」

　老若男女、わいのわいのと騒さわいでいる。

　フォードはすっかり英えい雄ゆうだ。なのに本人がここにいない。

「普通は、こういう事件を経へて自信がついたりするんだけどな。先輩、逃げちゃったし」

「セリオス」

　ひょこっ、とメティアが顔を出した。慌てていたので気付かなかったが、さっき大通りで人手を集めた時に、混じっていたらしい。

「今の人、知ってるの？」

「うん。ほら、今朝の」

「ああ、あの人。へえ……」

「あの人ってっ？」

　人波をかき分けて、今度はホッブスが出てきた。

「二年の、フォード先輩だよ」

「何？　身のこなしが異い常じように速いって有名な、あのフォード先輩かよ」

「うん」

「で、それに加えて今の怪力なのかっ？」

　そのホッブスの声に、メティアの声が少し、調子を変えた。

　ただの知人、あるいは伝え聞いた人に対するものではない、もっと強い関心を帯びた声。

「ふぅん……フォードさん、ね」

　フォードが去った方角を、じっと見つめているメティア。

　それを見たホッブスの胸に、危機感が突き刺さった。

　そして、並んで同じものを見たセリオスは、少し、妙な気分になっていた。




　翌朝、セリオスはいつも通り、ホッブスと一緒に学校へと向かっていた。その途中にある店で早朝安売りがあるということで、今朝はメティアも一緒である。

　これは時々あることで、その度たびにホッブスが嬉うれしそうに、いろいろメティアに話しかけるのだが……

「剣術も格闘術も、そんなに強いの？」

「直接見た訳じゃないんですけどね。先輩たちに聞いた話だと、目にも止まらぬ速さであっと言う間に背後を取ってしまうとか」

「へえぇ。やっぱり凄すごいのね、あのフォードさんって」

「そ、そうですねぇ」

　ホッブスの笑顔が、引きつっている。

　隣を歩くセリオスの袖そでを、くいくいと引っ張って、囁ささやいた。

「おいっ。どういうことだこれは」

　セリオスも、メティアに聞こえないよう小声で答えた。

「昨日から、ずっとこの調子だよ。僕も何度も何度も聞かれてる」

「フォード先輩のことをか」

「うん」

　セリオスにとって、初めてのことだった。

　メティアがここまで、誰かに──自分以外に──強い関心を向けたのは。

　いや、これはただの『関心』なのだろうか。もっと違うものではないだろうか。

　例えば、あの吟遊詩人の歌に出てきた女性のように。少しずつ想いを寄せていった男性から、ある日情熱的な恋こい文ぶみを受け取って……

「姉さん……が？」

　今、セリオスは気付いた。フォードのこと、ソウェイルのことばかり気にして、『メティア』のことを考えていなかったことに。

　もしあの歌の通りになるのなら、最後はもちろん、フォードとメティアとのハッピーエンド。それは、控えめに言っても、今のこの三人の図が、崩れることを意味している。

「セリオス。俺、やっぱ、手紙書いてみるべきなのか？」

「…………」

　いつになく弱々しい顔をしたホッブスの問いかけに、セリオスは答えられないでいた。自分の間抜けっぷりに、愕がく然ぜんとしてしまって。

　いや、メティアの更こう生せいを願うことは絶対に間違っていないはずだ。では、一体何がこんなに、不安なのか？

　とセリオスが悩んでいると、メティアが。

「よくよく思い出してみればあの顔、見覚えあるのよね。お買い物の時とか、何度か見かけたような気がするわ」

「買い物の時に？」

「ええ。案外、ご近所さんなのかもね。もし今度見かけたら、ちょっとお話でもしてみようかな」

　メティアの口から出る言葉が、だんだんと身近なものになってきた。それはフォードとメティアの距離が、近くなってきたということで。

　ホッブスの顔に、焦あせりが浮かんできた。

　そしてセリオスは、どんどん胸が痛くなってきていた。




　一日の授業が終わって、放課後。今日は、セリオスは巡回の仕事はないので、ホッブスだけが騎士団の詰つめ所しよに向かった。なのでセリオスは一人、帰宅の途とについている。

　が、なんとなく歩みがのろくなり、知らず知らず回り道をしてしまっていた。家に帰りたくないかのように。

『帰ったら……』

　またメティアに聞かれるのだろうか。今日、学校でフォード先輩に会わなかったか、とか。

『そりゃあ、確かに、昨日のフォード先輩は凄かったけど。でもあれだけのことで、姉さんがこんなに……あっ、もしかして、これが一ひと目め惚ぼれってやつなのかな』

　だがあのメティアに限って、そんなことがあるだろうか。もしかしたらまた何か企たくらんで、先輩をダシにしているだけなのでは？

　僕やホッブスを引っ掛けようとしている可能性はあるな、とセリオスが考えていると、

「やあ……」

　ぴたりと背中に、人が張り付いた。

　もうセリオスは、驚かないし硬直もしない。

「先輩」

「やはり、ダメだ」

　セリオスの背後で、フォードが辛つらそうに溜ため息いきをついた。

「さっき私は、勇気を振ふり絞しぼってメティアさんの目の前に立った。その上、声までかけたんだ。が……彼女、何かあったのか？」

「何かって、何がです」

「気のせいかもしれないけど、私を見る目が変に熱いと言うか……まるで、ずっと待ち構えていたみたいなんだ。やたらと話しかけてくるし。で、耐たえられなくなって結局逃げてしまったんだ」

「……ですか」

　待ち構えていた、ではなく待ち望んでいた、のだろう。

　フォードがここまでのテレ屋さんでなかったら、ちゃんとメティアの表情から好こう意いを読み取れたのではないだろうか。

『二人っきりで会ってもそんな様子だったってことは……』

　本気、のようだ。

　あのメティアが。

「だから頼む、セリオス君！　この手紙、君から渡してくれないか？　騎士らしくなくてもいい、どう言ってくれてもいい。どうしても、私にはできないんだ」

　フォードが、手紙を取り出した。

「君に理解して貰もらえるかどうかは解らないけど、私のようなテレ屋さんにとって、伝えられない苦しみというのはそれはもう……」

　切々と訴うつたえるフォード。本当に辛そうだ。

　セリオスの胸が、また痛んだ。フォードの手紙に込められている想いの強さが、フォードの言葉から伝わってくる。

　だがそれだけに、それ程の手紙を受け取れば、メティアがどうなるか。見知らぬ相手であっても悪い気はしないだろうし、まして今、好意を寄せている相手からとなれば……

「……先輩」

　セリオスの手が、後ろに伸びる。手紙を持つ、フォードの手へと。

　ここで手紙を受け取って、メティアに渡せば。いずれ、あの歌の恋人たちと同じような、ハッピーエンドに行き着くのだろう。

　あるいは、手紙を密ひそかに破り捨ててしまえば。メティアから何の返事も来ないとなれば、フォード先輩が諦あきらめるかもしれない。

　先輩にとっては運命の分かれ道。それを今、自分が握っている。

　いや、自分にとってもこれは分かれ道だ。

『そうか……どうしてこんなに不安で、怖いのか……』

　セリオスは今やっと理解し、自覚した。

　自分は、メティアを独どく占せんしたがっている。だからフォードに奪われることを恐れ、その邪じや魔まをしたいと考えている。

「ぅくっ……あ、あの、先輩」

　セリオスは後ろに伸ばしかけた手を止め、その手をぐっと握り締めた。

「や、やっぱり、こういうことは、先輩自身の手で、やるべき、ですよ」

「セリオス君、だが私は……」

「失礼しますっ！」

　セリオスは無む我が夢む中ちゆうで走り出した。

　フォードが追いかけてくる。が、走行距離が増すにつれ段々と間かん隔かくが開いてきた。

「待ってくれセリオス君！　私はもう……」

　フォードの悲ひ痛つうな声が聞こえたが、セリオスは耳を塞ふさいで走り続けた。

『僕は……卑ひ怯きよう者ものだっ！』




　メティアの顔を見るのも辛い一夜が明けて。

　翌朝、セリオスは寝ね不ぶ足そくの顔で登校した。人間、深い悩み事があると安あん眠みんできないものだなと痛つう感かんしながら。

　一時間目が始まるまでの休み時間。セリオスは机に突っ伏して、ぼうっとしている。

『……父さん母さん、僕はどうすれば……』

　その稀まれに見る落ち込みっぷりに、ホッブスが声をかけてきた。

　だがこちらも元気ではない。セリオスと同じく、寝不足の顔をぶら下げている。

「よぉ。何だか沈んでるな」

「……うん。ホッブスもそうだね」

「あ～。普段軽く言ってることを、改めて文章にするのって難しくてな。ゆうべはロクに寝てないんだ、俺」

　二人がどんよりしていると、教室に二年生が入ってきた。

　入口で「セリオスってのは誰だ？」と聞いて、こちらに向かってくる。

「おおい。お前か、セリオスは」

「……はい」

　のろのろと顔を上げるセリオス。

「昨日の夜、フォードからお前宛あてに手紙を預かってな。ほら、これ」

「え。僕に？」

「じゃあな、確かに渡したぜ」

　二年生は教室を出て行った。

「僕宛にって……何だろう」

「さあな。とにかく開けてみろよ」

「うん」

　ホッブスに促うながされて、セリオスは封ふうを切った。もしかしたら中にもう一つ封書が入っていて、これをメティアさんに渡して欲しい……とかだろうか。

　が、中に入っていたのはたった一枚の便びん箋せんだった。セリオスに迷めい惑わくをかけたことを詫わび、自分の小心者ぶりを恥じ、そして、

「……父の任にん地ち転てん換かんにより、今朝の西部行き馬ば車しやで街を出る。おそらくもう帰って来ないだろう。君には、本当に申し訳なかった……ええっ!?」

　手紙を持ったまま、セリオスは叫びながら乱暴に立ち上がった。椅い子すが倒れ、教室中の注目を浴びる。

　目を見開き、震えているセリオスに対してホッブスは、ふぅ～と安あん堵どの息をついている。

「なんつーか、情けない発言だと自覚した上で、言わせて貰もらうぞ。俺は心底、安心した」

「…………」

　ホッブスのその気持ちは、セリオスにもない訳ではない。だが。




「待ってくれセリオス君！　私はもう……」




　昨日の、あの悲痛な声。必死にセリオスを追いかけてきた、フォードの気持ち。

　それに耳を塞いで、自分は逃げてしまった。

「ぼ、僕は、何てひどいことを……っ！」

　後こう悔かいの歯は軋ぎしり。だがもう、手遅れだ。

　いや。本当に、手遅れか？

「……よしっ！」

　セリオスはフォードの手紙をポケットに入れると、教室を飛び出した。

「おい、セリオス？　もう授業始まるぞ！」

　ホッブスの声を無視して、セリオスは走った。昨日フォードから逃げた時よりも、ずっとずっと、速く。




　街の西端にある、馬車ターミナル。大掛かりな商品の出入りから小規模な乗合馬車まで、街を出て西に向かう馬車は全すべて、ここに集まっている。

　息もつかずに駆け込んできたセリオスは、管理事務所に直行して今朝の馬車の運行状況を聞いた。

　タバコを咥くわえた係員が応対して、

「引っ越しの馬車？　ああ、任地転換で西に行く騎士の一家があったな」

「もう出ましたかっ!?」

「ああ、とっくに出たよ。もしかして乗り遅れたのか？　悪いけど、西行きの馬車は予約一杯だし、馬も余分にはなくて……」

「ありがとうございましたっ！」

　係員の言葉を最後まで聞かず、セリオスは事務所から走り出た。

　馬車も馬もないのなら、自分の脚で走るまで。幸い、相手は引っ越し用荷馬車だ。街かい道どうを外れることはあり得ない。

　ならば馬車並み、いや馬車以上の速さで走れば、必ず追いつける！

「せんぱああああぁぁぁぁいっ！」

　セリオスは、走った。




　険けわしい山での行軍訓練は学校でやっている。それに比べれば、整地された街道を走ることなど楽勝だ。

　相手だって、今朝出たばかりだ。そう距離を稼かせがれている訳ではない。

『追いつける、絶対追いつける！』

　自分で自分に言い聞かせながら、セリオスは死に物狂ぐるいで走りまくった。

　激しく打ち鳴らされる鼓こ動どうは、胸を破らんばかりの勢い。普通の呼吸ができなくなり、口を大きく開けて空気に食いつかなくてはならなくなる。

　汗の雫しずくが額から瞼まぶた、睫まつげ、そして瞳めに入ってくる。あるいは鼻から上うわ唇くちびる、そして口の中へと流れ込んでくる。

　それでもひたすらに、西へ西へとセリオスは走った。そして……

「せ、せ、せんぱぁぁい！」

　一目で引っ越しと解る家具を積んだ荷馬車と、その後ろを走るもう一台の馬車を発見した。

　セリオスの声が聞こえたのか、馬車の窓が開いた。

　そこから顔を出したのは紛まぎれもなく、セリオスが追い求めた、フォードだった。

「セリオス君？　どうしてここに」

「ぼ、僕、僕、間違ってました！」

　セリオスは走りながら、汗と涙を流しながら、叫んだ。

「先輩の気持ちも考えずに、子供っぽいワガママを振りかざして……騎士らしくないのは、先輩じゃなくて、僕の方です！」

　フォードに向かって、セリオスは手を伸ばした。

「あのお手紙、僕が絶対に、絶対に姉さんに届けます！」

「セリオス君……ありがとう！」

　フォードは一いつ旦たん馬車の中に引っ込むと、封書を持って顔を出した。

　その封書を、じっと見て。それからセリオスの方に向き直って、それっと投げた。

　風に舞い、浮き上がりかけたところで、セリオスがジャンプして受け止める。シワにならないよう、両掌で挟み込むようにして。

「ありがとう、ありがとうセリオス君！」

　手を振るフォードの姿を、セリオスは見ることができなかった。手紙を受け取って着地した時、そのまま倒れこんでしまったのだ。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、もう立ち上がれない。目を開けていることさえ辛い。

　だがセリオスの耳には、フォードの「ありがとう」がしっかりと届いた。

「はあっ、はあっ……はあぁ……」

　罪つみ滅ほろぼしができた……と言えるだろうか。そう言い切れるかどうかは、解らない。

　だがこれで、間違いなく、先輩の想いを伝えることができる。今できる限りのことをした、というささやかな満足感が、セリオスの胸に満ちていた。

「……ふぅ」

　ようやく呼吸が整ってきたので、セリオスはゆっくりと身を起こした。その手には、フォードの手紙がある。

　やはり文面は気になるが、覗のぞき見をする訳にはいかない……と思ったら。

「ん？」

　封筒についていたタイトルが、セリオスの目に飛び込んできた。

　素そっ気け無い字体の、【町内会掃そう除じ当番変更のお知らせ】。




「はい、了解。ドブさらいは来週に変更ね」

　夜のクルーロル家。フォードからの手紙を受け取ったメティアは、一通り目を通すとセリオスに渡した。

　セリオスも、目を通す。どこからどう読んでも、町内会の掃除当番変更のお知らせしか書いていない。

　掃除当番と直接関係ないのは、封筒の裏に書かれていた一文。連れん絡らく漏もれのないように、直ちよく接せつ世せ帯たい主ぬしに手渡しして下さい、と。

『先輩は、これを律りち儀ぎに守ろうとして姉さんに……で、僕はそれを……』
















　いろんなものが、セリオスの中でガラガラと崩れていく。

　そんなセリオスに、メティアが気軽に話しかけた。

「これをフォードさんから預かったってことは、やっぱりご近所だったのね」

「あ、いや。先輩はもう、いないんだ」

　セリオスは、今朝の経緯を話した。

　するとメティアは、

「良かったあ」

　ほっ、と安心した顔を見せた。

「？　何なのその、『良かったあ』って」

「引っ越したのなら、もうわたしとぶつかる危険はないな、と思って」

「……どういうこと」

「だって、あんな人と現場で出くわしたら、とんでもない強敵になるでしょう？　荷馬車を持ち上げる怪力に加えて、並外れた素早さも兼かね備え、剣や格闘にも優すぐれてるっていうんですもの」

　確かにそれは、昨日ホッブスがメティアに言っていた。

「何か弱点の一つでも探さぐっておかないと危ないかな、と思ってたんだけどね。引っ越してくれたとは、幸いだわ。良かった良かった」

　心配事がなくなったからか、安らかな顔をしているメティア。

　そしてセリオスは、

「は……はははは……」

　ぱたん、とその場にくずおれた。
















第四話　セリオスの婚こん約やく者しやと姉上さま










「お、おのれ赤ブリ……っ」

　マホガニー＝チェアスは、そのいかつい顔に「無む念ねん」を溢あふれさせながら、街がい路ろに倒たおれた。

　その周囲には同じ鎧よろいを纏まとった騎き士したちが、マホガニーと同様にコゲコゲで倒れている。

　犯はん人にんはマスクで顔を隠かくし、白い羽は根ね付き帽ぼう子しを被かぶり、マントをなびかせた少女怪かい盗とう、常勝者ソウエイルだ。今日も騎士たちを薙なぎ倒し、ある貴き族ぞくの屋や敷しきから金銀を奪うばって去って行った。

　マホガニーは屋敷で一度交こう戦せんし、戦力の半数以上を失いながら、根こん性じようでここまで追って来た。のだが、結末はいつもと同じ。全ぜん滅めつして、逃にげられた。

「……ふうん。あれが赤ブリ、ですか」

「!?」

　いきなり聞こえた少女の声に、マホガニーは体を起こした。

「大したことないですね。ただ、ちょっと魔ま術じゆつが使えるだけじゃないですか」

「だ、誰だれだっ？」

　建物の陰かげから、すっと人ひと影かげが出てきた。

「あたしにかかれば……いえ、あたしともう一人にかかれば、楽勝ですね。あんなの」

　月明かりが雲に遮さえぎられ、辺りが暗くなってきたので顔は見えない。だが影と声だけでも、肝かん心じんなことは解わかる。

　解ったのでマホガニーは、のっそりと立ち上がりながら言った。

「お嬢じようちゃん、子供がこんな夜遅おそく出歩いちゃだめだぞ。パパとママが心配するだろ」

　影が、コケた。

「あたしはもう十七ですっ！」

「何？　とてもそうは見えな……あ、いや。十七だろうと十だろうと同じだ。とにかく、早く家に帰りなさい」

「じゅじゅ十歳さいに見えたんですか、ってそれはとりあえず置いといて。あたしの話、ちゃんと聞いて欲しいんですけど」

「聞くも何も。大したことないとか楽勝とか、それはどこの国のどんな赤ブリさんだ？」

「ここの国の、今あなた方をコゲコゲにした赤ブリさんのことです。それが、あたしから見れば楽勝だと言ってるんです」

「……何だと？」

　少女は、聞き捨てならない言葉を吐はいた。

「それは、我々に対する侮ぶ辱じよくに聞こえるが」

「そんなつもりはありませんが。まあ、見てて下さい。近々、彼女は捕つかまります。では」

　と言い捨てて、少女は去って行った。

　後に残されたマホガニーは、

「……ただのアホだな。決定」

　一いつ切さい気にせず、部下たちの介かい抱ほうにかかった。




　狭せまいながらも清せい潔けつな、クルーロル家。

　まんまる眼鏡めがねと緩ゆるい三つ編あみのメティアが、応接間で客と向かい合っている。

　メティアは、世界一の名門魔ま術じゆつ学がく院いんを飛び級首席卒そつ業ぎようして、現在は翻ほん訳やく家かをしている。両親を戦争で失い、たった一人の弟セリオスと、慎つつましく二人暮らしだ。

　という仮か面めんを被かぶりつつ、裏では怪盗ソウェイルだったりするが、それは秘ひ密みつ。

「翻訳を依頼したいのは、これです。ある遺い跡せきに彫ほられていた文章の写しなのですが」

　と鞄かばんから紙かみの束たばを取り出したその客は、研究者らしく白衣を着ている。年中研究室に閉とじ籠こもっているせいか肌は白く、体つきも骨こつ格かくレベルで細い。翻訳家であるメティアのところに来る客は、こういう学者タイプが多い。

　だが、リボンで、長い髪かみをポニーテールにしている少女というのは初めてである。十七歳としてはごく平均的なメティアより明らかに背が低いので、十四、五歳といったところか。顔立ちも相そう応おうに幼い。

「お渡わたしする前に確かく認にんしておきますが、先程、お茶を淹いれて～って言いましたよね？」

　少女は、少しそわそわしながら訊きいた。

「はあ。弟に言いましたが、それが何か？」

「いえ。何でも」

　少女は、メティアに紙の束を渡した。全部で二十枚ぐらいだろうか。

　メティアは受け取って、パラパラと捲めくってみた。

「これ、学者仲間からあたしが依い頼らいされたものなんです。前半は訳やくし終えたんですけどね。ちょっと他の仕事が忙しくなりまして、後半部分の訳を引き継ついで頂いただこうと思いまして」

「なるほど」

　少女はソファに深く腰掛けて、言った。

「少しでも知ち識しきがおありなら解るでしょうが、これは難なん解かいさで有名な古代テラン文字です。街の翻訳家さんには少々酷こくかもしれませんが、あたしはこれを……え？」

　いつの間にか、メティアは姿を消していた。

　が、すぐに戻って来た。手には白い紙の束と、ペンとインク壺つぼ。

「失礼しました。お話の続きをどうぞ」

　メティアは再び、ソファに腰掛けた。

　少女は訝いぶかしみながら、

「つまり、ですね。街の翻訳家さんには酷かもしれませんが、あたしは前半十枚を一か月で訳し終えたので、できれば後半十枚、三か月くらいでお願いしたく……って」

「あ、どうぞどうぞ。お気になさらず」

　メティアは、サラサラと書いている。

　少女から受け取った原稿を捲りながら、そのまま書き写すかのようなスピードで。

「ちょ、ちょっと？　まさか、いくらなんでも、もしかして、その、冗じよう談だんでしょ？」

「何がですか……っと。はい、できました」

　メティアが、顔を上げた。

　テーブルの上には、紙の束が二つある。少女が持ってきた古代テラン文字の原稿と、メティアが今書いた、現代語訳の原稿と。

　まさか、と思いながら少女は、原稿の束を摑つかみ上げ、ぺらぺら捲って見比べてみる……頭の中に入っている後半部分の訳と、メティアが書いた訳文とは、ぴたりと一いつ致ちしていた。

「な……なるほど。少しは、おできになるみたいでいらっしゃられますのね」

「は？」

　少女が、顔の筋肉をひくひくさせていると、

「失礼します。お茶をお持ちしました」

　トレイの上に紅茶とクッキーをのせて、ぼさぼさ髪とどんぐり眼まなこの少年がやってきた。

　騎き士し養成学校から帰ってきたばかりで、まだ蒼あおい制服姿のセリオスである。静々と部屋に入り、テーブルに紅茶とクッキーを置く。

　そして一礼して部屋を出……ようとしたが、そこで動きが止まった。

　少女が、セリオスを熱く見つめているのだ。

「な、何ですか？」

　肩を、いや全身を震ふるわせて、目を見開いて涙を浮かべて、今にも叫び出しそうで、

「逢あいたかった……」

「はい？」

「逢いたかったの……セリオス君っっ！」

　少女はいきなり、セリオスに抱きついた。

　そして、泣いた。わんわん泣いた。

「あ、あ、あの、そのっ!?」

　セリオスの胸に顔を埋うずめて、少女はひたすら泣いている。

　セリオスはどうしていいか解らず、動どう揺ようして立たち尽つくして、メティアも同じくらい訳わけが解らず、戸と惑まどってあたふた。

「ちょ、ちょちょちょっと、どういうことなのよ、セリオス」

「どういうことって言われても、僕だって知らないよ。完全に初対面だし」

　と、少女が顔を上げた。

「……今のはちょっと、ショック。でも、あれからもう、十年経たってるんだもんね……」

　少女は涙を拭ふきながら、セリオスを見上げている。

　セリオスも十五歳の少年としては小柄な方で、メティアより僅わずかに背が高い程度。なので、この少女は本当に小さい。

　小さくて細くて、頼りなげで弱々しくて。

　そして頭には黄色いリボン。

「……あっ！　思い出した！」




　十年前、まだ世界中が平和で豊かだった頃。

　クルーロル家は、騎士の父、結婚して魔術研究所から退たい職しよくした母、そしてメティアとセリオスの四人家族。さほど裕ゆう福ふくではなかったが、幸せに暮らしていた。

　が、すぐ近所に、幸せに暮らせていない女の子がいた。貧びん乏ぼう騎士一家のセリオスよりも明らかに着き古ふるした服を着て、履はき潰つぶした靴を履いて、その手には人形もなく、かくれんぼをする友達もおらず。

　父に憧あこがれ、騎士道を歩まんとしていた五歳のセリオス君としては、見捨てておけなくて。

「ああ、いたわねそういえば」

　ぽん、とメティアが手を打った。

「たまに、遊びに行ったあなたが妙に帰りが遅いことがあって。で迎えに行ってみたら、大おお慌あわてで駆け寄ってきて。何隠してるのかと思ったら、後ろに女の子が一人」

「え。バレてたの？」

　セリオスとしては、メティアの「晩ご飯よセリオスぅ～」の声が聞こえた瞬間、「また今度ねっ！」とその場を離れてダッシュして、秘密にしていたつもりだったのだが。

「しっかり、バレてたわよ。隠してるつもりみたいだったから、付き合ってあげたけど」

「……。女の子と遊んでたっていうの、恥ずかしかったから。あの頃は」

　とセリオスが言うと、少女は頰ほおを染そめた。

「セリオス君、あたしとのことを照れててくれたのね。嬉うれしい♥」

「とのこと、って。ままごととかしてただけでしょう？」

　思い出したので、セリオスは敬語で喋しやべる。

　この子の名は、シャプラナ＝ワクスーツ。セリオスより二つ年上、メティアと同い年だ。

　当時も、そして今も、セリオスより年下にしか見えないが。

「ねえセリオス君。これ、憶おぼえてる？」

　シャプラナは、髪を括くくっている黄色いリボンを指に絡からめた。

　言われてセリオスも、だんだん思い出してきた。

「シャプラナさんが引っ越す日に、僕がプレゼントしたリボンですね」

「うん。あたしの、一生の宝物よ。あの日セリオス君が、このリボンであたしの髪を括ってくれた。可愛かわいいって言ってくれた。昨日のことみたいに憶えてるわ」

　幸せ一杯な顔で、シャプラナはセリオスを見つめる。ほんのりと頰が赤い。

　セリオスはちょっと、恥ずかしそうにしている。こちらも顔が赤い。

　メティアは何だか、仲間外れ。こほん、と一つ、咳せき払ばらいなどしてみる。

「ああ、これは失礼しましたお姉さん」

　シャプラナは一転、笑顔は笑顔だが営業用スマイルな笑顔でメティアに向き直った。

「実はこの度たび、このシャプラナ＝ワクスーツは当地の魔術研究所に招しよう聘へいされ、この街に転居して参りました。今日は翻訳を依頼しがてら、ご挨あい拶さつにお伺うかがいしたのです」

　シャプラナは丁てい寧ねいに頭を下げる。メティアが少し驚いて、

「ワクスーツ博士といえば……対魔術師研究の第一人者、と聞き及んでいますが」

「あら、光栄です。今回の仕事はその研究……いえ、どちらかというと実戦要員でして」

　シャプラナの目つきが、少し鋭するどくなった。

「聞けばこの街に、ソウェイルと名乗りつつ赤ブリと呼ばれている女性怪かい盗とうがいるとか。その女性に対たい抗こうする為ために、招まねかれたのです」

　シャプラナが対ソウェイル要員、と聞いてセリオスは驚いた。わざわざ魔術研究所が招聘するとなると、かなりの腕うで利ききのはずだ。

　小さくて泣き虫で、今も見た感じは昔と変わってないシャプラナ。そのシャプラナが？

　セリオスが、目を白黒させていると、

「武力も魔力も、一人の人間の『力』には必ず限界があるわ。でもそこに『智ち』を加えることで、無限の力を行使できるようになるというのが、あたしの持じ論ろんなの。すなわち、」

　シャプラナは、まだ見ぬ敵に向かって挑戦状を叩たたきつけた。

　たまたまここにはセリオスとメティアしかいないので、とりあえずその二人に向かって言うことになる。胸を張って、大きな声で。

「赤いゴキブリだか何だか知らないけど、所しよ詮せんは一人の人間。あたしの敵ではないっ！」

　……セリオスは、恐る恐るメティアを見てから、相槌を打った。

「は、はあ。敵ではない、ですか」

　メティアは、表面上は動じていない。

　内面ではどうだか解らないが、顔は平静を保たもち、丁寧な口調でシャプラナに語りかけた。

「随ずい分ぶんと、自信がおありですね博士？」

「ええ。ですが、あたしは学者です。野や卑ひで野や蛮ばんな怪盗と一人で戦うのは無理でしょう」

「や、野卑で野蛮な怪盗……」

　メティアの、小さな低い声にシャプラナは気付かない。

「でも今回あたしが招かれたのは、初はつ恋こいの街。そしてその人は、今や立派な準騎士様」

　シャプラナの視線が、セリオスを包み込む。

「ですからあたしはもう、破は壊かいと強ごう奪だつしか能のない怪盗如ごとき、既すでに逮捕したも同然と思ってます。あたしの智力とセリオス君の武力、二人の愛の力があれば♥」

「あ、愛の力って」

　セリオスが、わたわたしている。

「ふふ。セリオス君たら、成長してないのね。また照れてる。あの頃みたいに」

「ご、五歳の時のあれと、今のこれとは全然意味が違いますよっ」

「ううん。セリオス君は変わってない。あの頃のまんまに見える」

　またまた、シャプラナは幸せそう。

　セリオスは、戸と惑まどっている。

　そしてメティアは、仲間外れ。そのメティアに、シャプラナが言った。

「そういう訳でですね、あたしたちは二人で力を合わせて、赤ブリを捕まえます。そうしたら二人揃そろって有名人、二人で街の英えい雄ゆうに♪」

「……そうなれば噂うわさになって話題になって、二人の仲を皆が祝しゆく福ふく、でしょうね」

　メティアは何だか、妙な予測をしている。

「ね、姉さんっ？　何なのそれは？」

「何って。大衆心理とはそういうものよ。いきなり飛び出た噂の二人、昔別れた幼おさな馴な染じみで、思い出話もいろいろ♪　とくれば、その二人をくっつけたくなるものなの」

　淡々と語るメティアの言葉に、セリオスは慌てる。幼馴染みとの感動的な再会、だったはずなのに、だんだん話が妙な方向に向いてきた。

　シャプラナは満面の笑みを浮かべセリオスを見つめて言った。

「じゃセリオス君、そういうことで。近々、騎士団から正式に、『シャプラナ博士と仲良く任務に就くように』って通達があると思うから。その時はよろしくね♥」

　セリオスが、どんどん転がっていく話についていけないでいると、

「頑がん張ばって下さい博士。もし博士がセリオスと力を合わせてソウェイルを捕とらえることができたら、確かに二人は街の英雄。そうなればわたしも、セリオスとの仲を応おう援えんさせて頂きますわ。お約束します」

　メティアがにっこりして言った。するとシャプラナは、びし！　とメティアを指差して、

「聞いたぁぁ！　今の言葉、約束、も～取り消しはできないからねっ！　あたしが赤ブリを捕まえたら、絶対絶対、セリオス君はあたしのものよっ！」

「シャ、シャプラナさん？」

　何だか変へん貌ぼうしたシャプラナに、セリオスがおずおずと声を掛ける。

「あ、あらあたしとしたことが。ほほほほ。そ、それじゃ、そういうことでっ」

　ぴゅう、と去って行った。

　応接間が、一気に静かになる。

　セリオスはメティアをジト目で睨にらんで、

「で、姉さん。どういうつもりなの」

「何が？」

「何がも何も、僕を賭かけの対象に……したことも突っ込みたいけどそれはともかく、姉さんはさっき、完全にシャプラナさんにケンカ売ってたよ？　どうしてあんなことを」

「だって、ねえ」

　メティアは、眼鏡の位置を直しつつ言った。

「あの程てい度どの人に、あそこまでボコボコに言われると。いかにわたしが人格者とはいえ。ケンカ売りたくもなるわよ」

「……人格者のことも突っ込まないとして。『あの程度』ってことはないでしょ。シャプラナさん、わざわざ魔術研究所に招聘されるほどなんだから」

「いいえ。だって、この程度だもん」

　メティアが指差したテーブルの上には、紙かみの束たばが二つ。

　……ばたばたと、廊ろう下かを駆け戻ってくる足音が聞こえてきた。




　数日が過ぎた。

　シャプラナは研究室を与えられ、正式にグリン王国魔術研究所の一員として研究を始めた。対ソウェイル用秘ひ密みつ武ぶ器き製せい作さく専せん門もん員いんとして、他の研究者とは違った扱あつかいを受けている。

　研究室からして、危険物を頻ひん繁ぱんに取り扱うから、と街外れの森の中に造られている。研究室というより、独立した研究所である。

「ふ～む。なかなかロマンチックな話だな」

　セリオスの同どう僚りようにして同級生のホッブス＝グロウサが、一つに括くくった長い金髪をくるくると弄もてあそびながら言った。

　セリオスと二人、軽けい装そう鎧よろいと模も造ぞう剣けんの準騎士装備で森の中を歩いている。今日は、本番で使用する前にシャプラナの最新作を見て来い、とマホガニーからのお達しを受けたのだ。

　それで今、二人はシャプラナの研究室に向かって歩いている。シャプラナは一度騎士団に挨あい拶さつに来たが、それからは研究室に籠こもりっきりで誰とも会っていない。

「やっぱりあれか？　大きくなったらお嫁さんにしてあげる、とか約束して」

「それはしてないよ。……と思う」

　答えるセリオスの表情は重い。

　だがホッブスの表情は軽い。

「にしても、綺き麗れいで優しい姉に加えて、今度は熱ねつ愛あい幼馴染み。何でお前は、こうも羨うらやましいシチュエーションに恵めぐまれてるんだ」

　ホッブスは、拳こぶしでセリオスのこめかみをぐりぐりした。

「お前の家に行った時の問答から察するに、もし赤ブリを捕らえたら、手て柄がらはお前に分けてくれそうだし。いいことずくめだよなぁ」

　ぐりぐりされるセリオスは、無言。

「噂によると、あの博士って対魔術師用の武器開発じゃ世界でもトップクラスらしいし。赤ブリ逮捕、今回は有ゆう望ぼうだぜ？」

「……え。そんなに？」

「ああ。魔術も武術も大したことのない奴が、博士の武器を使うことで、それなりの魔術師に勝った例も多いそうだ。で今回は魔術研究所の援えん助じよを受けて作る最新作を、騎士団の作戦で使う訳だからな。小隊長も、赤ブリを取られるかもって危き機き感かん募つのらせてるらしいぜ」

「しょ、小隊長までが、そんなことを」

　今、メティアと一番頻繁に戦っているのはマホガニーだ。メティアの実力をよく知っているし、自分自身で捕まえたいという気持ちも強いことだろう。

　そのマホガニーが、シャプラナの勝利を、あり得ないこととは考えていない。

『姉さんが、負けて……捕まる？』

　セリオスの心に、不安の影が差してきた。

「で結局、お前はあの博士のことどう思ってんだ。好きなのか？」

「えっ？　そ、それは、その」

　いきなり鋭するどい話題を振られて、セリオスはちょっと戸と惑まどった。

　戸惑いつつも……思い出してみる。あの頃のこと。いつも一人ぼっちで、寂さびしそうにしていたシャプラナ。ままごと遊びに付き合ってあげた時、初めて心からの笑顔を見せた。別れの日、リボンをプレゼントした時、喜びと悲しみの涙を流していた。

　あれからずっと、セリオスのことを想おもっていた、と思うと。

　セリオスとしては。男の子としては。

「……嫌いにはなれない、よ。どうしても」

「嬉しいっ！」

　がばっ、といきなり緑色の塊かたまりが、セリオスに抱きついてきた。

「っっっっ!?」

　セリオスとホッブスが、二人揃そろって腰を抜かす。塊が、皮を剝むくような動作をして、そこから白い顔と黄色いリボンとポニーテールが出てきて、ようやくその正体が判わかった。頭のてっぺんから顔、手先足先まで緑色のタイツに身を包つつんだシャプラナだったのだ。

　だが。天から降ったか地から湧わいたか、シャプラナはいきなり現れ、セリオスに抱きついたのだ。もしこれが暗殺者だったりしたら、確実に今、セリオスは死んでいる。

　尻しり餅もちをついたセリオスを、暗殺者ならぬシャプラナは涙を流して抱きしめている。

「今の言葉で充分よ、セリオス君っ。あたし、あたし、もうっ」

「ま、待ってシャプラナさん。今、一体、」

　言いながらセリオスがシャプラナを見ると、シャプラナは途と端たんに済まなそうな顔になって、

「あ、ごめんなさい。盗み聞きする気はなかったの。ちょっと、驚かせようと思って」

「そうじゃなくて、今、どうやっていきなり現れたのかってことです」

「まさか、その緑色タイツで木々に紛まぎれてたとか言わんで下さいよ。そんなので俺おれたちが気付かないはずはない」

　二人の質問に、シャプラナは立ち上がって答えた。ちょっと、誇らしげな顔をして。

「今、こちらの準騎士さんが言った通りよセリオス君。これもあたしの発はつ明めい品ひんでね」

「……俺の名前知らないんなら、聞いて欲しいんですけど。ホッブスです」

　というホッブスの名乗りを聞いているのかいないのか（いないっぽい）、シャプラナは両手を広げて見せた。

　起き伏ふくの乏とぼしいプロポーションがよく判る、薄いタイツ。セリオスの顔が、少し赤くなる。

「これは防ぼう音おん、防ぼう臭しゆう、防ぼう体たい温おん、呼こ気きから魔ま力りよくまで、徹てつ底てい的てきに人の気配を殺ころすように作った素そ材ざい、その名も『ダレモイナーイ』。本当に、誰もいないみたいだったでしょ？　ね？」
















「ね？　とか言われても」

「本当かよ……って本当にやられた訳か」

　セリオスとホッブスは、顔を見合わせた。

　二人揃ってさっきの急きゆう襲しゆう、つまりシャプラナの存在に気付かなかったのは完全に事実だ。

「製造工程が複ふく雑ざつだし、色が全く違うと役に立たないから、残念ながらこの試作品だけだけどね。でもいつか、自動的に色が変わったりするのを作ってみせるわ」

　と語るシャプラナの顔は、本当に自信に満ち溢れている。

「まあ今は、対赤ブリ用武器の開発が先だけど。でも必ず……や、やだセリオス君。どうしたの？　そんなに見つめないでよっ」

　くねくねしているシャプラナを、じっと見つめて、セリオスは言った。

「生なま意い気きな言い方かもしれませんけど……シャプラナさん、強くなったなって思って」

「それは、セリオス君のおかげよ。それにこないだ、負けられない約やく束そくもしちゃったし」

「……シャプラナさん。あの約束のことですけど、何だかシャプラナさんらしくないって気がするんですけど」

　セリオスは、ずっと気になっていたことを訊きいてみた。

「あの、誤ご解かいしないで下さい。シャプラナさんのこと、嫌いだとかそういう訳では」

「……あたしね、」

　シャプラナは、少し寂さびしそうな顔になった。

「本当のお父さんの顔、知らないの」

「えっ？」

「セリオス君は……娼しよう館かん、って知ってる？　あたしのお母さんは昔、そこで働いててね。そこで生まれたのが、あたしなの」

　セリオスが、声を出さずに驚おどろいた。

「昔のあたしが同じ年頃の子と遊べなかったのは、みんなの親が止とめてたから。母さんが今の父さんと結婚した時、街を出なきゃいけなかったのは、父さんの実じつ家かがお金持ちで、そっちの親に猛もう反はん対たいされたからだったの」

「……シャプラナさん」

「何も解らないって、残ざん酷こくよね。母さんたちの気持ちも考えずに、あたしはわんわん泣いてた。セリオス君がこのリボンくれなかったら、一人でこの街にしがみついてたかも」

　シャプラナは、黄色いリボンに手をやった。

「あれから父さんも母さんも、必死に働いてあたしを育ててくれたわ。学校にも行かせてくれた。身み分ぶんがなくても学がく問もんで身を立てて、立派な方とお付き合いして……ってね」

「…………」

「自分で言うのも何だけど、あたしはきっちり、学問で身を立てたわ。次は、大好きな人との結けつ婚こん式しきを、街中の人に祝いわって貰もらうこと」

「け、結婚式っ!?」

　思わず後ずさって驚くセリオスに、シャプラナが微笑ほほえみかける。

「うん、結婚式。そこに父さんと母さんを招待すること。それが、今のあたしの夢なの」

　シャプラナの目が、強さに輝かがやいている。

　だが同時に、幼い頃から変わらない、セリオスを慕したう気持ちも溢れている。

「正直言うと、少し心配だったわ。この話をするの。でもセリオス君なら……と思って」

「心配って……もしかして、本当のお父さんが解らないからどうとかいう話？　そんなの僕は」

　と言いかけて、セリオスは言葉を詰まらせた。シャプラナの過去は、よく知っている。

　今は、シャプラナの学者としての名に隠れて、出しゆつ自じなんて誰も気にかけていないだけで。

「いいの。セリオス君が、そう言ってくれれば充分よ」

「……シャプラナさん」

　見つめ合う二人。そして、

『で。俺はどーすりゃいいんだこの状じよう況きよう？』

　ホッブスは独り、頭を搔かいていた。




　また数日が過ぎたある日。

　セリオスは下校間ま際ぎわに騎士団からの呼び出しを受け、ホッブスともども詰つめ所しよに直行した。

　マホガニーと数名の騎士たち、そしてセリオスとホッブスが、装備を整えて出動準備を完かん了りようする。

　詰所裏うらの広場に整列した一同の前に現れたるは、白はく衣い姿すがたのシャプラナ。

「ご苦労様。今日は皆様に、ここでしばらく待って頂いただきます」

「……何ですと？」

　身分がはっきりしたので、マホガニーも敬語でシャプラナに話しかける。

「呼び出しをかけておいて、ただ待てというのは解げせませんが」

「ごもっとも。ですが必要なことなのです」

　シャプラナは、倍以上の体重があるマホガニーをしっかりと見返して言った。

「あたしは、過去のデータから赤ブリが今夜出現すること、そしてその場所まで割わり出しました。皆様には、その時間までここで待たい機きして頂きます」

「その時間、とは」

「真ま夜よ中なかです。そんな時間に皆様にお呼び出しをかけては騒さわぎを聞きつけられる恐れがありますし、早々に時間や場所を皆様に告げては、赤ブリに漏もれる可能性があります」

　マホガニーが、ムッとして反論しようとしたところに、すかさずシャプラナが、

「過去のデータからして、赤ブリは明らかに騎士団の内ない情じようを摑つかんでいます。詰所に忍び込んでいるか、あるいは内ない通つう者しやがいるか」

　ぎく、とセリオスの顔が強こわ張ばる。

「その危き険けん性せいを回かい避ひする為に、こんな時間に集まって頂いたのです。その時その場所に、あたしが直じかに案内します。それまでは何も言わずに、ここで待っていて下さい」

「……話は解わかりました。が、こんなことはこれっきりにして頂きたい。あなたには本来、そこまでの指し揮き権けんはないのですから」

「ありがとうございます。機会は一度あれば充分ですから、ご安心を」

　シャプラナは丁てい寧ねいに、マホガニーに頭を下げた。マホガニーは渋しぶ々しぶながらも従うことにして、セリオスたちに待機するよう告げた。

　セリオスは、

『……何だか、凄すごい自じ信しん……』

　不安がどんどん募って来たが、これではメティアに警告しに行くこともできない。

　そして──真夜中。シャプラナの先導で、一同は詰所を出発して博物館に向かった。

　そして館内各所で警備につく。シャプラナが手を廻まわしたらしく、他に警備員はいない。

　シャプラナはセリオスと一緒に、館内の一室で柱の陰かげに隠れた。部屋の中央に展示されている発はつ掘くつ品ひんの宝石を見守りながら、じっと待つ。すると、

「妙に静かね……まあ、いいけど」

　どこから入ってきたのか、一般客のようにスタスタと、緋ひ色いろの怪かい盗とうが入ってきた。

　メティアである。

『き、来たっ』

「覚かく悟ごぉ！」

　いきなり、シャプラナは柱の陰から飛び出した。白衣の裏から水すい筒とうのような筒つつを取り出して、メティアに向ける。

　そしてその筒に付いている紐ひもを強く引いた。すると、ぱん！　と火か薬やくの炸さく裂れつ音おんがして、

「っ！」

　メティアは息をのんで地面を転がった。筒の先せん端たんが小さく爆ばく発はつし、そこから無数の針が放射状に飛び出して、メティアを襲おそったのだ。

　間かん一いつ髪ぱつ、メティアはかわすことができた。だが針がささった石いし畳だたみの床からは、シュウシュウと白い煙けむりが立ち昇のぼり、小さな無む数すうの穴が少しずつじわじわと広がっていっている。

「さあ、いつまでかわしきれるかしらっ？」

　シャプラナは次々と筒を取り出し、針を乱らん射しやした。一発で七十～八十本の針が広こう範はん囲いに飛び出す攻撃の連続だ。これではさすがのメティアも、術を使う暇がない。大げさに動き回ってかわしながら、何とか隙すきを突こうとするが、近づくことさえままならない。

　メティアがかわし続けている間に、柱や床や天てん井じようは、針を受けてどんどん溶とけていく。セリオスが慌あわてて、

「シャ、シャプラナさん！　いくら何でも、これは危険過ぎますよ！」

「大丈夫！　この針に塗ぬっているあたし特製の酸さんは、有ゆう機き物ぶつには効きかないの！」

　逃げ回るメティアに向かって針を乱射しまくりながら、シャプラナが答える。

「だから、体に刺さっても無む害がい！　でも、」

「……あ！」

　シャプラナが言う前に、セリオスは見た。メティアのマントやニーソックス、スカートのあちこちに、穴が空いている。

　まるで、虫にでも食われたかのように。
















「こ、これってもしかして」

「ほらほら赤ブリさん、もうすぐ外には逃げられないカッコになるわよっ！」

　シャプラナは一見ムチャクチャに撃うっているようだが、巧たくみにメティアを部屋の外へは出さないよう、誘ゆう導どうしている。

　やがて騒さわぎを聞きつけて、マホガニーたちが部屋に集まってきた。それにメティアが気を取られた瞬しゆん間かん、針をかわしそこねて、

「うっ！」

　シャプラナの針が、メティアのマスクに命中した。メティアの顔を隠すマスクが、まるで火の中の氷のように、みるみる溶けていく。

　メティアは慌てて腕で顔を隠した。そこに、

「チャンスだ！　かかれええぇぇっ！」

　マホガニーと騎士たちが一いつ斉せいに、剣を抜いてメティアに襲い掛かった。

　メティアは顔を隠す為ために腕が塞ふさがっており、それが目隠しにもなっている。腕をどけなければ全く戦えず、このまま捕まってしまう。だが腕をどければ、顔を見られてしまう。

『ね、姉さんっ！』

　魔術も武術も封じられた、正真正しよう銘めい絶体絶命の大ピンチ──とセリオスが絶望した時、

「燃えろおおおおぉぉっ！」

　メティアの声と、爆ばく音おんと、閃せん光こう。

　そして、油断があったせいか軽々と豪快に吹っ飛ばされる騎士たち。

「えっ？」

　セリオスとシャプラナの目の前で、メティアに向かっていった騎士たちが次々と、コゲコゲにされていき……ほんの二呼吸ほどの間に、マホガニー以下の騎士たちは全ぜん滅めつした。

　立っているのはセリオスとシャプラナと、半分溶けたマスクをぽいっと捨てたメティア。

　その顔には、新しいマスクがある。

「……ねえ。もしかして、予よ備びのマスク持ってました、ってオチなの？　そうなの？」

「そう……みたいですね」

　呆あつ気けに取られる二人の前で、メティアは悠ゆう々ゆうと宝石をマントの裏のポケットに入れた。

　そして悠然と窓から出て、空を飛んで、

「さ、させるかああぁぁっ！」

　我に返ったシャプラナが、メティアを追いかけた。窓から身を乗り出し、また筒を取り出してメティアに向け、紐ひもを引いた。

　すると今度は、筒から赤い玉が飛び出した。あっという間にメティアを追い越し、メティアより少し上空でもう一度、爆発した。

　すると、赤い網あみが空に大きく広がって、

「えっ!?」

　と、メティアが気付いた時にはもう遅く、ぶわさっと覆おおい被かぶさってきた赤い網に、見事に絡からめ取られてしまった。そして、

「ああああぁぁぁぁ～～～～っ！」

　メティアは、夜よ空ぞらに大きな放物線を描いて、叫び声と共に落ちていった。

「データによると、あの風の魔ま術じゆつ……風ふう飛ひ術じゆつの卓たく越えつした使い手は皆、それなりの運動神経の持ち主なの。空中での姿し勢せい制せい御ぎよは、魔力だけではできないからよ。そんな術の使用中に体の自由を奪われると、こうなるって訳」

　駆け寄ってきたセリオスに、シャプラナは得意げに解説した。

『姉さんが……と、投と網あみ一発でこんな？』

　赤い網で雁がん字じ搦がらめのメティアが、落ちていく。無様に。どう見ても演技や人形ではない。

　シャプラナはにっこり笑って、

「あの網も、私特製の強きよう化か繊せん維いでね。切せつ断だんも焼しよう却きやくも、そう簡単にはできないわ。……さ、行こっかセリオス君♪」

　セリオスの手を取り、駆け出した。




　街外れの、雑木林の中。そこでセリオスとシャプラナは、赤い塊かたまりを見つけた。

「う……痛ぁい……」

　メティアが、痛がりながらごろごろ転がっている。土が軟やわらかかったおかげか、大したケガはしていないようだ。

　だがまだ、赤い網に捕らわれたままだ。

「さて、どうしますか？　その苦しい体勢で、魔術のムチャ撃ちでもしてみます？」

　余裕しゃくしゃくのシャプラナが、メティアに近づいていく。

　セリオスが、どうしようかと悩んでいると、

「ふふん。お生あい憎にく様」

　メティアは、網の目から腕を伸ばして、地面に掌てのひらをつけた。

「こういう軟らかい土なら、簡単にこういう術が使えるんですよ博士……掘るっ！」

　ぼこっっ！　と重い音がして、メティアが手を触れていた地面に、大きな丸い穴が空いた。メティアはおろかマホガニーでも入れそうな、しかも底が全く見えない、深い深い穴。

　そこにメティアは、

「それでは、ご機き嫌げんよう♪」

　網に絡まれたまま、ころりと入っていった。

「あっ？」

　これで終わり？　とセリオスがシャプラナを見る。だがシャプラナは、まだ余裕の表情。

「ふん。赤ブリさんも、底が知れたわね」

「え、でも今、逃げられて」

「言ったでしょう？　あの網は切断も焼却も簡単にはできないって。どんな地下道を掘っても、土の中で芋いも虫むしごろごろしてるだけよ」

　シャプラナは白衣の裏から、今度はロープを取り出して、その一端をセリオスに渡した。

「ちょっと行って、トドメ刺して来るから。合図したら、これで引き上げてね」

　シャプラナが、穴に向かっていく。

　身動きの取れないメティアがいる、穴へ。

「ま、待って下さいっ！」

　セリオスは、シャプラナの肩を摑んだ。

「あの、やっぱりこういうことは、小隊長の指示を仰あおいでからの方が」

「だめよ。いくら何でも逃げられちゃうわ。……それに、セリオス君と二人で大おお手て柄がら、っていう方があたしも嬉しいし♪」

　というシャプラナの嬉しそうな笑顔に、セリオスが困っていると、

「ちょ～っと待ったああああぁぁぁぁっ！」

　鎧姿の大男が、疾しつ走そうしてきた。

　コゲコゲのマホガニーだ。

「赤ブリは俺が捕まえるっ！　セリオス！　奴はどこだっ！」

「え、その」

　慌ててシャプラナが、穴に飛び込もうとする。それを見て、マホガニーも加速する。

「そこかあっ！」

「渡さないっ！」

「あ、あのっ」

　二人同時に、穴に飛び込んだ。すると、




　ちゅどどどどどどどどおおおおぉぉん！




　重く籠こもった音がして、穴から火柱が立った。

「え」

　マホガニーとシャプラナが、かなり凄すさまじくコゲコゲになって、火柱に乗って穴の外へ放ほうり出された。穴の脇わきに、ドサドサと落ちる。

　完全に、いや深刻に気を失っているようだ。

「……あ、そうか。この穴って、言ってみればトンネルのようなもので。そんな中で爆発が起これば……」

　その威力を想像して、ぞっとするセリオス。

　すると穴の中から、声がした。

「もう誰も来ませんかあ？　来ませんよね？　では、失礼します♪」

　……芋虫ごろごろは、去って行ったようだ。




　シャプラナは「赤ブリに雪せつ辱じよくするまでは帰れません！」と嘆たん願がんして認められ、まだ魔術研究所にいる。もちろん真の目的は、赤ブリではなくセリオスだが。ともあれ、再戦に向けて新しい武器の開発に勤いそしんでいる。

　だが同時に、勝利を確信したところからの大逆転で、落ち込みの日々を送ってもいる。

　今日も今日とていつもの白衣で、クルーロル家の窓を覗のぞいて、眺ながめて、寂さびしそうに背を向けて、また振り向いて、覗いて、眺めて、

「……何を寂しそうに不ふ審しん者しやしてるんです」

　メティアに会いに来たホッブスに、声をかけられた。

　シャプラナは、ちらりと窓の方を見て、

「昔……晩ご飯よ～とセリオス君を迎えに来て、その手を引いて連れて行ってしまう姿を見ては、ハンカチ嚙かみ締しめてたわ。あたし」

「はあ。それはそれは」

「あの時、誓ったのよ。いつかきっと、あの女からセリオス君を奪ってみせると」

「セリオスと結婚すればお姉さんでしょが」

「そう。それすなわち、小こ姑じゆうとよ」

　シャプラナは、拳を震わせた。

「解る？　今あたしの前には、二人の女が立ちはだかっているの。あたしの夢を砕くだいた赤ブリと、今もああしてセリオス君と幸せそうに二人暮らししてる、メティアとっっ」

「まあ個人的には、どっちも同情できますけど」

「嗚呼ああ。いっそ、二人が同一人物だったら。らぶらぶとお邪じや魔ま虫むし消しよう滅めつとが、一挙にっっ」

「ムチャクチャ言ってますね。そしたらセリオスも一緒に、連れん座ざ制せいで死し罪ざいですよ？」

「あ、そっか。となると、赤ブリは逮たい捕ほじゃなくて焼くか砕くか溶とかすかしないと」

「博士博士。ムチャクチャな仮定に根ざした、ムチャクチャなドリーム語ってますよ」

「……解ってる。冗談よ」

　はあぁ、と溜ため息いきをつくシャプラナ。

　窓の中には、セリオスとメティアがいる。

　窓の外には、ホッブスとシャプラナがいる。

　気けだるく過ぎていく午後のひと時であった。
















第五話　なくした記き憶おくと姉上さま










　ここグリン王おう国こく首しゆ都とグリンシティは、世界的に見れば比ひ較かく的てき平へい和わな都市である。が、それでも凶きよう悪あく犯はん罪ざい者しやはいるし、先の戦争の遺い物ぶつが発見されて事じ件けんになることもある。

　そういったものから市民を護まもるのが、王国騎き士し団だんの使し命めいだ。正騎士のみならず、その予よ備び軍ぐんである『準じゆん騎士』も日ひ々び頑がん張ばっている。

　そんな準騎士の一人、セリオス＝クルーロルは、模も造ぞう剣けんに軽けい装そう鎧よろいという準騎士制せい式しき装そう備びで早そう朝ちようの商店街を巡じゆん回かいしていた。黒い髪に黒いどんぐり眼まなこ、あどけない顔立ちに似合わず、騎士養よう成せい学がつ校こうでは一年生最さい強きようの座にいる。

　今商店街は、昼や夕方ほどではないにしろ、新しん鮮せんな野や菜さいや魚、あるいは早い者勝ち割引セールを目め当あてに、多くの人が集まっている。

「んっ!?」

　セリオスの後ろから、悲ひ鳴めいが聞こえた。それも一人や二人のものではない。

　何事かと振り向くと、

「どけどけどけどけええええぇぇっ！」

　向こうの方から、汚きたない革かわの鎧を纏まとった男が、長剣を振り回して走って来る。商店街にいる人々は悲鳴を上げて逃にげ惑まどい、まるで海が割れるかのように、男の前方に道が開いていく。

　見ると男は、長い金きん髪ぱつを一つに括くくった準騎士──セリオスの友人、ホッブス＝グロウサだ──に追いかけられている。何か事件を起こし、ホッブスから逃げているところらしい。

　だが、ホッブスはかなり引き離されている。人々が男を恐れて道を開けるので、男が走るのに障しよう害がいはなく、その差は開く一方だ。

「よしっ！」

　セリオスは腰の模造剣を抜き、男に向かっていった。

「ちっ……どけぇ、このガキが！」

　男も、真まっ直すぐに突っ込んでくる。

　人々は、男に道を開けていく。その中に、

「あ」

　セリオスは見た。長い髪かみを緩ゆるい三つ編あみにして、まんまる眼鏡めがねをかけた少女の姿を。

　その少女は、他の人々と同じように、男が迫せまってきて慌あわてて逃げた。……ように見えた。

　だがそれと同時に男は、

「うおぉおっ!?」

　何かに躓つまずいたかのように、前のめりに体勢を崩くずして一回転し、背中から地面に落ちた。

　その時、長剣は既すでに男の手から離れて地面に転がっていた。いや、そればかりか、

「い、痛いてぇぇ！」

　男は、いきなり泣なき喚わめいてのたうち廻まわった。その右手首が、不自然にブラブラしている。

「……お、折おれてる」

　セリオスは、模造剣を構えたまま啞あ然ぜんとした顔で呟つぶやいた。かなりマヌケな格好だが、誰も注目してはいない。今商店街にいる人々も、皆同じような状態だからだ。

　やがてそこに、ホッブスが追いついてきて、

「よぉし逮たい捕ほだ！……ん、何だお前。さっきハデに転んだように見えたが、それで手首を折ったのか？」

「ち、違う。転ぶ前に、何か、何かが……」

　男は、きょろきょろと辺りを見回した。

　だが、ここにいるのは善良な市民ばかり。

「お前は転んで、地面に手を着こうとして、しくじって折って、剣を持てなくなって、それで俺おれに逮捕された。そういうことにする」

　ぐい、とホッブスは男の後うしろ襟えりを摑つかんで引っ張り上げ、ムリヤリ立たせた。

　長剣は軽く蹴けり上げて、ぱしっと受け止める。そして男の首くび筋すじに刃を当てて、

「自分のやったこと、解わかってるな？　これ以上抵てい抗こうすると、法的に生きる権けん利りを失うぞ」

「……う」

　男は、すごすごと連行されていった。

　ホッブスと、男の姿が完全に見えなくなってから、商店街の人々から「ふぅ～」と安あん堵どの息が漏もれた。怖かった、死ぬかと思った、しかしドジな奴やつだった、などと人々が騒ぐ中、

「あ、セリオス」

　先程の、三つ編みと眼鏡の少女がセリオスを見つけて駆け寄ってきた。

　セリオスの姉、メティアである。

「物ぶつ騒そうよねえ、朝っぱらから」

「…………」

　セリオスは、確かに見た。

　メティアが男から逃げた時、足払いを喰らわせつつ男の手を摑つかんで捻ひねっていたのを。

「まあ……今のはいいことだったけど」

「え、何が？」

「何が、って」

　複雑な表情でメティアを見ているセリオス。

　にこにこしてセリオスを見ているメティア。

　セリオスは、一つ小さく溜ため息いきをついて、

「姉さんは、強いなって思ったの」

「あら、そう。……あっと、朝の安売り大根が売り切れちゃうっ」

　メティアは、近くの八百屋に飛び込んだ。

「おじさーん、大根まだありますかー？」

「おおメティアちゃん。メティアちゃんの為ために、特別に一本残しといたよ」

「わ、ありがとうございます♡」

　戦争で両親を亡なくしながらも懸けん命めいに勉強し、名門・ウードミトリィ魔ま術じゆつ学がく院いんを飛び級首席卒そつ業ぎよう。だが魔術研究所での出世には背を向け、こうして弟と二人、慎つつましく暮らしている。

　というのが、世間でのメティアの評ひよう価か。

　それは一面で、正解だ。間違ってはいない。

　が、もう一面を全く知らない評価でもある。

『姉さん……』

　八百屋のおやっさんと世間話しているメティアを見つめて、セリオスは肩を落とした。

　両親が戦死したと聞かされ、二人で泣いた。

　そして、誓ちかったのだ。こんな思いをもう誰にもさせない為に、二人で国を、街を、人々を護って戦おうと。

　そしてそれぞれに血の滲にじむような努力を重ねて、現在に至っている。

　だが、メティアが今、そうして会え得とくした力を使って、何をしているかといえば……




　夜。ある貴族の館やかたが襲しゆう撃げきされ、貯ため込こまれていた財ざい宝ほうがごっそりと奪うばわれた。

　館の警けい備び員いんも、駆けつけた騎士たちも必死に応戦したのだが、たった一人の賊ぞくの魔術によって焼かれ吹っ飛ばされコゲコゲにされた。

「はい、ご苦労様でした」

　その賊は、館の庭で累るい々るいと転がる男たちに向かって、ぺこりと一礼した。

　奪った財宝は、マントの裏地のポケットの中。そのマントも、顔を隠すマスクも、白い羽は根ね飾かざりつきの帽ぼう子しも、身に纏まとった薄うす手での衣い装しようも、全てが鮮あざやかな緋ひ色いろ。闇やみに紛まぎれる気など全く無い、警備員や追つい跡せき者しやをナメきったこの賊の名は、怪かい盗とう『常勝者ソウエイル』。

　その正体は、今ここで他の男たちと共に累々と転がっている、セリオスの姉。

　メティアである。

「では、ご機き嫌げんよう～♪　飛ぶっ！」

　メティアは風の魔術で、財宝の重さも何のその、優ゆう雅がに夜空へと飛び去った。

　と、その時。

「ぃよおおぉぉし！」

　一人の男が、待ち構えていたかのように、がばっ！　と勢い良く立ち上がった。

　セリオスとは違う、騎士団の制せい式しき鎧よろいを纏った巨漢。顔の大きな傷も、その鋭い目つきも、男が歴れき戦せんの勇ゆう士しであることを示している。

　男の名は、マホガニー＝チェアス。セリオスの直ちよく属ぞく上じよう司しである。

『小隊長……？』

　メティアの術を喰くらって、まだ立てないセリオスは、倒れたままでマホガニーを見た。

　マホガニーは、夜空を飛んでいく緋色の怪盗──メティアを見上げて、

「いつもいつもやられっ放しだと思うなよ、赤いゴキブリ略して赤ブリっ！」

　マホガニーは、腰に括くくり付つけていた皮かわ袋ぶくろを開けてその中に手を突っ込んだ。そして、

「喰らええええぇぇっ！」




　ごいんっ！




　投げて、当たった。

　黒くて丸っこい、重そうな鉄アレイが。

　空を飛ぶメティアの、頭に。

「……あ」

　セリオスが、隣で倒れていたホッブスも、あんぐりと口を開けたまま、固まった。

　鉄アレイを喰らったメティアは、まるで天からの吊つり糸いとを切られたかのように落ちていく。

「っしゃああぁぁ！」

　マホガニーが、ガッツポーズを取った。が、それを見ることもなく、

『ねねねね姉さんっっ！』

　口には出せない絶ぜつ叫きようを心の中で響かせながら、セリオスはメティアの落下地点に向かってダッシュした。

　その背中に、マホガニーが声をかける。

「おーいセリオス、そんなに慌あわてなくても、大丈夫だぞ。奴はもう、逃げられはせん」

「逃げるったって……」
















　ホッブスが、よろりと立ち上がって言った。

「普通死にますよ、あんなもんぶつけたら」

「いや、奴はあの程てい度どで死にはせん」

　マホガニーは、きっぱりと言い切った。

「何度も戦った俺だから解る。奴は絶対に、死んではいない。とは言え無む論ろん、かなりのダメージを負っている。少なくとも戦闘は不可能だし、飛んで逃げるのも無理だ。いやいや、歩くことさえままならんはず」

「はあ」

　先の戦争も含めて、実じつ戦せん経けい験けんの豊ほう富ふなマホガニーだ。こういう見立ては確かだろう。

　マホガニーは、誇ほこらしげに胸を張った。

「解るか。俺は、さっきの鉄アレイ一つで、奴の凶きよう悪あくな魔術も、そして格かく闘とう術じゆつも完全に封ふうじたんだ。もはや捕まえたも同然だっ！」

「……でも、小隊長」

　ホッブスが、ぽつりと言った。

「俺たち、赤ブリの素す顔がおとか知りませんよ。気絶さえしてなければ、マスク外はずして着替えられたら、逃げられてしまうのでは？」

　と、言われて。

　誇らしげに胸を張っていたマホガニーの顔が、一変する。

「何でお前は、それを早く言わんのだっ！」

「言うも何も、鉄アレイ投げる前から気付きませんか普通っ!?」

「ええい、こんな所でバカ話をしている暇ひまはない！　急ぐぞホッブス、ついて来いっ！」

　二人は、メティアの落下地点へと走った。

「先に行ったセリオスが、間に合ってくれればいいんだが……」

「希望的観測ですね」

「希望を捨てるなっ！」

　この時セリオスは、気絶した赤ブリことメティアを担かついで、我わが家へと急いでいた。




　次の日の早朝。

　クルーロル家のお隣となりで、事情を聞いたホッブスが、血けつ相そう変えて病びよう院いんに駆かけ込こんできた。

「おねーさんっ！」

　診察室のベッドで、メティアがうつ伏せに寝かされている。服ふく装そうだけはいつもの白いワンピースだが、眼鏡をかけておらず髪も編まれていない。そしてその目は、閉じられてはいないものの虚うつろで、どこも見ていない。

　その上に白しら髪がの医師が跨またがって、メティアの首筋や後頭部を撫なでたり押したりしている。

　ベッドの側そばには、心配そうに佇たたずんでいるセリオスがいた。ホッブスはその襟えり首くびを摑んで、

「おいっ、セリオス！」

「……あ、ホッブス」

「あ、じゃねえ！　詳くわしく説明しろっ！」

　セリオスは、不安げな顔で説明する。

「実は、その……姉さんは昨日きのうの夜、階段から転げ落ちて頭を打ったんだ」

「そ、それで」

「それ以来、目は開けてるんだけど、話しかけてもうわの空そらで……様よう子すが変なんだ」

　ホッブスが、メティアを見る。

　うつ伏せのメティアは、顔をこちらに向けてはいるが、確かに様子が変だ。いつもの、陽ひだまりのような笑え顔がおの面おも影かげがまるでない。

　そのメティアに跨っている医師が、言った。

「心配するな。軽い……とは言えんが、一時的な意い識しき障しよう害がいじゃ。少なくとも、この程度なら命に別状はない。それは保ほ証しようする」

「あ、あ、当たり前だっ！」

「ホッブスっ」

　また喚わめき散ちらしそうになったホッブスを、セリオスがなだめた。

　二人が見守る中、医師は黙もく々もくと治ち療りようを続けていく。……やがて、メティアの首筋を上から下まで力を込めてひと撫ですると、ベッドから降りた。

「ふうっ。終わったぞい」

　するとメティアが、辛つらそうに体を起こした。

「うっ……あ、あれ？　ここは……？」

「ね、姉さん」

　恐る恐る、セリオスが話しかけた。

「ここは病院だよ。えと、あの、姉さん、その……そうだ、この指何本？」

　と、セリオスは指を二本立てて見せた。

「……二本。どうしたの、セリオス？」

　ぼんやりした表情からして、まだ完全に目覚めきってはいないようだが、どうやら意識はちゃんとしているらしい。

　セリオスは、その場にへたり込んだ。

「よ、良かったぁぁ。先生、ありがとうございます」

　医師は、疲れた顔に笑みを浮かべて、

「なぁに。わしにかかればこの程度のケガ、大したことはないわい。しかし、階段から落ちたというのは本当か？　わしの見立てでは、鉄アレイか何かをぶつけられむぐっ」

　セリオスが慌てて、医師の口を塞ふさいだ。

「か、階段から落ちた時、たまたま下に鉄アレイが落ちていたような気がします」

「むぐぐ」

「そ、そういうことだからね、ホッブスっ」

　ホッブスの耳には、セリオスや医師の言葉など入っていなかった。

　ただただ、瞳に一杯涙を溜ためて、

「お、お、おねーさんっ！　俺、もう、本当に、どうしたらいいかって……おねーさんにもしものことがあったら、俺は、俺はっっ」

　メティアに駆け寄って、その手を握った。

　するとメティアは、

「……あの。あなた、誰だれ？」

　きょとんとして、言った。




　クルーロル家。

「そういえば、セリオスが何だか大人おとなっぽいな、とは思ったのよね」

　メティアとセリオスが、テーブルを挟んで向かい合って座っている。メティアはもうきちんと髪を編んで、眼鏡もかけ、すっかり元通りだ。

　外見上は、だが。

「もう十五歳になってたなんてね。わたしと同い年……あ、わたしは今、十七歳だっけ」

「うん」

「それで、あなたはもう準騎士になってて、わたしはウードミトリィを飛び級首席卒そつ業ぎよう、か。何だか、夢ゆめみたいだわ」

　と、夢見心地ごこちな顔でメティアは語る。

『姉さん……』

　医師の診しん断だんと、セリオスとの問答から判明したのは、メティアは一種の記き憶おく喪そう失しつになっているということ。どうやら、二年前以後のことが思い出せないらしい。

　つまりメティアにとっては、二年前から現代へといきなり時間を飛んだことになる。その頃はウードミトリィ魔術学院へ留りゆう学がくする前で、セリオスは十三歳、メティアは十五歳。そしてホッブスにはまだ会っていない。

　……氷ひよう像ぞうと化していたホッブスは、まだあの診しん察さつ室しつに立たち尽つくしているのだろうか。

　医師は、自宅で普段通りの生活を送らせてみれば元に戻るかもと言っていた。その言葉に従したがって帰って来たのだが、何も変わらない。

「だけど、ちょっとがっかりしたわね」

　メティアは少し沈んだ顔で言った。

「わたしの魔術なんて、まだまだ全然大したことないのに。もうウードミトリィを卒業しちゃってるなんて」

「本当に、何も思い出せないの？」

「……ええ」

　こくん、と頷うなずくメティア。

　その表情と、その声の弱よわ々よわしさに、セリオスは確信した。これは決して、演えん技ぎではない。

　間違いなく、今目の前にいるのは二年前のメティアだ。両親を亡くし、それぞれの目もく標ひように向かって懸けん命めいに勉強していた頃の。

「でも、大切なのは学がく歴れきじゃなくて実力だものね。これからまた、学び直せばいいわ」

「姉さん……」

　生まれて初めて家を出て、二年間の留学生活。きっとメティアには、セリオスの知らない苦く労ろうが山ほどあったに違いない。

　しかし、今。メティアはそんな思いをして得た成せい果かを、全て失ってしまった。そして、また一からやり直そうとしている。

『ほ、本当に、何とかならないのかっ？』

「やだセリオス、そんな顔しないで」

　深く考え込んだセリオスに、メティアが明るく言った。

「わたしって、あのウードミトリィ魔術学院を飛び級首席卒業しちゃったんでしょう？　それって我ながら、凄すごいことだと思うわ」

「そ、それはそうだけど」

「だったら心配ないわよ。ちょっと勉強すれば、すぐに追いついて元通りよ。ねっ？」

　メティアは、にっこり笑って言った。

　いきなり未来の世界に放ほうり込まれて、本当は凄く不安だろうに。弟に心配をかけまいとしてのポーズだと、セリオスには解る。……が、その優しい笑顔を見ていると、理り屈くつ抜ぬきで心配も不安も溶けていくような気分になる。

『ああ……姉さんはやっぱり姉さんだ。何だか本当に、大丈夫って気がしてきた。すぐに元通りになるような……ん？　元通り？』

　セリオスは気付いた。メティアの記憶が戻れば、あのソウェイルも戻るということに。

　だが、今なら。今のままなら。

「姉さんっ！」

　セリオスは、勢い良く立ち上がった。

「僕、協力するよ、何でも！　姉さんの二年間を取り返せるよう、姉さんが魔術の勉強に打ち込めるように！　……だから姉さんは、記憶のことは気にしないで。そんなもの戻らなくっても、姉さんは姉さんだよっ」

　その言葉に、メティアはまた微笑ほほえんだ。

「ありがとう、セリオス」

　と言ったメティアの顔は、セリオスの理想の女性──両親を失って以来、誰よりも尊そん敬けいし誰よりも慕したった、姉の顔だった。

　騎士団をコゲコゲにする怪盗とは、無む縁えんの。『うん。姉さんは、このままでいいんだっ』

　セリオスは心の中で、力強く頷うなずいた。

　……こうして、緋ひ色いろの怪かい盗とうは姿を消した。




「おう、セリオス」

　ある日の夕ゆう刻こく。学校帰りのセリオスが、商店街を巡回中のマホガニーと出会った。

　もう遠い昔のような気がするが、メティアが暴ぼう漢かんの腕をへし折った場所だ。今は夕食前の時間なので、あの時より人の数が多い。

「お前何か、赤ブリの噂を聞いてないか？」

「聞いてませんよ。最近、会うたびに言ってますね、それ」

「う。そ、そりゃあ、その」

　マホガニーは、頭を搔かきつつ答えた。

「赤ブリの奴が、あの程度で出てこなくなるのはどう考えたって不自然なんだ。奴はどこかで、のうのうと暮らしているはず。例えば今、この商店街で買い物をしているとか」

　ちょっと、セリオスはドキっとした。今頃メティアは、夕食の買い物に来ている頃だ。

　だが今のメティアの頭の中に、緋色の怪盗は存在していない。

「くそっ。出なくなったらなったで、厄やつ介かいな奴だ。素顔が判わからん以上、出てきてくれんと逮捕しようがないではないかっ」

「それは、まあ、そうですね」

　マホガニーは悔くやしそう。だが、セリオスは。

『……これでいいんだ。そのうち小隊長も他のみんなも、忘れてくれるだろう』

「いいかセリオス。あのバケモノがだな、たかが鉄アレイ一つで片付くはずはないんだ。あれしきのことで、寝込んだり恐れをなしたりするような奴ではない。あいつは……」

「ちょっと、買い被かぶりですわよそれ」

　人込みの中から、ぬっ、と一人出てきた。

　白衣を着て、長い髪を黄色いリボンでポニーテールにしている。セリオスよりもメティアよりも背が低く、マホガニーなんかと比べたら、それこそ幼児に見える少女。

　それでもメティアと同い年、そしてセリオスの幼おさな馴な染じみの、シャプラナ＝ワクスーツだ。幼い頃に家庭の事情で引っ越したのだが、魔術研究所に招まねかれて最近この街に戻ってきた。対魔術師研究の第一人者でもある。

「金目当てのドロボウに、そんな大した根こん性じようがあるはずないでしょう。どうしてそんな、まるで褒ほめてるようなことを言うんです？」

　長ネギやリンゴの入っている買かい物もの袋ぶくろを抱えたシャプラナが、淡たん々たんと言った。

　だがマホガニーは、難しい顔をして、

「博士。ただのカンなんですが、あいつには何か信しん念ねんのようなものがある気がするんです。確かに表面上はふざけていますし、実際心底ハラ立つ奴ではありますが、しかし」

「つまり、何の根こん拠きよもない主張ですねそれ」

　マホガニーの言葉を一刀両断して、シャプラナはセリオスに向き直った。

　そして満面の笑みを浮かべて、

「さてセリオス君♪　今までにも、そこそこ赤ブリを苦しめたことはあったはずよね。なのに、今回に限っていきなり出てこなくなった。どうしてだか解る？」

「え。それは……その」

　メティアが記憶を失ったからだが。

「そ・れ・は。このあたしよ。あたしがこの街に戻ってきて、あの女と一戦交えて、惜おしくも敗北した。それで、『ううっ。あのシャプラナ博士が、今度は本気で戦いを挑いどんでくる。これは敵かなわないっ』となったって訳」

「は、はあ」

「と言うことは前回は手を抜いていたと？」

　マホガニーの質問は無視する。

「ま、あたしとしても、また出てきて貰もらいたいけどね。今、凄すごい研究してるとこだし」

「え。何をです？」

　と聞くと、シャプラナは嬉うれしそうに笑って、

「ふっふっふっ。よくぞ聞いてくれましたっ。けど、まだ秘ひ密みつよ。完成したら確実に、赤ブリだろうと何だろうと、けちょんけちょんにできるモノ、とだけ言っておくわ」

「へえ」

「もしかしてそれは、先日発見された……」

　ぱし、とマホガニーの口に長ネギが打ちつけられて、その言葉が遮さえぎられた。

　買い物袋から抜き取って、打ちつけたのはシャプラナだ。手では届かないので。

「ほほほほ。じゃあね、セリオス君っ♪」

　シャプラナは、ぱたぱたと去って行った。

「ふうむ。あれの研究が進んでるのか……」

「何なんですか、あれって？」

　メティアの記憶が戻らない以上どうでもいいのだが、何となくセリオスは聞いてみた。「ああ。まだ時間はかかりそうなんだが、」

　と、マホガニーが言いかけた時。

　また、大勢の悲鳴が聞こえた。

　二人がそちらを見ると、

「!?　ね、姉さんっ！」

　メティアがいた。マホガニー程ほどではないが、それでもメティアよりは遥はるかに大おお柄がらな男に後ろから抱きすくめられ、下した顎あごを摑まれている。

　男は腰に剣を差しているが、それを抜いてメティアに突きつけてはいない。その代わり、

「どけぇ！　さっさと道を開けねえと、この女の首をへし折るぞ！」

　男が、言葉通りにメティアの首を捻ひねった。メティアの口から空気が搾しぼり出され、言葉にならない苦く悶もんの叫びが漏れる。

　首をへし折る、はハッタリではなさそうだ。男の体つきを見れば、それを一瞬で可能にするぐらいの筋力があることは判る。

「ん？　おい、そこのうすらデカい騎士！」

　マホガニーに向かって、男が叫んだ。

「剣を捨てて、今すぐ地面に伏せろ！　早くしねえと、この女の首……」

「ま、待て、解った！　従したがう！」

　マホガニーは剣を外して、地面に伏せた。

「ようし、それでいい。動くなよ。声も出すなよ。部下に指示とか、するなよ」

　マホガニーの行動と視力を奪い、男はメティアを連れて歩き出した。

　だがその時セリオスは、既に行動を起こしていた。人々が男に道を開けて押し合っているので、街路はかなり混こん雑ざつしている。その中に紛まぎれ、八百屋の前を通って、こっそりと廻まわり込んで……

「うおっ!?」

　男が、いきなりバランスを崩くずした。いきなり転がってきた人にん参じんを踏んづけたのだ。

　ぐらっ、と体たい勢せいを崩した、その瞬間！

「たああぁぁっ！」

　飛び出したセリオスの拳が、金かな槌づちのように男の延えん髄ずいを叩いた。

　鋭さと重さを兼ね備えたその一撃は、見事に男の意識を奪い去り……男は、倒れた。

　一緒に倒れかけたメティアを、セリオスが慌てて支える。

　一拍遅れて、わあっ、と買い物客たちの間から歓かん声せいが上がった。そしてメティアは、

「セリオス……！」

　安心したのか一気に涙を溢あふれさせながら、子供のようにセリオスに抱きついた。

「わ、わたし、怖かった……本当に、殺されるかと思って……こ、怖かった……っ」

　必死にセリオスにしがみついている、らしいがその細い腕の力は弱い。弱い力でセリオスに抱きついて、小さな肩を震わせている。

　ついこないだまで、マホガニーを含めた騎士たちを、コゲコゲにしていたメティアが。

『ね、姉さん……』

　八百屋のおやっさんが、金物屋のおかみさんが、そしてマホガニーが、駆け寄ってきた。セリオスにはよくやった、メティアには良かったね、と肩を叩いて言ってくれる。

　だがまだメティアは恐怖に捕らわれているのか、セリオスにしがみついたまま、離れようとしない。

　セリオスは戸と惑まどいながらも、そっとメティアの背中を抱いた。

　……何だか、このまま壊れてしまいそうだ。

『ま、まあ二年前の姉さんなら、これが当たり前というか、当然なんだけど……』

　結局メティアは、家に帰り着くまで泣き止やまなかった。




　平和な日々が過ぎ、ある日の深夜。セリオスもメティアも、ぐっすりと眠り込んでいた。

　が、突然、狂くるったように打ち鳴らされる半はん鐘しようの音で叩き起こされた。

「な、何？」

　寝ね間ま着き姿すがたのメティアが、部屋から出た。

　すると、隣の部屋からは既に装備を整えたセリオスが出てきた。

「セリオス、これって……」

「非常呼集だよ。僕が戻って来るまで、家から出ないでね」

　セリオスは短く答えて、家を出て行った。

　非常呼集。街の巡回に多くの人員を割さき、あらゆる事件に即時対応しているこの街の騎士団にとっては、一年に一度あるかないかのことである。

　すなわち、一年に一度あるかないかの大事件が起こったということだ。

「セリオス……」

　不安げに、メティアは窓の外を見た。

　準騎士装備のセリオスが、街を走っていく。




　一いつ旦たん詰つめ所しよに行ったセリオスは、マホガニーやホッブス、その他の騎士たちと共に現場に急行した。

　街外れの、森の中。魔術研究所から与えられた、シャプラナの研究室の付近一帯が、

「う……わぁ」

　無残な焦しよう土どと化していた。木々は焼やき尽つくされ、土は乾ききり、所々に突き出た岩だけが残っている、もはや森の面おも影かげは皆かい無むだ。

　シャプラナと、他の研究員たちは既に病院へ担かつぎ込まれたらしい。辺りにいるのは呼集を受けた騎士と、魔術研究所の魔術師たちだ。

「こないだ、商店街で言いかけた、あれだ」

　油断無く周囲を見廻しながら、マホガニーが言った。

「どこでかは知らんが、魔界の兵器が発見されたそうだ。だが失敗作で破は棄きされたものらしくて、全く作動しない。それで魔術研究所が、詳しく調べていたそうなんだが……」

「ま、まさかそれが、暴走したとか？」

　マホガニーが頷うなずいた、その時。

　突とつ如じよ、轟ごう音おんと共に地面から火柱が立った。

　それは、ギリギリでセリオスには当たらなかったが、隣にいたホッブスの左足を丸ごと飲み込んだ！

「ぅぐああぁぁっ！」

　ホッブスは左足を支点にして、体を持ち上げられた。まるで巨人に摑まれたかのように。

　火柱は、すぐに消えた。と、巨人に放り捨てられたように、ホッブスは地面に激げき突とつ！

「ホッブス！」

　セリオスとマホガニーが駆け寄った。ホッブスは、意識こそあるが立てる状態ではない。

　辺りにいた騎士や魔術師たちが、色めき立った。そして、

「あっ！」

　火柱が空けた穴から、「それ」が出てきた。

　どこに出しても恥はずかしくない巨漢であるマホガニーよりも、更さらに頭二つほど大きい。月明かりに眩まぶしく輝く銀色の、鎧姿の大男だ。

　格こう子しのようなフェイスガードの隙すき間まから、全く揺ゆらがない丸い光が一つ、見える。蠟ろう燭そくや松明たいまつではあり得ない、明らかに魔術の光だ。

　それは、鎧男の顔の中央の、魔力の独どく眼がん。

　生物とは異なった眼光を放つ、殺さつ意いの瞳ひとみ。

「ガ……グ」

　鎧男は、何かを捧ささげ持つように、両手をゆっくりと上に向けた。

　すると、その上に、火の玉が三つ出現した。

「な、何っ!?」

　魔術師たちが、そしてマホガニーも驚きよう愕がくした。今鎧男がやっているのは、見慣れた炎の魔術だ。だが普通は一度に一つ、メティアが奇き跡せき的てきに二つをやったことがある程度だ。

　それを……

「ホノオオオオォォォォッ！」

　鎧男が吼ほえ、火の玉を三つ、同時に放った。

　爆音、爆炎、そして阿あ鼻び叫きよう喚かんが飛び交かう。そんな中、魔術師たちは必死に撃ち返し、騎士たちは剣を抜いて鎧男に向かっていった。

　鎧男は次から次へと、強烈な炎の魔術を放ち続ける。その鎧には魔術師たちの術が通じず、巨岩を斬きり砕くだくマホガニーの剣さえ受け付けない。更さらにその体たい軀くに見合った怪力まで備え、格闘でも騎士たちを圧あつ倒とうしてしまう。

　一人、また一人と倒していき、だんだん余裕のできてきた鎧男は、辺りを見回し始めた。

　そしてある一点で視線を止めると、

「……ギ……ガ」

　そちらに向かって、歩き出した。

　その方向にあるのは城じよう壁へき、街だ！

「ま、ま、待て……っ！」

　セリオスが、必死に立ち上がった。もはや、立っている人間は他にいない。

　鎧男が、足を止めてセリオスの方を見る。

「そ、そうだ、来いっ」

　いつもの倍ぐらい重く感じる模造剣を持ち上げて、セリオスは構えた。

　この状況で勝てるとは思えない。だが……

「燃えろおおぉぉっ！」

　突とつ如じよ、小さな火の玉が飛んできて、鎧男の頭部に命中、爆発した。

　その程度では何のダメージも負っていない鎧男が、そちらを見た。セリオスも、見る。

　そこに、肩で息をしているメティアがいた。

「ね、姉さん！　何でこんな所に!?」

「ほらほら、こっちよ！」

　メティアは手を叩きながら、鎧男の周りをぐるりと廻って、森の奥の方へと走った。

「む、無茶だよ姉さん！　逃げて、早く！」

「それはわたしのセリフよ！　早く逃げなさい、セリオスっ！」

　とメティアが叫んだ、その時。

　鎧男の頭上に、三つの火の玉が出現した。

「ホノオオオオォォォォッ！」

「！　姉さ……」

　セリオスの叫びも、メティアの悲鳴も、巨大な爆音が全てかき消した。

　メティアの服は焼やけ焦こげ、メティアの眼鏡は壊れ、メティアの髪はばらばらになった。

　その体は重さなどないかのように吹き飛び、地面から突き出た岩に激しく叩きつけられる。セリオスが、悲鳴を上げて駆け寄った。

「姉さああぁぁんっ！」




「爆音が……たくさん、聞こえて……全然止やまなくて……それで、わたし……」

　頭から血を流し、ぐったりとしたメティアが、セリオスに抱きかかえられる。

「わたし……セリオスが、心配で……」

「もういいから、喋しやべらないで」

　セリオスは、メティアをそっと横たえると、模造剣を握って立ち上がった。

　鎧男が、ゆっくりと近づいてくる。今度は自分が、メティアの為に戦う番だ。

「安心して、僕は負けない。絶対、姉さんを護ってみせる。魔界の兵器なんかに、姉さんを殺させはしない」

「……セリオス……」

　メティアは、そんなセリオスの言葉を聞いて、その勇ましい横顔を見て。

　ぽつり、ぽつりと呟いた。

「負けない……護る……魔界……殺させない……セリオス……わたしは……絶対……強く……必ず……常に……勝つ、者に……」

　半ば意識を失っているメティアを置いて、セリオスは鎧男に突進していった。

　鎧男は、もう魔術を使うまでもないと思ったか、拳を振り上げて一歩、踏み出そうとした。

　と、その足あし下もとに、

「燃えろおおぉぉっ！」

　大きな火の玉が着ちやく弾だん、大爆発を起こした。

　鎧男は足を浮かされて大きくバランスを崩し、後ろ向きに倒れる。

「今よセリオス！　顔、刺さして割わって！」

「え？　あ、解った！」

　メティアの指示を瞬時に理解したセリオスは、倒れた鎧男の頭部へと駆け寄った。

　格子状のフェイスガード、その隙間に模造剣を斜ななめに突っ込む。即そく座ざに鎧男が、

「ガ……オッ！」

　セリオスの胴どう体たいを摑んだ。立ち上がりざま、むしり取って投げ飛ばそうとする。

　だがその時、セリオスは剣を放さなかった。投げられると同時に、バキッ！　と音がして、

「ウ……ガ？」

　鎧男のフェイスガードは、セリオスの剣に絡め取られる形で、引き剝はがされた。

　ダメージを与えられたことに怒ったのか、鎧男は飛んでいくセリオスに向かって火の玉を放とうとする。だがそれより早く、

「燃えろおおおおぉぉぉぉっ！」

　鎧男がその声に気付いた時には、既に巨大な火の玉が、横合いから眼前に迫っていた。

　それは、防ぐもののない鎧男の顔に命中し、




　ちゅどおおおおぉぉぉぉんっ！




　鎧男の頭部を、内部から完全に粉ふん砕さいした。

「や、やった……」

　投げ飛ばされたセリオスが、着地した時。

　首なしの鎧男が、地面を響かせて倒れた。




　いずれも重傷の騎士と魔術師たちが、歓声を上げて集まってきた。

　セリオスに肩を借りて、ホッブスも。

「おねーさん……凄すごかったですよっ」

「ふふ。ありがとうホッブス君」

「記憶を失ってても、さすがは……えっ」

　ホッブスが、メティアを見つめる。そして、

「あ、あの、もしか、して」

「さっき頭を打ったから、そのせいかな」

　メティアは、頰ほおに流れてきた頭からの血を、襟で拭ぬぐって言った。

「思い出したわよ、全部。しょっちゅうウチにご飯食べに来る、ホッブス＝グロウサ君」

「お……」

「ね……」

　次の瞬間、ホッブスとセリオスが同時に、メティアに抱きついた。

　そして、泣いた。ただひたすら泣いた。

「ちょっと二人とも、恥ずかしいわよ」

「だ、だって、姉さん……」

「ほ、本当に、戻ったんですねっ？　もう、全部、元通りなんですねっ？」

「ええ」

　メティアが、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ぜ～んぶ、元通りよ。安心してね♡」

　その時、歓喜するホッブスの隣で。

　ぴたり、とセリオスの涙が止まった。




『いやいや、二年前状態の、あの気弱な姉さんが、命を懸かけて僕を助けようとしてくれたんだ。僕は姉さんを信じるっ』

　鎧男事件から、数日後。

　夜のグリンシティに、緋色の怪盗が現れた。

「腕は鈍なまってないようですね、オジサマ！」

「残念ながら、お前もな！」

　常勝者ソウエイル──メティアの魔術を、マホガニーは見かけによらぬ機き敏びんさでかわして突進、肉にく薄はくした。

　そして、剛ごう剣けん一いつ閃せん！　が、メティアは身を屈かがめて、地面を掃はくような足払いを放った。

「うおっ？」

　マホガニーが転びかけたところで、素す早ばやく立ち上がって後ろに飛び退のきつつ、




　ちゅどおおぉぉん！




　メティアの放った一撃がマホガニーをコゲコゲにして、吹き飛ばす。

　累々と転がる騎士たちと同じように、マホガニーもあえなく倒れ伏した。

「ご苦労様♪　では失礼して……飛ぶっ！」

　楽しそうに一礼して、ひゅん、と飛んでいくメティア。久しぶりだからか、本当に楽しそうだ。気持ち良さそうだ。

『僕は、姉さんを信じて……信じ……て』

　コゲコゲで倒れているセリオスは、結局以前と何も変わらず、苦悩に頭を抱えている。

　グリンシティの夜空には、今日も緋色の怪盗が舞っていた。
















書き下ろし

英雄は風と共に──










　ここグリン王国の法ほう律りつでは、一いつ般ぱん市民や旅人に犯はん罪ざい者しやを逮たい捕ほする権けん限げんはない。仇あだ討うちなども厳きびしく禁きんじられており、対犯罪者の戦いは全すべて、騎き士し団だんが行っている。

　が、一つだけ例外がある。懸けん賞しよう金きん付き特別指し名めい手て配はい犯、俗ぞくに言う「賞金首指定」を受けた犯罪者である。身軽に、狡こう猾かつに逃にげ回る犯罪者に対し、騎士団が捜そう索さくの手間を省はぶく為ために、フリーの連中に手伝わせる。そういう目的で認にん定ていされる、あくまでも例外的な措そ置ちだ。

　断じて、「騎士団が実力で勝てないから無ぶ頼らいの輩やからに頼たよる」という性せい質しつのものではない。

　……のだが。




　広場の中央に掲げられた高こう札さつ。そこに、新しん規きの賞金首発表のビラが貼はられている。

　それを見る為にガヤガヤと集まっている、血ちの気けの多そうな者たちは、一ひと目めで判わかる冒ぼう険けん者。いわゆるフリーの連中、無頼の輩だ。

　彼らの視し線せんは、彼らにとって新しい獲え物ものである、賞金首のビラに集まっている。そこに描かれている似顔絵はというと、帽ぼう子しに羽は根ね飾かざりを付けた、仮か面めんの少女。

　自じ称しよう『常勝者ソウエイル』、通称『赤ブリ』、この街では有名な怪かい盗とうである。

「そーかそーか。遂ついにあいつが、賞金首指定を受けたか」

「でもヘンよねぇ。あの子なら、何もあたしらに捜させなくても、しょっちゅう出てくるのにさ。騎士団の皆さん、捜そう索さくに人手がいるなんてこと、ないでしょうに」

「それを言っちゃあカワイソーだろ。最近、世よ論ろんに突き上げられてるから焦あせってんだよ、税金の飼かい犬いぬどもは」

「はんっ、そういうとこ、本当にカワイソーよねぇ。あたしらと違って」

　あはははは、と明るい笑い声が広場に響ひびく。みんな本当に楽しそうだ。

　だがその広場の片かた隅すみには、腰こしの剣に手をかけて顔を真っ赤にして眉まゆを吊つり上げている、猛もう牛ぎゆうのような男が一人、いた。

「あ、あ、あ、あ、あいつらああぁぁっ！　ぶ、ぶ、ぶった斬ぎっっ……！」

「おらセリオス、足押さえろ足っ！　ったく、絶対こうなるから、来ない方がいいって言ったんだ俺はっ！」

「き、気持ちは解わかりますが、『騎士団の公式敗北宣せん言げんを厳げん粛しゆくに受け止める』って言ったのは小隊長ですよ。落ち着いて下さいっ」

「ぅぐぐぐぐ……だ、だが、だがっっ！」

　広場に集まる数十人の冒険者たちを、今にも皆殺しにしそうなマホガニー。それを、ホッブスとセリオスが必死に押さえている。もっとも、楽しそうに笑っている冒険者たちは、誰だれ一人としてこの三人には気付いていないが。

　ちなみに三人とも今は仕事中ではないので、普ふ段だん着ぎに剣だけ（準じゆん騎士二人はもちろん模も造ぞう剣けん）を下げている姿すがただ。傍かたわらには、買い物ついでに同行したメティアもいたりする。

　そのメティアが、マホガニーをなだめるように言った。

「いいじゃないですか、おじ様。あの人たちにも戦って頂いただけば」

「何？」

　マホガニーが、二人に抱きつかれたままメティアの方に振り向いた。

「それはどういう意味だ。まさか『あの人たちに捕つかまえて貰もらえればラッキー』だとでも」

「いえいえ、逆です。おじ様たちが今の今まで苦戦していた相手が、あんな人たちに捕まえられる訳わけがないでしょう？　おそらくは、全員コテンパンにやられると思います」

「無論、俺もそうなると思っているが」

「そうすれば、あの人たちにも騎士団の日頃の苦く労ろうが解りますよ。その後、おじ様たちがソウェイルを捕まえれば、あの人たちも改心することでしょう。それは騎士団の威い信しん回かい復ふく、そして国家の治ち安あん向こう上じように繫つながることかと」

「う、うむ。それは確かに」

「ただし、」

　メティアが、遥はるか上方にあるマホガニーの目を見つめて、言った。

「その為には、おじ様がソウェイルに勝てなくては意味がありません。あの人たちが敗れた後、おじ様も同じように敗れたら……」

「そおおぉぉはさせるかっ！」

　ぶんっ！　とマホガニーが体をゆすって、ホッブスとセリオスを振りほどいた。

「のわっ！」

「あたっ！」

　ひとたまりもなく尻しり餅もちをついた二人を見下ろし、マホガニーは鼻息を荒あららげて、

「うむ！　確かに、こんな所に来るのではなかったな。俺には、そんな暇ひまなどないっ！」

「しょ、小隊長？」

「俺はすぐ帰って、特とつ訓くんに入る。お前たちも、いつまでもこんなところであんな奴やつらに付き合うことはないぞ。市民の平和は、国家の安あん泰たいは、人々の笑顔は、我々の日々の鍛たん錬れんによってのみ、護まもられるのだっっ！」

　それだけ言うと、マホガニーは地響きを上げて駆けていった。まるでその全身から、熱い湯ゆ気げが出ているかのよう。

　ホッブスは、ブツブツ言いながら立ち上がる。マホガニーの大きな背中が、遠く小さくなっていくのを見ながら、

「何なんだよ、一体。自分でここに来るって言っときながら。現金なもんだぜ」

　セリオスも、お尻しりを摩さすりながら立ち上がった。そしてメティアに近づいて耳打ちする。

「いいの？　あんな、元気付けるというか火に油を注そそぐようなこと言って」

　頑がん張ばって下さいね～とマホガニーに手を振りながら、メティアは答えた。

「何が？　騎士団が頑張れば国家の治ち安あん向こう上じよう、それは間違いないでしょ。わたしが捕まるかどうかは別にして」

　セリオスが、ジト目でメティアを見る。

「つまり、小隊長がどんなに頑張っても自分は絶対捕まらない、って確信してる訳だね」

「もちろん。わたしは誰にも捕まらないわよ」

　やっと手を下ろしたメティアが、振り向いたその時。

「もう一度言ってみろ、てめえっ！」

　広場の方で、大声が上がった。

　何事かとセリオスたちが見る。どうやら冒険者たちの一部が何やら口論をしているようだ。

　人ひと垣がき越ごしなので、セリオスたちには何も見えない。が、ヤジ馬を決め込んでいる他の連中が静まったので、声だけは聞こえてきた。

「ああ、何度でも言ってあげるよ。……とボクが言ったら、『じゃあ百万回言ってみろ』とか言う気でしょ？　だから一回だけしか言わない。よ～く聞くように」

「ええい、鬱うつ陶とうしいことをほざくなっ！」

「いいから、さっさと言ってみろっ！」

　言い争っているのは、一人の男ｖｓ複数の男、らしい。

「ボクの知る限り、赤ブリとやらはかなりの魔ま術じゆつの達たつ人じんらしい。とてもとても、正式な訓くん練れんを積つんでいない素人しろうとでは勝てないね」

「俺たちが素人だと？　てめえは違うとでも言う気か！」

「いかにも。今は君たちと同じく、在ざい野やの冒ぼう険けん者しやをやってるけど。本来なら君たち、ボクとは口をきくこともできないんだよ？」

「なにぃ？」

「とにかく、赤ブリはこのボクが捕まえる。君たちはケガしないよう、大人しく見物してた方がいいと思うよ。これは親切な忠ちゆう告こくってやつだからよろしく。……では失礼」

　言い争いの声が止やんだ、と思ったら人垣をすり抜けて、涼すずしい顔をした男が出てきた。どうやら今の、「では失礼」の男らしい。

　セリオスたちのいる方、広場の入口に向かって歩いてくるその男は、他の冒険者たちとは一風変わっていた。髪かみや身なりが整っていて、どことなく上品そう。一応、旅の魔術師っぽい装そう備びを整えてはいるが、雰ふん囲い気き的には旅の学者だ。体格も小こ柄がらと言うか貧ひん弱じやくで、どう見ても強そうには思えない。年頃は三十くらいだろうか。
















　そんな男を見て、メティアが少し驚おどろいた。

「あれっ？　あの人……」

「え。姉さん、知ってるの？」

「待てこらああああぁぁっ！」

　小こ柄がらな男に続いて、三人の冒険者たちが人垣から飛び出してきた。こちらは全員、揃そろいも揃って必要以上の筋きん肉にくを備えた体と、山さん賊ぞくもかくやな面めん相そうをしている。

　小柄な男がゆっくりと振り向くと、その顔面に向かって、先頭の冒険者が容よう赦しやなく拳こぶしを繰くり出した。

「言いたい放題言いやがっ……てっ!?」

　マヌケな声を上げながら、その冒険者はマヌケな動きでマヌケなポーズを取った。

　小柄な男の顔面を、ぶっ潰つぶさんと放った拳。それが、まるでワックスを塗ぬりまくった床ゆかで滑すべったかの如ごとく、男の顔面を撫なでて滑って、上へ流れたのだ。

　一人寂さびしく、天へ向かって拳を突き上げている。そのサマはただひたすら、マヌケ。

「こ、この野や郎ろうっ!?」

　他の二人も加わり、冒険者たちは三人がかりで男に殴なぐりかかった。蹴けりつけた。

　が、どの攻こう撃げきも全然全く、当たらない。滑るのだ。上に下に右に左に流され、一撃として男を捕らえることができない。

　しかも男は、両手を全く動かしていない。攻撃を打ち払ったりしている訳ではないのだ。

　なのに、当たらない。拳も脚あしも、滑らされてあさっての方向に行ってしまう。

「な、な、何だ、何なんだてめぇ？」

　汗にまみれ、息を切らせた三人が、青ざめて後ずさった。その目にはもう怒いかりはなく、驚おどろきと、そして恐きよう怖ふが浮かんでいる。

　男は、相変わらず涼しい顔のまま、言った。

「言っただろ。君たちは素人であり、ボクは素人ではないと。何なら、もっと判わかり易やすく教えてあげようか？」

　と、男が一歩踏み出すと、

「ひいいいいぃぃっ！」

　三人は、悲鳴を上げて逃げ去って行った。

　他の冒険者たちは、声もなく男を見ている。男は、そんな彼らに軽く手を振ると、再び広場の入口の方に向かって歩き出した。

　そこで初めて、メティアたちと目が合う。すると、ぱっ、と顔を明るくして駆けて来た。

「お～い！　メティア君だろ？　この街にいるとは聞いていたが、こんなに早く会えるとは！　いやぁ、それにしても久ひさしぶりだ！」




　小柄な男の名は、デルート＝ハクセルン。ウードミトリィ魔術学院の卒そつ業ぎよう生せいで、在学時期は重なっていないが、メティアの先せん輩ぱいに当たる。といってもただの先輩ではない。

　実はデルートは、五～六年に一人出るか出ないかの「留年なし卒業生」なのだ。入学だけでも至し難なん中ちゆうの至難、入学できても二～三年は留年するのが当たり前のウードミトリィなので、デルートはちょっとした有名人。

　なので卒業後も、何度か特とく別べつ講こう師しとして招まねかれ、ウードミトリィで講義をしている。メティアとはこの時に会っているのだ。

　と、メティアがセリオスとホッブスに紹しよう介かいした。じわじわと近づいてきた野や次じ馬うまな冒険者たちが、今のメティアの説明を聞いて少し納なつ得とくした表情を浮うかべている。

　そんな彼らの気持ちを代だい弁べんするかのように、セリオスが口を開いた。

「そうだったんですか。じゃあさっき、拳や脚を受け流していたのも、何かの魔術で？」

「ああ。無論、そこいらの自じ称しよう天才魔術師には無理な芸当だがね。例えば、例の赤ブリ君とか。ボクは彼女に、世間の広さというものを教えてやるつもりだ」

　デルートは気取った仕し草ぐさで髪かみを搔かき上あげながら、気取った口振りで言った。

「騎き士し団だんを叩たたきのめしていい気になっているようだが、上には上がいるのだよ、とね」

　この言葉に、ホッブスはカチンと来た。

「ちょっと待てよ。何だか、自分が騎士団より強い、と言ってるみたいに聞こえるが」

「そりゃ、ボクが赤ブリを倒せば自動的にそうなるだろう。見たところ君は準騎士のようだね？　となると君もボクより弱い、ということが証しよう明めいされることになるかな。可哀かわい想そうだが、まあしょうがない」

　ホッブスのこめかみが、ぴくぴくし始めた。

　だがデルートは気付いていないのか、気付いていて無む視ししているのか、調子を変えない。

「でも、気に病やむことは無いよ。ボクのような超エリートと君たち凡ぼん人じんとを、同じように比ひ較かくするのは不ふ公こう平へいというものなんだから」

「ほほう。けど、超エリート様だからって、強いとは限らないと思うぜ、俺は。肩書きと腕うでっぷしは関係ないだろ」

「ああ、全くその通りだよ。肩書きだけなら、ボクなんかより飛び級首席卒業のメティア君の方が上だ。だが、戦えばボクの方が強い。そして多分、いや間違いなく君よりもね」

「あ～そうかい。なら、この程てい度どの攻撃は当然、かわせるよなっ！」

　と、ホッブスが拳を繰くり出した。デルートの顔面、鼻先を狙ねらって真まっ直すぐに。

　だがその攻撃も、先程の冒険者たちと同じ末まつ路ろを辿たどった。つるんと滑って、鼻はな砕くだきストレートが空振りアッパーに変わってしまう。

「危あぶないなぁ。というか、不ふ意い討うちは騎士として恥はずかしくないか？　そんなことだから、赤いゴキブリなんかにナメられるんだ」

　見下した目で言うデルート。もしこれが、街中でのただのケンカであれば、ホッブスも自じ制せいが利きいただろう。

　だがこの場には、メティアがいる。将しよう来らい、騎士団で華はな々ばなしく活かつ躍やくして出世して、白馬に乗って迎むかえに行こうと夢ゆめ見みている女の子が。

　その目の前で、騎士団と自分とを、丁てい寧ねいに罵ば倒とうされたのである。

「んの野や郎ろうおおぉぉっ！」

　ホッブスが、腰こしの模造剣を抜き放った。セリオスが止めようとするより速く、ホッブスがデルートに斬きりかかる。だがそれよりも更さらに速く、デルートが飛んだ。いや、跳とんだ。

　後ろに向かって、ふわりと大きく。そして高い木のてっぺんに、音もなく降り立った。

　ホッブスを、セリオスとメティアを、そしてヤジ馬冒ぼう険けん者しやたちを見下ろして、デルートは高らかに宣言する。

「皆みな、よく覚えておくように！　ボクの名はデルート＝ハクセルン、『風のデルート』と呼ぶがいい！　風のように舞まい、風のようにさすらう男、それがボクだっ！」

　ホッブスが木の下からヤジを飛ばすが、デルートは気持ち良く無視して、

「噂うわさの赤ブリは、このボクの獲え物もの！　諸君は指を咥くわえて見ているのが分ぶん相そう応おう、邪じや魔まはしないで貰もらいたい！　それからメティア君！」

「は、はい？」

　いきなり名指しされて、メティアは驚おどろく。

　デルートは木の上からメティアを見下ろし、観察して、何やらふむふむと頷うなずいている。

「先程から思ってたが、しばらく見ない間になかなか綺き麗れいになったね君は！　ボクの偉い大だいなる計画に、加えてやらんでもない！」

「え。け、計画って」

「こら待てっ！　おねーさんにちょっかい出してみろ、この俺がブッ殺すぞ！」

　ホッブスが怒ど鳴なりまくるが、デルートはどこ吹ふく風で受け流す。

「はっはっはっはっ！　では、今日のところはこの辺でさらばだ、凡ぼん人じん諸しよ君くんっ！」

　デルートは高笑いだけを木の上に残して、ふわりふわりと屋や根ねから屋根へと跳び移りながら、去って行った。

　これで収まらないのはホッブスである。

「な、な、な、な、何なんだ、あのムカつきまくり絶ぜつ頂ちようを極きわめたゴミクソ野や郎ろうは！　おいセリオス！　お前も何か言えっ！」

「……そうか、解わかった」

　ここまでじっと黙だまって、難むずかしい顔をしていたセリオスが口を開いた。

「姉さん。デルートさんの攻撃流しは、風の魔術の応用だね？　さっきホッブスの拳を流した時、何だか妙みような空気の流れを感じ……」




　ぼこっ！




　ホッブスが、セリオスの後こう頭とう部ぶをドツいた。

　その、ドツいた拳と額ひたいにぴくぴくと血管を浮き立たせて、ホッブスが吼ほえる。

「冷静に分ぶん析せきしてんじゃねえっ！　騎士団が侮ぶ辱じよくされたんだぞ、お前も怒おこれっ！　いや、むしろ怒るべきだろぉがっ！」

「怒るべき、なのと不意討ちで殴なぐりかかるのとは別問題だよホッブス。まして、犯はん罪ざい者しやでもない相手に剣を抜くなんて」

　ぴしり、とセリオスが言う。後頭部のタンコブを摩さすりながら。

　ホッブスは歯は軋ぎしりして怒り悶もだえ、しかし正論なので真っ向から反論できず、とりあえずセリオスに息がかかる距きよ離りまで近づいて、

「て、て、てめえぇぇっ。だがあいつは、赤ブリを捕つかまえようとしてるんだぞ。ある意味、俺たちとは競争相手、つまり敵てきだ。犯罪者ではないにしても、な。いや、もしかしたら騎士団の活動を邪じや魔ましたりするかも。そしたら立りつ派ぱに犯罪者だ、そうだなっ？」

　セリオスが、少しだけ表情を変えた。ほんの少し、困こまったような顔になる。

「うん。良くないとは思うけど、その点は僕も少し疑うたがったよ。あの態度だからね。でもそれなら尚なお更さら、敵のことは分析しなきゃ」

　セリオスの言葉を聞いて、ホッブスがようやく、ちょっと落ち着いた。それを見み計はからっていたのか、メティアが話し出す。

「セリオス、正解よ。おそらくあれは、風を体に纏まとって空を飛ぶ『風飛術』の応用ね」

「というと、相手の攻撃を流してしまう、風の鎧よろいってこと？」

「ううん。例えば弓から離れて飛んだ矢と、体から真っ直ぐ突き出されている拳とでは、直進力にかなりの差があるわ。拳を受け流す程の強風を全身に纏う、なんて無理。そんなことしたら自分が窒ちつ息そくするもの。だから、」

　メティアは、ぎゅっと拳を握にぎってみせた。

「本来は全身を包む風の流れを一点に圧あつ縮しゆくして、これぐらいにしているの。その風の塊かたまりを操あやつって、拳にぶつけて滑すべらせる。でもさすがに、準騎士様の剣には斬り裂さかれると思うわ。だからデルートさん、最後は逃げたのよ」

「なるほど……」

　目に見えない、風の塊を操あやつって敵の攻撃を受け流す。敵に向かって一直線にぶつけるのではなく、敵の攻撃に応じて操り、防ぼう御ぎよする。

　聞くだけで難むずかしそうな技わざだな、とセリオスもホッブスも考えていると、メティアが察して説明を続けた。

「魔術もね、基き本ほん的には武ぶ術じゆつと同じなの。強い力も必ひつ要ようだけど、細かい技術は更さらに重じゆう要よう、かつ効こう果か的てき。重おもい大おお斧おのをブンブン振り回す巨きよ漢かんが、小さな毒どく塗ぬりナイフを器き用ように扱あつかう暗あん殺さつ者しやに、コロリと殺やられたり……あ、えと、」

　ホッブスが、目を丸くしてメティアを見ている。

　こほん、とメティアは咳せき払ばらいを一つして、

「そういう話を、こないだ聞いたのよ。たまたまこないだ、薬やく草そう屋やさんでね。旅の人たちの会話が耳に入って。それで」

「はあ」

「と、とにかく。よく聞いてねホッブス君。あの先せん輩ぱいは自じ称しようしてる通り、風の術に関しては相当な達たつ人じんなの。私が保ほ証しようする」

「…………」

　デルートを持ち上げているメティアの言葉に、ホッブスがちょっと、スネた。

「おねーさん。もしかして俺を心配してるんですか？　俺があいつにケンカ売って、俺が怪け我がするかもしれないって。つまり、俺があいつに負けると思って、」

「ホッブス！　そういう言い方って」

　声を荒あららげたセリオスを、メティアが抑えながらホッブスに言った。

　にっこりと微笑ほほえんで、

「もちろん、わたしはホッブス君のことを、ちゃんと信用してるわよ」

「そ、そうですよね？　俺の方が絶対、」

「ホッブス君の方から、デルート先輩にケンカ売るようなことはしないって、信用してる。さっきはちょっと頭に血が上っちゃったけど、もう二度と、犯罪者でもない人に殴りかかったりしないわよね？」

「……う」

「確かに、ホッブス君たち騎士団に対して失礼なことは言ってたわ。けど、あの人はわたしにとっては先輩なの。あんまり『ゴミクソ野や郎ろう』とか言って欲ほしくないな」

　先生のように、母親のように、そして姉のように、メティアはホッブスを諭さとした。

　普ふ段だんのホッブスなら、メティアの視し線せんと言葉をこれだけ集中的に浴あびれば、舞まい上がっているところだ。が、今日は大人しく、

「ごめん、おねーさん。気をつけるよ」

　下の方に視線を逸そらしながら、小さな声だがはっきりと、反はん省せいの意いを示しめした。

　メティアが、その手をきゅっと握る。

「ありがとう、ホッブス君」

「……おねーさん」

「思うんだけど、デルート先輩と競きそい合うのは決して悪いことじゃないわ。例えばさっきのおじ様みたいに。で、それはそれとして」

　メティアはホッブスの手を放すと、広場を出て行こうとする。

「そろそろ卵の特とく売ばいが始まるわ。二人とも来てくれる？　お一人様五個までなの」

　いつものメティアの、買い物荷物持ちお願い。ホッブスは、一回だけ深しん呼こ吸きゆうをすると、ぱっ、といつもの顔に戻って答えた。

「もちろん、お供ともします！　おらセリオス、さっさと来いっ」

　歩いていくメティア、付いていくホッブス、引きずられていくセリオス。

　いつものノリに戻った三人、なのだが最さい後こう尾びのセリオスだけ、少し難しい顔をしている。

『いつもと違う。何か、違う』

　メティアがホッブスのやる気を煽あおるのは、いつものことだ。翻ほん訳やくの仕事の手伝いをさせたり、あるいは騎士団の情じよう報ほうを聞き出したり。

　だが今回は、そのどちらでもない。メティア本人の利り益えきには全く繫つながっていない。

『結局姉さんは、ホッブスを言いくるめて抑おさえた訳だ。ホッブスがデルートさんにケンカを売らないようにって。ということは、やっぱりホッブスを心配して？　それほどデルートさんが強い……？』

　そのデルートが、張り切って赤ブリ＝メティアを狙ねらっている。更に、メティア自身のことも「私の計画に加えてやっても……」とか言っていた。

　あの性せい格かくと、メティアが保証する強さと、赤ブリ＆メティアの両方を狙うという意志。

　セリオスの胸に、不安が湧わき上あがってきた。

　数日後の夕刻。学校を終えたセリオスとホッブスが、詰つめ所しよで装備を整えて街の巡じゆん回かいに出発した。

　このところ、冒ぼう険けん者しやたちが殺気立っている。デルートのように、自分こそが赤ブリを捕まえると意い気き込ごんでいる連中が多いからだ。

「あのゴミク……いや、あの野郎の姿すがたを見ないな。あれ以来」

　軽けい装そう鎧よろいと模も造ぞう剣けんのホッブスが、隣となりを歩くセリオスに話しかけた。メティアに言われたので、「ゴミクソ野郎」は控ひかえている。

「赤ブリを捜すのに飽あきて、とっくによその街に行きました、だったら嬉うれしいんだけどな。甘あまい考えか、これは」

　ホッブスのぼやきに、セリオスが頷うなずく。

「甘いと思うよ。実際、あの人が今どこで何してるのか、全然判わからないからね。姿が見えないと、却かえってやきもきするというか」

「だな。あ～もう、何かこうハッキリした悪あく事じをやらかして、逮たい捕ほさせてくれればスッキリするんだが。……例えば、あんな風に！」

　言いながらホッブスが、一いつ瞬しゆん遅おくれてセリオスも駆け出した。

　商店街の入口で、一目でそれと判る冒険者風の男たちが暴あばれている。人数は三人、全員酔よっている様子で、八百屋の娘むすめに絡からんでいる。

　剣や防具などの装備品はそれなりに使い込まれている様子で、体格もいい。それを恐れてか、周囲にちらほら見える他の冒険者たちは見て見ぬ振りだ。

　確かに顔つきもなかなか迫はく力りよくが、と思ってよくよく見たら、先日デルートを恐れて逃げた三人組だ。

「あいつらか！　なら、ちょうどいい！　セリオス、お前は手を出すなよ！」

「えっ？」

　ホッブスが、いきなり走るペースを上げた。娘に絡んでいた三人が、ホッブスの接せつ近きんに気付いた時にはもう、

「喰くらえっ！」

　右の男には顎あご[image: ↓]水月みぞおちの上中二連突き、左の男は脇わき腹ばらへの刈かり込むような廻まわし蹴げりを見舞い、瞬またたく間に倒してしまった。

　残った一人が慌あわてて剣を抜いたが、それを構えるより先にホッブスの模造剣が一いつ閃せんし、

「ぅおっ？」

　剣を、上空に弾はじき飛ばされてしまった。

　それを視線で追いかけ、上を向いた男の喉のどに、ホッブスの手刀が叩き込まれる。男が息を詰つまらせて蹲うずくまったところに、間かん髪はつ入れずに後こう頭とう部ぶへ、ホッブスが拳を打ち下ろした。

　ひとたまりもなく、男は失しつ神しん。あっという間にホッブスの足あし下もとに三人、と落ちてきた剣が、転がる結果となった。

　商店街の買い物客たちから歓かん声せいが上がる。が、今のホッブスはそんなもの、意いに介かいさない。あっけなく倒れた三人を見下ろして、

「終わり、っと。やっぱりこの程てい度どだったか。こんな連中の拳を捌さばいたって、自じ慢まんにはならねーよな。風の塊かたまりだか何だか知らねーけど」

　バカにするように言い放つと、追いついてきたセリオスにも同意を求めるように、

「けど、そもそもこいつらがあの日あの場所であいつをボコボコにしてくれてれば、全すべて解決してたんだよなぁ。あ～くそっ、もちっと根性見せろよ、お前らもっ」

「…………」

　セリオスが、ホッブスを、じっと見ている。

　その視線に気付いたホッブスは、ばつの悪そうな顔で頭を搔かいた。

「解わかってるよ、セリオス。さっきから俺、言い過ぎてるよな。その、なんだ、おねーさんの前では言えないもんだから、つい」

「僕の前で、言葉で言うだけなら、いくらでも構わないけどね」

「それは約束する。つーか、この俺がおねーさんに約束したんだから、心配するな。あの野郎のことは心しん底そこ嫌きらいだが、バカな真似まねはしねえよ。絶ぜつ対たいに」

　と苦く笑しようしたホッブスに、近づいてきた人ひと影かげが一つ。まだ歓声を上げている、周囲の買い物客たちの中から出てきて、ぱちぱちと拍はく手しゆしている。

「お見事、ホッブス君」

　買かい物もの籠かごからネギと大根を生やしている、メティアだ。

「お、おねーさん」

「それでこそ、誇ほこり高きグリン王国の準じゆん騎き士し様……ううん、それでこそ、ホッブス＝グロウサ君。立りつ派ぱよ」

「そ、そうですか？　いやはははは」

　とテレ笑いしたホッブスに、近づいてくる人影が一つ。買い物客たちの中から出てきて、ぱちぱちと拍手している。

「お見事お見事、準騎士の坊ぼうや。思ってたよりは、やるみたいだね」

　いつもながらの涼すずしい顔の、デルートだ。

　ホッブスは途と端たんに渋しぶい顔になって、

「まだこの街にいたのかよ、おっさん」

「おっさんはヒドいな。私はまだ二十九だ」

「充分おっさんだよ」

　ぷい、とそっぽを向くホッブス。

　その横顔に、デルートが一いつ瞬しゆん殺さつ気きを向けたが、すぐにメティアの方に向き直り、

「……こほん。やあメティア君、元気かね」

「は、はあ。おかげ様で。それより先せん輩ぱい、前の時は聞きそびれましたけど、どうして旅をしてるんです？　確か、お国に帰って魔術研究所に勤つとめられていたはずでは？」

「うむ、そのことなんだが」

　デルートは、真っ赤な夕ゆう陽ひに目を向けながら語り出した。

「ボクは、子こ供どもの頃からエリート街かい道どうまっしぐらで、誰だれにも負けたことが無い。メティア君とは在学期間がズレていたから、ウードミトリィでもトップをひた走っていた。そして卒業し、順当に魔術研究所に就しゆう職しよくしたが……このままでいいのか、と不ふ安あんになった」

「と言いますと？」

「魔術の勉強だけで、一いつ生しようを終えていいのか。世の中、他にもいろいろなことがあるのではないか。ボクの青春、これでいいのか、と」

「はあ」

「おっさんの青春なんか、とっくに終わってるだろ」

　そっぽを向いたままのホッブスに、デルートがギロリと視し線せんを突つき刺さす。が、それ以上は何もせずに、また夕陽の方を向いた。

「で、だ。二十九歳、まだまだ青春真まっ盛さかりのボクは旅に出た。ボクを満たしてくれる何かを求めてね。そこで相談なんだがメティア君、ボクと来ないか？」

　さらりと言いながら、デルートの手がメティアの肩かたに伸のびた。

　すかさずホッブスが割って入り、デルートの手はメティアの肩ではなく、ホッブスの肩にかかった。

「何をする気だ、おっさん」

　デルートは動じず、ホッブスと見つめ合う。

「言った通りだよ。先日話した『計画』の為ために、メティア君を旅に誘さそっている」

「だから、それで何を企たくらんでやがるんだって聞いてんだ」

「何も企んでなんかいないさ。ただ、ボクの冒ぼう険けん譚たんのヒロインになって貰もらうだけ。久々に再会した後輩が、美しく成長していて……ってのは、いい線だと思うんだ。ボクは」

　デルートは、ホッブスの肩にかかった手を離はなしながら、芝しば居いがかったポーズで言った。

「ほら、無敵のヒーローには美しいヒロインがつきものだろ？　とりあえず、世せ間けんで人気のある物語のパターンをなぞってみようと思ってね。ボクの青春を輝かがやかせる為に」

「そういうパターンをなぞるんなら、まずは立ち塞ふさがる宿しゆく敵てきを倒たおしてみせろよ。あんた、赤ブリの奴やつを逮たい捕ほするんだろ？」

「もちろん。その後、街の人たちに称たたえられつつヒロインと共ともに次の街へと旅立つ、と」

「そうか。なら安心だ」

　ホッブスが、意地悪く笑った。

「あんたが、赤ブリに勝てるはずなんかないからな。必ひつ然ぜん的てきに、おねーさんがあんたと旅立つ展てん開かいにはならない。残念ながら、計画倒れだったな」

「どうして、ボクには勝てないと言える？」

「騎士団が今まで勝ててないからだ。そんな奴やつに、あんたなんかが勝てるワケがない」

　突き放すように言い放ったホッブスに対して、ふん、とデルートは鼻で笑い返した。

　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、冷たく見下した目でホッブスに応戦する。

「ハッキリ言わないと解わからないかな。ボクは、美しいヒロインと共に旅をするヒーローになるんだ。そのボクを、君たち公こう僕ぼくと一いつ緒しよにして欲しくないんだが」

「んだとぉ？　そりゃ、どういう意味だ！」

　二人の視線が、更に激しく火花を散らした。

　そんな二人の間に、メティアが割って入る。

「はいはい、そこまで。さっきから聞いてると、二人ともわたしの意志を完全に無視してますよ？」

　メティアは、めっ、とばかりに二人を順番に睨にらみつける。

「特に、先輩。実際に戦ったことのない相手を、あまり侮あなどるのはどうかと」

「いやあ、それがね。旅に出てからも結局、連戦連勝続きで。結局ボクは、学院の外に出ても変わらず、無敵の超エリートなんだよ。ボクはこれでも、血と汗あせと涙なみだの青春物語ってのに、憧あこがれてるんだけどなぁ」

　わざとらしく困った顔を作るデルート。メティアはそんなデルートに、ぴしりと言った。

「ご安心下さい。今回は、先輩が今まで戦ってきた相手とはワケが違います。血と汗と涙、きっと味わえますよ」

「ほう？　その理由は？」

「ホッブス君と同じです。ホッブス君やセリオス、そしてマホガニーのおじ様が勝てない相手なのですから」

　と言い切ったメティアを見て、デルートは笑顔を浮かべた。

　心底、嬉うれしそうに。

「よろしい。ならば、ボクと賭かけをしてもらおうか。ボクが赤ブリを逮捕したら、全てを捨ててボクと二人っきりで旅に出る、と」

　ニヤニヤしながらデルートは、メティアとホッブス、そしてセリオスを見渡して、

「騎士団を、そこの坊ぼうやを、そして可愛かわいい弟君を信しん頼らいしている君なら、当然乗ってくれるよね？　彼らが勝てない相手に、ボクが勝てるはずはないのだから。違うかい？」

「て、てめえっ！」

　ホッブスが、また腰こしの模造剣に手をかけた。セリオスが止めようとするより速く、ホッブスは抜こうとしたのだが、しかしそれより速く、メティアがホッブスの手を押さえた。

　びっくりしたホッブスが、メティアの顔を見る。メティアはホッブスの方には視線を向けず、まっすぐにデルートと向き合っている。

「構かまいませんよ。その賭け、お受けします」

「おねーさんっ!?」

「姉さんっ!?」

　ホッブスとセリオスが、声を揃そろえて驚き叫さけんだ。集まっていたヤジ馬たち（商店街の買い物客、つまりメティアのご近所さんたち）も、一様に驚きよう愕がくしざわめいた。

　ただ一人デルートだけが、満足げに何度も頷うなずいている。

「結けつ構こう結構。いやぁ～君ならきっと、そう言ってくれると思っていたよ」

「但ただし、先輩が負けた場合ですが」

「ん？　そんなこと決めても無む駄だだが、まあいいだろう。で、どうすればいい？　君の家でコキ使われる、召めし使つかいにでもなろうか？」

「そんなことは、して下さらなくて結構です。その代わり、」

　ざわついていた場が、しんと静まった。

　メティアは、すうっと息を吸い込んで、

「今後一年、先輩が賞しよう金きん稼かせぎなどで得られるお金の半分を、孤こ児じ院いんに寄き付ふして頂きます」

　とメティアが言った途と端たん、静まっていたヤジ馬ご近所さんたちが、一いつ斉せいに声を上げた。

「おおっ！　さすが、メティアちゃん！」

「いやいや、自分を賭けた勝負で、なかなか言えないよ、それは！」

「で、でも、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「なぁに、あんな弱そうな男に、あの赤ブリが負けるはずないって！」

　街の人間なら、誰でも赤ブリの強さは知っている。それに比くらべて、デルートは明らかに弱そうだし、第一よそ者だ。

　赤ブリの強さを知らずに、勝手にイキがって無む謀ぼうな賭けをしている。それが、皆の一いつ致ちした認にん識しきらしい。

　その中には、ホッブスも含ふくまれている。

「ようし、賭けは成立だぜ。これだけの証人がいるんだ、もう絶対逃げられねえからな」

「ふふっ。そんなことはしないさ」

　デルートはあくまで、余よ裕ゆうしゃくしゃく。

　くるりとホッブスに背を向けて、その背から自じ信しんを溢あふれ出ださせながら、悠ゆう然ぜんと歩き出す。

「ボクはあくまでも計画通りに動くだけだよ。赤ブリを捕つかまえて街の人々に称たたえられつつ、メティア君と旅に出る。……では、失礼」

　商店街の人込みを搔かき分けて、デルートは去って行った。




　騒さわぎが静まった後、ホッブスとセリオスは巡じゆん回かい任にん務むに戻った。商店街を一巡した後、二手に分かれて人通りの少ない路地を廻まわる。

　今は殺さつ気き立った冒険者たちが多い、とはいえ殆ほとんどは犯罪者でも何でもない。むしろ多くの者がソウェイル捜しに熱ねつ中ちゆうしているので、普ふ段だんよりトラブルは少ないくらいだ。

　それが見て取れるので、ホッブスとしても普段より気が楽、なのだが。

「……くそ、なんで不安なんだよ」

　なぜかホッブスは、イラついている。

　歩きながら、人通りのない路ろ地じに伸のびる自分の影かげを見つめて、ブツブツ言っている。

「心配することなんかねーんだ。赤ブリの奴が、あんな野郎にやられるはずは……」

「やられるよ」

　ぎょっ、と顔を上げたホッブスの前に、デルートが立っていた。

「やあ。捜さがしたよ。というのはウソだ。実はあの後すぐ、尾び行こうしていた」

　ホッブスは立ち止まって、デルートを睨にらみつける。

「俺に気付かれずに尾行したのか。そりゃ、なかなかのもんだ。日ひ頃ごろの修しゆ行ぎようの成せい果かってやつか？　気に入った女の子を、コソコソ付け回すという修行の成果」

「そんなものは必要ないさ。今の君は不安でソワソワ、集中力も注意力も激げき減げんしている。赤ブリがボクに負けやしないか、とね」

「そ、そんなことはないっ！」

　声を荒あららげたホッブスを、デルートはにこやかになだめる。

「まあまあ。君のその不安は、ボクの実力を知らないことから来ている。人間、はっきりした死や破は壊かいより、むしろ不確定なものの方に恐怖を感じるものだからね。そこでだ、」

　すっ、とデルートは、ホッブスを指差した。

「君のその不安を、親切にも取り除のぞいてあげようというのだよ。ボクの実力を知り、赤ブリがボクに負けると確かく信しんすれば、今の不安定な精せい神しん状じよう態たいから抜け出せる」

「何ぃ？」

「平たく言うと、君に試合を申し込んでいるんだ。申し込まれた試合なら、君も合法的にボクと戦えるだろう？　そして無む残ざんに敗やぶれ、ボクの実力を身をもって知るという寸すん法ぽうだ」

　デルートの言葉をホッブスが理り解かいするのに、少し時間がかかった。

　やがて理解したホッブスは、呆あきれながら激げき怒どし、大喜びで憎にく々にくしげに、模造剣を抜いた。

「試合を申し込む、と確かに聞いたぜ。今更取り消しは絶・対！　認めねえからな」

「ボクは何からも逃げない。君との試合からも、メティア君との賭かけからも。そしてボクは全てに勝利し、全てを得る。メティア君をヒロインとして、栄光の冒険譚を……」

「夢ゆめ語がたりはそこまでだっ！　風の塊だか何だか知らねえが、そいつごとぶっ潰つぶしてやるから覚かく悟ごしろっっ！」

　模造剣を振ふり翳かざしてホッブスが踏み込んだ。

「確かに、準騎士様の剣を受け流せる自信はないよ、さすがに。だからこうする」

　デルートは腕うで組ぐみをして、右足を少し上げる。片かた足あし立だちになったデルートの、その脳のう天てんを叩き割るべく、ホッブスの一撃が真上から振り下ろされ、そのまま真っ直ぐ、
















「うっ？」

　空から振ぶりに終わった。腕組み・片足立ちのデルートが、全くその体勢のままで後ろに滑すべり、ホッブスの攻撃をかわしたのだ。

　跳んだのでも、飛んだのでもない。滑ったのだ。スルリと。

「ほらほらどうした。ボクはここだぞ」

「くっ！」

　ホッブスは更に踏ふみ込み、今度は横よこ薙なぎで首、さらに胴どう全体を上下左右から攻め立てた。

　しかしデルートは腕組みのまま、片足立ちのまま、スイスイ滑って下がって、全ての攻撃をかわしてしまう。まるで、氷の上に立っているかのように。

　ホッブスは焦あせり、息を切らせながら言った。

「バ、バカにしてんのかてめえっ！」

「バカは君の方だろう。片足立ちのボクに、掠かすり傷きず一つつけられないとはね、っと」

　言いながら、いきなりデルートの方から前進、踏み込んできた。いや、滑り込んできた。

　虚きよを突つかれたホッブスは、慌てて構えを変えようとしたが間に合わず、

「おやすみ」

　デルートの掌てのひらが、風のように滑なめらかに、ホッブスの目の前を通過する。

　するとホッブスは、小さく短い呻うめき声を上げたかと思うと、そのまま倒れ伏ふしてしまった。苦しげな顔のまま、ぴくりとも動かない。

　夕陽が半分ほど沈しずみ、辺あたりが薄うす暗ぐらくなってきたこともあって、精せい気きのないホッブスの顔は、まるで死んでいるかのようだ。

「あっけないね。まあ当然だが。……さて」

　デルートは片かた膝ひざをついて、気を失うしなっているホッブスの軽けい装そう鎧よろいを丁てい寧ねいに脱ぬがせた。それからホッブスの模造剣を拾い上げ、立ち上がる。

「ボクはね。ボクを嫌きらう人って嫌いなんだ」

　足あし下もとに倒れているホッブスを見下ろしながら、デルートは剣を振り上げた。

　そして、ホッブスの頭めがけて、思いっきり振り下ろす。がつん、と音がした。

　しかしホッブスは、目め覚ざめない。

「痛いたかったら、言ってくれたまえ。またすぐ眠ねむらせてあげるから。じゃ、続けるよ」

　がつん、ぼこっ、どす、ごがんっ。

　人気のない薄うす暗ぐらい路地に、金属が人体を叩く音が、鳴り響ひびいた。

　何度も、何度も。




　夕ゆう陽ひがほぼ沈しずみきり、夜の帳とばりが降おり掛かけてきた街を、セリオスが走っていた。

　それぞれの担たん当とうエリアが終わったら、詰つめ所しよで落ち合うことになっているのだが、ホッブスが来ないのだ。

『ホッブス……何かあったの？』

　巡じゆん回かい中に一人で対たい処しよできないことがあれば、呼よび子こを吹ふくことになっている。街の巡回は、何人もの騎き士し・準じゆん騎き士しが絶たえず行っているので、呼子を吹けば必ず誰かが助けに来てくれるのだ。いつでも、どこでも。

　にもかかわらず、ホッブスが行方ゆくえ不ふ明めい。

「おや。どうしたんだい、セリオス君」

　走るセリオスの前方から、デルートがのんびりと歩いてきた。セリオスは立ち止まって、

「ホッブスがいなくなったんです！　見かけませんでしたか？」

「ホッブス君？　ああ、あの坊やか。残念ながら見なかったよ」

　デルートはにこにこしている。

　セリオスは一礼して、すぐまた走り出した。

　が、そのセリオスをデルートが呼び止めて、

「ああ待ってくれ、セリオス君。もしホッブス君を見かけたら、伝えておいて欲しいことがあるんだ」

「はい？」

　デルートはにこにこ顔を崩くずさず、言った。

「もしボクに試合を申し込む気なら、いつでも受けて立つ。但ただし、服ふく装そうの乱みだれが気になって存分に戦えないから、メティア君の前では困こまるよ、とね」

「？　試合……ってまさかデルートさん！」

　セリオスが、デルートに詰め寄った。

　それでもデルートは、にこにこしている。

「やだな、ボクは何もしてないよ。噓うそだと思うなら、ホッブス君本人に聞いてみるがいい。ボクと試合をしたかどうか。それに、」

　デルートは、ここぞとばかりに最大限の笑顔を浮かべた。

「メティア君の前で、ボクと試合をしたくないってのは、むしろ彼の本ほん音ねだろうからね。いやあ、ボクって優やさしいなぁ♪」




　デルートと別れて、すぐのことだった。

　セリオスが、人通りのない路地に倒れているホッブスを発見したのは。

「ホ、ホッブスっ！」

　慌あわててセリオスは駆け寄り、ホッブスを抱だき起こした。骨こつ折せつなどはしていないようだが、軽装鎧を脱がされているその体は、酷ひどいアザだらけだ。

　準騎士の必ひつ須す科か目もくとして医い術じゆつも学んでいるので、セリオスはホッブスのケガを診しん断だんしてみた。袖そでをまくり、胸をはだけて、傷を一つ一つ見ていく。

『このアザ、模造剣でやられてる。しかも、無む抵てい抗こうな状態で何度も何度も……ひどい』

　もしこれが、デルートの仕し業わざだとすると。

　ホッブスは武ぶ器きを奪うばわれ、体の自由までも奪われたことになる。しかもさっきの様子からして、デルートの方は全くの無傷、体力の消しよう耗もうも皆かい無むのようだった。それに比べて、ホッブスはこの有様だ。

　つまり、とんでもなく一方的な試合だったということになる。

「……う……っ」

「ホッブス？　しっかりして！」

　腫はれ上がった瞼まぶたを重そうに持ち上げて、ホッブスがセリオスの顔を見た。

「セリオス……？　あれ、俺は……」

「ホッブス、何があったか説明して。もしかしてデルートさんと、」

「っっ！」

　がばっ、とホッブスがいきなり立ち上がった。が、

「痛いてぇっ！」

　がくっ、とホッブスはいきなり崩くずれた。やはり、全身のアザがかなり痛むらしい。

　慌てたセリオスに支ささえてもらって、何とか持もち堪こたえる。

「てててて……くそっ」

「大丈夫？　一体何があったの？」

　ホッブスに肩を貸しつつ、セリオスがホッブスの顔を覗のぞき込こむ。

　ホッブスは、一いつ瞬しゆんセリオスと目を合わせたが、すぐに視線を逸そらして、

「何でもねぇよ。ただ、ちょっと転ころんだだけだ。滑って転んだだけ。それだけだ」

「こ、転んだだけで、そんなアザできるはずがないだろ？　第一、鎧よろいまで脱がされて、」

「転んだだけだっ！」

　ホッブスはセリオスから離れ、乱暴な手つきで軽装鎧を纏まといながら怒ど鳴なった。

　だがその声は、セリオスに向かってというより、自分自身を怒鳴りつけているような。

「転んだだけだ……俺が、あんな奴に負けるはず……転んだ、だけだっっ！」

　そっぽを向いているホッブスの顔は、セリオスには見えない。その表情は読み取れない。

　だが、声だけで充分だった。滅めつ多たに聞かない、ホッブスの本気の涙なみだ声ごえ。

『……ホッブス』

　セリオスは確かく信しんした。どちらから申し込んだのかは判わからないが、ホッブスはデルートと試合をして敗れたのだ、と。

　しかも、圧あつ倒とう的てき一方的にである。デルートの、赤ブリは自分が逮たい捕ほしてみせるとの言葉、どうやら自うぬ惚ぼれではなさそうだ。

　メティアだって、ホッブスと一対一なら楽らく勝しようだろう。マホガニーならいざ知らず、ホッブスなら魔術を使わずとも、格かく闘とう術じゆつだけでも勝てる。メティアにはそれぐらいの実力はある、とセリオスは見ている。

　が、ホッブスもマホガニーもそしてセリオスも、デルートと違って魔術に関しては素人しろうとだ。メティアは普ふ段だん、自分に迫せまる程ほどの魔術師とは戦っていない。そんなのは滅めつ多たにいないからだ。

　が、その滅多にいない相手が、来た。そしてこうして、実力を証明してみせた。

『デルートさんは先輩なんだし、姉さんもナメたりはしないだろうけど……』

　ウードミトリィの優等生、デルート。自惚れや肩書きだけではない確かな実力と、赤ブリへの闘とう志しを持ち合わせた男。

　デルートに会って以来燻くすぶっていたセリオスの不安が、どんどん膨ふくらんできた。

「……セリオス。一つだけ、頼たのむ」

「え？」

　軽装鎧を纏まとい終えたホッブスが、そっぽを向いたままで言った。

「このこと、おねーさんには言わないでくれ。だってほら、滑すべって転んで気絶したなんてカッコ悪いだろ？　余よ計けいな心配もかけたくないし。な？　頼む」

　セリオスの顔は見ないで、セリオスに頼み込むホッブス。こんなホッブスは、見たことがない。

　相手がデルートで、そしてメティアだから、だろう。メティアのことが、本当に心の底から好きだから。

　セリオスの胸に、まずデルートへの怒りが。そしてホッブスへの、「もしこれが僕だったら」な思いが湧わき上がった。

　確かに、メティアには知られたくない。しかし……とセリオスは考えて、

「うん、いいよ」

　ホッブスに、頷いてみせた。

「服を脱ぬいだりしなければ、大だい丈じよう夫ぶだろうしね。顔のアザだけなら、普通に転んだみたいに見えるから」

「そ、そうだよな。転んだだけに見えるよな。そう言って貰もらえると安心……って、いや、だから、本当に転んだだけで、」

「解ったから、早く詰所に戻ろう。手当てをちゃんとしとかないと」

　再びホッブスに肩を貸して、セリオスは歩き出した。

　今はメティアより、赤ブリより、ホッブスである。




「……そうなの」

　夜のクルーロル家。帰宅したセリオスは、メティアに事の次し第だいを話した。ホッブスには噓うそをついたことになるが、デルートの強さを考えると、やはりメティアに対して黙だまっていられなかったのだ。

　居間のテーブルを挟はさんで、セリオスとメティアが向かい合って座すわっている。メティアは、表面上冷静にしているが、どうやら心中では結構、怒っているようだ。

「先せん輩ぱいは、昔からそういうところがあったわ。何でも自分の思い通りになる、誰もが自分を尊そん敬けいしている、そうでないことなど絶対許ゆるせない、って」

　まんまる眼鏡めがねの奥おくで、メティアの目が少し、鋭するどい。いつもとは少し、雰ふん囲い気きが違う。

「実際、そう思い込んでも仕方ないくらいの実力はあるんだけどね。魔術に関しては」

「今は格かく闘とう術じゆつに関しても、でしょ？」

　セリオスが、ずっと考えていたことを聞いてみた。

「風の塊を操るっていっても、それを相手の攻撃に合わせられないと意味がない。デルートさんは、相手の攻撃をちゃんと見切る目を持っている。単に、魔術に長たけてるってだけじゃない」

　そうでなければ、ホッブスが完敗するはずなんかない。

「その通りよ。もちろんウードミトリィではそんなの学べないから、旅に出てから我が流りゆうで身に着けたんでしょうね。格闘術と、格闘に使えるよう応用した、オリジナルの魔術を」

「うん、僕もそう思うよ。だったら姉さん、デルートさんとは、」

「待った」

　言いかけたセリオスの口を、メティアの人差し指が触ふれて止めた。

「ホッブス君が、そんな目に遭あって。しかもその直後、その犯人は嬉うれしそうにあなたと話してる。ホッブス君をバカにしまくる話を。……まさかわたしに、戦うなって言う気じゃないでしょうね」

　メティアが、じっとセリオスを見つめている。

　セリオスはちょっと戸と惑まどって、

「だ、だけど、姉さん自分で今、言ったでしょ。姉さん自身が、デルートさんの力を、」

「認みとめてるわよ。けど、わたしが戦うかどうかは別問題。第一、犯罪者でもない先輩を、あなたがやっつける訳にはいかないでしょ。だったら、誰がホッブス君の仇かたきを討うつの？」

「そういう問題じゃなくて、僕は」

　と言いかけたセリオスの、今度は鼻に、メティアの人差し指がつん、と触れた。

　鋭かった目が少し、柔やわらかくなる。

「解わかってる。心配してくれてるのね。でも、大丈夫よ。戦う時の私はいつでも、誰が相手でも、『常勝者ソウエイル』だから」

「でも姉さん、実際デルートさんほどの相手と、今まで戦ったことなんて……」

　セリオスが食い下がるが、メティアはそれを振り払う。

「はい、それまで。もう解ってるでしょ？　こういう時のわたしを、止められるかどうかぐらい。さ、今夜はもう遅いわ。寝ましょ」

　メティアは立ち上がると、二階の自室へと戻っていった。




　次の日の夜。

　ホッブスは、誰に何を聞かれても滑って転んだとしか言わず、今夜も巡回任務についている。怪け我がの酷ひどさを知っているセリオスは、休むように言ったのだが、聞き入れない。

　結局いつも通り、商店街とその周辺を二人で歩き、途と中ちゆうから二手に分かれた。

『大だい丈じよう夫ぶかなホッブス……』

　セリオスが、心配しながら歩いていると。

　突とつ然ぜん、日常的な音が耳に、驚おどろくべき光景が目に、飛び込んできた。

　日常的な音、は魔術の爆ばく発はつ音おん。どこかでまた、メティア（ソウェイル）が暴れているらしい。騎士団と、あるいは今なら賞金目当ての冒険者たちと、戦っているのだろう。

　そして驚くべき光景、は街路に転ころがる男たち。一目で判わかる、旅と戦いに明け暮くれているらしい男たちが二人、倒れている。

　そしてその二人を見下ろし、立っているのがデルート。

「やあ、メティア君ご自じ慢まんの弟、セリオス君じゃあないか。奇き遇ぐうだね」

　デルートはにこやかに手を振って、セリオスに近づいてきた。

「その二人は？」

「こないだの三人と同じ手合いさ。赤ブリをどちらが捕とらえるかについて、口こう論ろんになってね。断っておくが、先に手を出したのはこいつらだ。正せい当とう防ぼう衛えいだよ」

　言いながらデルートは、まだ聞こえてくる爆発音の方を見た。

「いい音がするねえ。もしかしてあれが赤ブリかな？　行ってみようかな」

「……デルートさん。でしたらその前に、準じゆん備び体たい操そうをしていきませんか？」

「え？」

　セリオスが、声を低く落として言った。

　デルートを逮捕することはできないし、意味もなく襲おそうこともできない。だがこのまま行かせたら、メティアが危あぶない。となると、合法的にどうにかできる手段は一つだ。

「僕と試合をして欲しいんです。広場で見た時から、あなたの術に興きよう味みをもってまして」

「ほう。興味、ねえ」

　デルートが、セリオスをじろじろと見る。

「ま、ボクは構わないよ。ちなみに準備体操にしかならない、というのは正しい自じ己こ分ぶん析せきだ。君と同じ準騎士のホッブス君なんか、もう楽勝以前の問題……あ、言ってしまった」

　ぺち、と自分で自分の額ひたいを叩くデルート。

　セリオスは、ぐっと拳を握にぎり締しめた。

「良ければ、すぐに始めたいのですが」

「ああ、いいよ」

　セリオスが、模造剣の柄つかに手をかける。

　デルートは、右足を持ち上げて片足立ちになった。セリオスはそれを見て、そして頰ほほに僅わずかな風を感じて、

「風の塊かたまり……足の下に？」

「ほほう。魔術師でもない相手に、そんなにあっさり見抜かれたのは初めてだな」

　デルートはちょっと感心した声を出すと、片足立ちのまま爪つま先さき立だちになり、その場でクルクルと廻まわり出した。

　よくよく見ればその爪先は、地面に着いていない。微かすかに浮ういている。

「君の言う通りだよ。風の塊を足の下に敷しいて、それを操って体を滑すべらせるんだ。これなら重心移動も足の運びも関係なく、イメージした通りに体を移動させられる。つまり、」

　ぴたっ、と回転が止まった。

　デルートはセリオスの方を向いて、その腰こしの模造剣を指差し、自信満々の顔をして、

「あらゆる武術の想そう定ていを超えた動き、反はん則そく的てきな体たい捌さばきができるんだ。君の剣がどんなに速く鋭するどくても、ボクには届かない」

「なるほど、そうですか」

　セリオスは、柄から手を離すと、右足を後ろに引いた。そのまましゃがみ込んで、両手を軽く地面につく。

　短距離走、そのダッシュの構えである。

「剣が無理なら、拳こぶしで挑いどむまでです。抜く動作が入らない分、速さでは上ですから」

　顎あごを引いて、しかし視線は上げてデルートをしっかりと見ながら、セリオスが言った。

　デルートはにっこり笑って、

「ふふ。ボクが反応できない速さでぶつかって、一気に勝負をかけるつもりかい。いやあ、人は見かけによらないというが、君には当てはまらないね。実に素す直なおで愛あいらしい」

「……試合、始めていいですか？」

「うんうん、いいよいいよ。それじゃ、ボクが合あい図ずをしようか。よ～い、どんっ！」

　デルートの掛け声で、セリオスがダッシュした。その小柄な体に鎧よろいを纏まとっているとは思えない速さで、デルートに向かっていく。

　だがデルートは悠ゆう然ぜんと腕を組んで、片足立ちのまま動かない。

　セリオスが来る。セリオスが拳を振りかぶる。それを繰り出す。

　そのセリオスの拳を見切り、デルートがかわそうとした、瞬しゆん間かん。セリオスが拳を、握り締めていた五指を、ぱっ、と開いた。

　そこから、細かい砂じや利りと砂すなが飛び散り、デルートの顔がん面めんに降ふり注そそぐ！

「うっ!?」

　反はん射しや的に目を瞑つむり、両手で顔を覆おおうデルート。と同時に、セリオスが剣を抜き放つ！

「たああああぁぁっ！」

「ちっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、足の下の風の塊を炸さく裂れつさせて、デルートは跳とんだ。水平に薙なぎ払はらわれたセリオスの剣と、セリオスの頭の上を越こえて、その背後に着地する。

　すかさずセリオスが振り向きざまに剣を振るうが、それより速くデルートの手が、振り向いたセリオスの眼前に伸のばされる。セリオスは無理な体勢ながらも体を反そらし、それをかわそうとした、いや確かにかわしたのだが、

「……っ、ぅぐぁっ！」

　苦しげな声を上げ、剣を落として両りよう膝ひざをついた。右手で喉のどを、左手で胸を押さえて蹲うずくまる。

　デルートが、ふうっと息をついた。

「今のタイミングでかわしてしまうとは、恐おそれ入ったよ。さすが、メティア君が自じ慢まんするだけのことはある。優ゆう秀しゆうだね、君は」

　セリオスを褒ほめながら、デルートは右手を上げた。その指先に、目には見えないが風の塊が出現する。

「実感できているだろうが、仕掛けは簡かん単たんだよ。鼻と口の前にこれを押し付けて、肺はいの中の空気を吸すい出すんだ。すると急きゆう激げきな酸さん素そ不ぶ足そくを起こし、人は瞬時に意識を失うしなう。君はそれを、半はん端ぱに免まぬがれたんだ。……ん？」

　苦しみながら、セリオスはよろよろと立ち上がった。だが顔を上げることはできないようで、ちゃんとデルートの方を向いているのは、脂あぶら汗あせが浮かぶ額だけ。

　デルートは小さく笑って、

「いい根こん性じようをしている。だがね、無む駄だだよ」

　風の塊を使わず、自分の足で走ってセリオスの背後に廻まわった。セリオスは振り向こうとしたが間に合わず、デルートに後ろから抱きすくめられる。

　身動きのとれないセリオスの眼前に、デルートの手が伸びて、

「おやすみ」

「……っ……！」

　デルートが手を離すと、セリオスの体は人形のように力を失い、頽くずおれた。

　白目を剝むいて、完全に意識を失っている。

「やれやれ。結局君も、ボクを満たしてはくれない。こうも楽勝ばかりではボクがカッコ良くないし、第一やってて面おも白しろくないのに」

　セリオスが落とした模造剣を、デルートは拾い上げた。そして、倒れているセリオスに向かって、振り下ろす。つまらなさそうに。

「もっとしっかりして欲しいなあ。ボクの伝説の、敵キャラとして」

　がんっ、とセリオスの頭を打つ。

「いくらボクが強過ぎるからってさ」

　どすっ、とセリオスの脇わき腹ばらを打つ。

「凡ぼん人じんには凡人の、意い地じとかがあるだろ？　そりゃ、完かん璧ぺき天てん才さい完かん全ぜん無む敵てきのボクが相手じゃ、大変だろうけどさあ」

　げしっ、とセリオスの頭を蹴けりつける。

「やってらんないよ、実際。もう魔術研究所に帰ろうかなぁ……っと！」

　デルートは慌あわてて模造剣を放り出し、大きく跳とび退しさった。その、一瞬前までデルートの頭があった空間を、上から降ってきた拳が、唸うなりを上げて通過する。

　跳び退のいたデルートは、見た。自分が立っていた場所、セリオスのそばに、今は別の人物がいる。両りよう脚あしを大きく広げて、拳を振り下ろした姿し勢せいで真下を向いて、空から舞い降りてきた……というか、突っ込んできた人物。

　緋ひ色いろのワンピースに緋色の帽ぼう子し。帽子には白い羽は根ね飾かざり。長い形の良い脚をニーソックスに包み、小さな白い顔を仮か面めんで隠かくした、常勝無敗の怪かい盗とう少女。

「おや。どうやら君が、噂うわさの赤ブリ君だね？　あ、最後の夜ぐらいは君の自じ称しようで呼んであげようか、ソウェイル君。もっとも、」

　デルートは余よ裕ゆうたっぷりの態度で、ソウェイル＝メティアを見つめている。

「すぐに虚むなしくなるけどね、『常勝者ソウエイル』という名は。このボクのせいで」

　だがそんなデルートの声など、全く耳に入っていない様子で。

　メティアが、ゆっくりと顔を上げた。

「……ボコボコにするだけで、終わらせるつもりでした。ですが、もうあなたのことは絶対、それだけでは許ゆるしません。グチャグチャのドロドロにして、未み来らい永えい劫ごう社しや会かい復ふつ帰きできないようにしてあげます！」

　その目は怒りに燃もえて吊つり上がり、その声は憤ふん激げきに彩いろどられてドスが利ききまくっている。

　デルートはそんなメティアの様子を訝いぶかしみ、

「何だ何だ、その雰ふん囲い気きは。ボクが何か、君の恨うらみを買うようなことをしたのか……って、ああなるほど。要するにアレか」

　ぽん、とデルートは手を打った。

「君、実はセリオス君のこと、好きなんだろ。それで怒ってるんだ。そうだろう？」

　メティアが、ぴくっ、とする。

「あるねあるね、そういう話。犯罪者と騎き士しの、許されざる恋れん愛あいっての。いや～、そんなのにこうも早くお目にかかれるとは。しかし残念だな。そんな二人を引き裂さく役目になってしまうとは。ヒーローとしては、さ」

「そんな心配は、ご無用っ！」

　振り上げられたメティアの手に、炎ほのおが点ともる。

　そしてその炎を、デルートに向かって、

「燃えろおおおおぉぉっ！」

　投げつけた。デルートは片足立ちになって風の塊を足の下に敷しき、横に滑すべってかわす。

　続けざまに、二発目、三発目がきた。がデルートは右に左にと、まるで氷上の舞ぶ踏とう家かの如ごとくスイスイ華か麗れいに舞って、かわし続ける。

　地面にどんどん穴あなが空あけられていくが、デルート本人にはかすりもしない。

「はははは、大した破は壊かい力りよくだな。こりゃ確かに、凡ぼん人じんじゃ歯が立つまい。いや、僕自身、炎を撃たせたら君より劣おとるね。でも、それと戦闘結果とは、直結しない」

　片足立ちのまま滑って滑って、デルートはメティアとの間合いを詰つめていく。

「旅をしてると、よく聞くよ。重い大おお斧おのをブンブン振り回す巨きよ漢かんが、小さな毒どく塗ぬりナイフを器き用ように扱あつかう暗殺者に、コロリと殺やられたり……ってね！」

　メティアの術の合あい間まを縫ぬって、デルートが一気に滑り込んできた。その顔面を潰つぶそうと放たれたメティアの上段廻まわし蹴げりも、スルリと滑ってかわして、懐ふところに入り込こむ。

　今なら、蹴りを外はずされて体勢の崩くずれたメティアは、デルートの次の攻撃をかわせない。

「大した蹴りだ。だが僕の術は、あらゆる武術の想定を超こえるんでね。お休み～っと♪」

　デルートは足下の空気の塊を消し、代かわりに指先に出現させ、それをメティアの顔へと持っていった。

　と、メティアの顔が、いや体全体が、いきなり水平に移い動どうした。

「えっ？」

　上段蹴りを空から振ぶりして、片足立ちで体勢の崩れたメティアが。スイッ、と移動してデルートの攻撃をかわしたのだ。そしてそのまま、まるで氷の上を滑るかのように大きく下がって、デルートとの距きよ離りを取っていく。

　呆あつ気けに取られるデルートの目の前で、メティアは片足立ち滑りでＵターンした。そして今度はメティアの方から、デルートに向かって突っ込んで来る！

「な、何っ？」

　デルートは、慌てて風の塊を足の下に出し、片足立ちになって体を浮かせた。

　よく見れば、メティアの体も少し、浮いている。つまり、

「ボ、ボクの術？　そんな、この術は誰だれにも教えていないのに……ぅわっとっ！」

　矢のように隼はやぶさのように、突っ込んできたメティアの拳を、デルートは辛かろうじてかわした。

　駆かけ抜ぬけた、もとい滑り抜けたメティアは、間かん髪はつ入れずにまたＵターンして突っ込んでくる。直線での速さも、方ほう向こう転てん換かんの巧たくみさも、デルートに勝まさるとも劣おとらない。加えて、拳や脚そのものの鋭さはデルートの比ではない。

　つまり、風の塊による『武術の想そう定ていを超えた体たい捌さばき』のハンデが消えたのだ。

「ど、どうなっているんだ？　まさかボクの術を、見ただけでマスターしたとでも？」

　かわすのは困こん難なんと見たデルートは、両足立ちになって風の塊を自分の目の前に持ってきた。敵の攻撃を受け流す体たい勢せいだ。

　メティアの攻撃は確かに鋭く速いが、全く見切れないというほどではない。デルートは目を凝こらして、次の攻撃を待った。

　メティアが来る。拳を振りかぶる。これが実はフェイントで蹴りが来るかもしれない、と警けい戒かいしつつデルートが待ち構える。

　突っ込んできたメティアが間合いに入る。拳が放たれた。間違いない。拳による攻撃だ。剣などの薄うすい刃は物ものでない以上、風の塊を突っ切るのは不可能だ。

　デルートは確かく信しんして、風の塊をメティアの拳に合わせる。すると、




　ばぐぉぉん！




　充じゆう分ぶんな加速をつけ、全身の体重をのせて突き出されたメティアの拳が、ものの見事にデルートの顔面にヒットした。

　デルートが鼻血を撒まき散ちらしながら軽々と吹ふっ飛び、それを追い越すようにメティアが滑り抜けていく。

『!?　な、な、何で？　そんなバカな？　高密度な風の塊を、人間の手足なんかで突っ切るなんて、物理的に不可能なのにっ？』

　何とか着地したデルートに、旋せん回かいしたメティアの廻まわし蹴げりが飛んできた。さっき外された、顔面狙ねらいの上段廻し蹴りだ。

　デルートは再度、風の塊で防ぼう御ぎよしようとする。その横よこっ面つらにメティアの爪つま先さき、前ぜん足そく底ていが襲おそい掛かかって……その時、デルートは理解した。

『！　か、風の塊がある!?　蹴り足に？』

　メティアは滑りながら蹴りを放ち、その足に風の塊をのせているのだ。さっきの拳もおそらく同じ、自分の風の塊で、デルートのそれを相そう殺さいして打ち消したのだろう。すなわち、




　どぐわっっ！




『か、風の塊を、二つ同時に操あやつっている……んなバカな、それじゃ風飛術を二つ、一人で二人分、バラバラに駆く使ししてるってことになるぞっっ？』

　ツルハシのように鋭いメティアの爪先廻し蹴りを喰くらいながら、デルートは驚きよう愕がくした。

　続けざまに、メティアの脚が地面には着かない程度に一いつ旦たん降おろされてから急上じよう昇しよう、今度は垂すい直ちよくにデルートの顎あごを蹴り上げた。

　強きよう烈れつな足アッパーをまともに受け、さすがに堪こらえきれずデルートは倒れる。

『ぁぐっ……こ、このボクが？　ボクがこんなブザマに、こんな女の子に？　殴なぐられて、蹴られて……こんな、女の子に……っ』

　メティアは風の塊を消して、地面に立った。

　そして吹っ飛んだデルートに向かって、怒ど気きの籠こもった声で言い放つ。

「さあ、立ちなさいっ！　まだまだこの程度じゃ終わらせませんよ！」

「……ふむ」

　デルートが、ぺっ、と血を吐はき捨てながら、立ち上がった。

　軽い脳のう震しん盪とうのせいか、体がゆらゆらと揺ゆれている。だがその目はまだ、自信ありげだ。

「君には礼を言いたい。ボクは今初めて、苦戦して血を流した。凡ぼん人じん諸しよ君くんの言う、戦いの楽しさというものが、少しは理解できた気がする。少しはね。だがその探たん求きゆうは、」

　すっ、と右手をメティアに向けた。

「ヒロインと二人で旅立ってからにするよ。まず、君を逮たい捕ほしなくてはならないからね」

「この期ごに及およんでもまだ、わたしを逮捕できると思ってるんですか」

「ああ。ボクを、ただエリートぶるだけの天才だと思わない方がいい。実戦ケンカ技わざも知っているし……高度な技を編あみ出しながらも、基き本ほんを決しておろそかにはしない！」

　デルートの魔力が高まった。メティアが次に来るものを察し、自身も魔力を高めたが、

「遅いっ！　吹き飛べええぇぇ！」

　一いつし瞬ゆん早く放たれたデルートの突とつ風ぷうが、メティアを襲おそった。メティアの体が木この葉はのように吹き飛ばされ、上空高く舞い上げられる。

　すかさず、

「飛ぶっ！」

　デルートが風飛術で追いつき、メティアの腹はらの上に乗った。そのまま片手で首を絞しめ、もう片方の手は上に向けて、突風を放つ！

「吹き飛べええぇぇ！」

　メティアの体が、引力＋風力で猛もう烈れつな加か速そくを付けられ、地面に向かって猛進していく。

　喉のどを絞められているため呼吸と精神集中ができず、魔力が練ねれない。空中で、しかも暴風に包まれているので、武術どころではない。

「これが『風のデルート』の実力だっ！」

　デルートが、メティアの体から飛び降りた。

　直後、轟ごう音おんと共にメティアの体が地面に激げき突とつ！　石いし畳だたみが砕くだけて、破は片へんが舞い上がった。

「どうかなソウェイル君、ボクの必殺技は。学校では教えてくれないけどね、こんなの」

　メティアは地面に両手をついて、ぐっ、と力を込めて、全身の力を振り絞しぼって、立った。

　そしてデルートの顔に視線を向け、

「……おかげで、いいトドメを思いつきましたよ。実はどうしようかと悩なやんでたんです」

「何？」

「言ったでしょう、あなたはただボコボコにするだけでは許さないと。ではどうするか？　その答えが、あなたのお蔭かげで出せました。学校では教えてくれないタイプのものです」

「ほほ～う。ならば、」

　デルートが、再び右手をメティアに向ける。

「教えて貰もらおうか？　吹き飛……」

「飛ぶっ！」

　ひゅん、とメティアは飛んだ。星空の中に、緋ひ色いろのマントが消えていく。

「って、ちょっと待てこらっ！」

　デルートも飛び上がり、追いかけた。ダメージの差のせいか、あっと言う間に追いつく。

　ここでいたぶるのは三流のやること、ボクは一気に勝負をかける！　とばかりにデルートは、飛ぶメティアの上を取り、今度は背中に乗っかった。

　上から手を廻まわしてメティアの喉を絞め、風飛術を解いて上方に突風を放つ。さっきと同じ展開だ。違うのはメティアがうつ伏せなので、顔面・胸・腹から落ちていくということ。

　それともう一つ、

「これで終わりだっ！」

　地面が近くなり、デルートがメティアの背を蹴けって離はなれた。そして離れ際ぎわに、右手を振り上げてそこに炎ほのおを点ともし、

「燃えろおおおおぉぉっ！」




　ちゅどおおおおぉぉぉぉんっ！




　落ちていくメティアに、追つい撃げきトドメの一発。そこに積み上げられていた生ゴミや空き箱が、粉こな々ごなになって煙けむりと共に舞い上がった。

　着地してみるとここは、狭せまい路地の中のゴミ捨て場だ。密みつ閉ぺい空間のせいで爆発の威い力りよくが強まったのか、メティアはゴミと一緒に、表通りへ吹き飛ばされたらしい。

「！　ボクをここへ誘おびき寄せたのか？　ゴミを煙えん幕まくにして逃げようと……させるかっ！」

　慌あわててデルートは表通りに飛び出した。不意討ちを警けい戒かいして右手に炎を点し、

「逃がさんぞ！　今度こそ終わりだっ！」

　炎を投げつけ……ようとして固まった。

　そこに、メティア＝クルーロルが倒れていたのだ。三つ編あみでまんまる眼鏡めがねで白いワンピースの、赤ブリではなくメティアが。

「え？　メ、メティア君？　何でここに」

「ゴミを捨てに来たら……急に上から……」

「う、上からって、それ、ボク、いやでも、そうだソウェイルはっ？」

　きょろきょろ、と辺りを見回すが、ソウェイルはどこにもいない。代わりに、

「て、て、て、て、てめえ……」

　金色の長い髪かみを一つに括くくった準騎士が、全身を震ふるわせ怒いかりの炎を背負って、立っていた。

　巡じゆん回かい任にん務む中の、ホッブスである。

「ちょちょ、ちょっと待て！　ボクは今、ソウェイルと戦っていて、」

「どんな言い訳わけをする気だ……ついうっかり巻き込んだだけだから、過か失しつだから無む罪ざいだとでもいう気か……おい……」

「いや、過失なんてもんじゃないっ！　これはきっと、卑ひ怯きよう卑ひ劣れつ極きわまりない罠わなで、」

「問もん答どう無む用ようだああああああああぁぁっ！」

　ホッブスは自分自身や騎士団が、侮ぶ辱じよくされたり傷つけられたりした時の、百万倍の怒いかりを込こめて、デルートに襲おそいかかった。

　その模造剣は、デルートに一いつ切さいの防ぼう御ぎよも反はん撃げきも許さず、全身の肉を断ち骨を砕くだいた。メティアが止めなかったら、間違いなくデルートは死んでいたであろう。

　こうして。辛かろうじて死し亡ぼうだけは何とか免まぬがれつつ、重体のデルートは逮たい捕ほされた。




　数日後のクルーロル家。セリオス、ホッブス、メティアが三人で夕食を囲んでいる。

「にしても、おねーさん」
















　フォークをくるくる玩もてあそびながら、ホッブスがメティアに言った。

「せっかく俺が現行犯逮捕したのに、何で釈しやく放ほうの嘆たん願がんなんかしたんです？　被ひ害がい者しや本人にそんなことされたら、こっちはどうしようもないじゃないですか」

「前にも言ったでしょ。あれでも私の先せん輩ぱいだから、って」

「……。本っっ当におねーさんは、優やさしいというか優し過ぎるというか」

「ありがと、ホッブス君」

　にっこり笑ったメティアに、こっそりセリオスが問いかける。

「本音は？」

「ただ逮捕された、よりも被害者のお情なさけで救われた、の方がカッコ悪いでしょ。今頃、先輩のプライドも評ひよう判ばんもズタズタよ」

「……容よう赦しやないね。よくそこまで」

「ありがと。褒ほめ言葉ね」

「何ヒソヒソ言ってんです？」

「あ、何でもない何でもない。それよりホッブス君、シチューのお代かわりどう？」

「頂きますっ」

　クルーロル家の食卓は、今日も平和である。




　同じ頃、冒険者たちがたむろしている街の酒場では。

「ちょっと聞いた？　こないだのほら、風の何とかって名乗ってた奴やつのこと」

「聞いてる聞いてる。も、サイテーよねー」

　右を向いても左を向いても、大言を吐はいておきながら嵌はめられて惨ざん敗ぱいした、デルートの噂うわさでもちきりだ。しかも嵌められた後、被害者本人のお情けで釈放されたときている。

　もう冒険者業界での評価は地の底だ。今後、デルートに仕事を依い頼らいしたり、パーティを組もうとする者など、一人もいないだろう。

　そんな酒場の片かた隅すみで、濃こい色眼鏡をかけて全身包ほう帯たいグルグル巻きの男が、ちびちびと安酒を舐なめていた。

『あの時……ボクはあの子に、情け容よう赦しやなく殴られ蹴られて……』

　初めての苦戦、初めての流血を思い出している、デルートである。

『ホッブス君にボコボコにされた時には、何も感じなかった。やはりあの子でないとダメみたいだな。あの、細い腕の小さな拳で殴られないと。あの、しなやかで適てき度どに肉付きのいい脚あしで蹴られないと』

　思い出すと、背せ筋すじにぞくっ、とくる。

　あの子に殴られ、蹴られた時の感かん触しよくが。

『これが、戦うことの悦よろこびというものか？　どうやら、ようやく見つかったようだ。ボクを満たしてくれるものが』

　ふっ、と笑顔を浮かべたデルートは、勘かん定じようをテーブルに置くと席を立ち、酒場を出た。

　夜の街を一人歩きながら、ブツブツ小声で、

「また遭あいたいな、あの子に……そうだ、セリオス君をイジめれば怒るんだったな、あの子は。よ～し、今度はもっと怒ってもらって、もっともっと強きよう烈れつに……ふふふふっ」

　ブキミな笑みをこぼす包帯男を見て、百ひやく戦せん錬れん磨まっぽい冒険者たちの一団が、恐れて道を開けた。

　どうやら新たなメティアのファンが、そしてソウェイルの宿しゆく敵てきが、誕たん生じようしたようである。

　……ちょっと、歪ゆがんでいるが。







　　　あとがき







　二巻です。ありがたき幸せで、何より嬉うれし恥はずかしの二巻です。

　一巻を読んで下さった皆みな様さまには、魂たましいの奥おく底そこよりの感かん謝しやを捧ささげます。またこうしてお会いできたのは、ひとえに皆様のおかげです……ありがとうございますっっ！




☆第一話『大きな人の小さな約束』

　幸い、私はまだ入院とか手しゆ術じゆつとかの経験はありません。なので、そうなった場合に怖こわいのは、日につ課かのトレーニングができなくなって体が鈍なまることだったりします。だって、毎日毎日頑がん張ばった成せい果かが削けずられていくなんて、悲ひ惨さんではないですか。

　まあ、本当にケガや病気で入院したら、そんなのん気なことは言ってられないでしょうけどね。




☆第二話『姉上さまと夢ゆめ見みるストーカー』

　セリオスたちを外から見る話、つまりゲストキャラ視点の話を、と考えてできた話です。

　しかし改めて考えてみると、メティア自身が思いっきりエリートな上、間近にセリオスがいて、ホッブスだって準じゆん騎き士しの有ゆう資し格かく者しや。裏うらの顔のことがなくても、メティアに対してまともにアプローチするのは、かなりの根こん性じようがいるでしょうな。自分に対する揺ゆるぎなき自信、とか。

　でもそういう余計なことを考えなくなるのが、本当の本来の恋こい心ごころというものかも、とか。




☆第三話『姉上さまと照れくさい手紙』

　テレ屋さんを突つき詰つめた（？）話です。私なんかは根が目立ちたがりなので、「会話」よりも「演説」の方が得とく意いなぐらいですけど。

　あと、掃そう除じならドブさらいが好きですね。タイル貼ばりのトイレの床ゆかを、力一いつ杯ぱいモップで擦こするのとかも好きです。手て応ごたえのある掃除って、気持ちいいと思いません？




☆第四話『セリオスの婚こん約やく者しやと姉上さま』

　幼おさな馴な染じみ。いい響きですねぇ。お姉さんもいいけど、幼馴染みもいい。自信たっぷりに婚約者宣せん言げんをしつつ、でもメティアに対して「どうせ実の姉なんだから、恋のライバルにはならない」と冷静に考えたりできないのがお約束。

　幼馴染みたる者、こうでなくては♪




☆第五話『なくした記憶と姉上さま』

　病気の子、惚ほれ薬、独占欲、幼馴染み、と定番シリーズが続きましたが、連載のトリを飾かざるのは記き憶おく喪そう失しつ。一巻の第五話と同じく、ちらりと長編を覗のぞかせております。

　長編のメティアは、普ふ段だん大人おとなしいけどセリオスが絡からむと積極的で強い。そして短編のメティアは、常時胸を張って強い。

　なにしろ『常勝者ソウエイル』ですからね。長編のメティアは、まだそこには達してませんが。

　いずれ達します。




☆書き下ろし『英雄は風と共に──』

　一巻はセリオス狙ねらいのお嬢様でしたが、今回はメティア狙いの先輩です。どちらも自信に溢あふれてましたが、どちらもメティアにやられてます。

　そしてどちらも、最終的には当初とは違ちがう領域に足を踏み入れ……って別にそういう方面を意識している訳ではないのですが。無む論ろん、嫌きらいではありませんが。と言いますか、その、何となく。はい。（注・未読の方へ。セリオスらぶではありませんので、あしからず）

　まあ結局、好きになったら好きになったで、まっすぐ進むのが正しい生き方ってやつでしょう。そう思います。




　では、そろそろ失礼します。一巻に続いて読んで下さった方、今回初めて読まれた方も、本当に本当に、ありがとうございましたっっ！





川口　大介
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